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　天気のいい昼下がり。君まち公園にはたくさんの子供たちの声が響いている。小さな滑り台とアスレチックジャングルジム。ブランコや動物を模した一人用のスプリング遊具。

　どこにでもあるような遊具が並ぶ中、君まち公園には他にはないものがひとつだけあった。

　それは公園の中央に、コンクリートで作られた西洋風の城だ。外壁は少し色褪せてはいるが、カラフルなペイントがされており、中には螺旋階段がある。一番上まで登れるようになっていて、上り詰めると展望台だ。

　展望台の屋根の内側には、手の平サイズの丸い鏡が僅かに角度を変えて所々にはめ込まれている。中央柱の大きな鏡に陽の光を当てると四方八方にそれが散らばり、他の鏡へと光が反射する仕組みだ。子供たちは晴れの日にこぞって鏡を持ってその展望台へ上り、陽の光を鏡に反射させて遊ぶ。

　城の中で光が乱反射し、壁や天井に幻想的な光の道が現れる。より強い光を当てれば当てるほど、その反射はどこまでも伸びていく。数人で鏡を持ち寄り地べたに座り込み、懸命に光を集めては拡散させて飽きるまで遊ぶ。

　子供たちの間では「光の城」と呼ばれていて、この公園の人気の遊具となっている。

　その城の中の見晴台で、沙さ莉りは春の風に髪を靡かせて景色を眺めていた。まだ五歳の沙莉は、背伸びをしてようやく壁の向こうの景色が見えるくらいの身長だ。

「沙莉」

　柵を両手で握り締めて食い入るように景色を眺めていると、少し生意気な声が沙莉を振り向かせた。

「なに？　類るいくん」

　そこには幼なじみの男の子が立っている。半ズボンから出る足は日に焼けていて、黒い髪はいつも短く、やんちゃがひと目で分かるような顔つきだ。

「これ、やるよ」

　つっけんどんな態度で、沙莉の目の前に拳を突き出してきた。手の中になにかを握っているようだ。

「ねえ、なにか怖いもの？　虫とか、いやだよ？」

「バーカ、そんなんじゃねーよ。ほら、手、出せって」

　恐る恐る手を出せば、類が強引に沙莉の手の平の上になにかを置く。類の小さな手が離れて行くと、そこには小さな金色の指輪が乗せられていた。

「あっ……これ、類くん、これ！」

　金メッキの施された指輪は、幼稚園で大人気のムーンプリンセスリングだ。大きなリボンの中央に、ピンク色の石がはめ込んである。

「類くん、これ、プリンセスローズの指輪だよ！」

「やるよ。男が持ってても仕方ねぇからな」

　横を向いて腕組みした類は、照れたように頬を染めている。まさか類がこんなに素敵なものをくれるなんて思わないから、沙莉は思わず泣きそうになってしまった。

「で、うれしいのか？　うれしくないのか？」

「う、うれしいよっ！　ありがとう！　でもこれ、どうしたの？」

「別に、たまたま家にあったんだ」

　照れくさそうに笑う類を見て、沙莉もほんの少し頬を染める。いつもは悪戯ばかりされるけれど、大きい子に虐められたときは体を張って沙莉を守ってくれる。

　不器用で少し強引で、けれどやさしい類。そんな彼を沙莉は好きだった。だからこの指輪はたまたま家にあったのではなく、これを出す為に類がガチャポンをしてくれたのだと知っている。

「そっか。ありがと。大切にするね」

　沙莉は胸の前で祈るように、指輪をぎゅっと両手で握り締めた。

「そんなの、おもちゃだろ」

「でも類くんが初めてわたしにくれたんだよ？　大事にするよ」

　素直な気持ちを伝えると、耳の先まで真っ赤にした類がこちらをちらちら横目で見てくる。

「俺が大人になったら、本物の、すっげーやつをやる。だからそれまで、おもちゃで我慢しろよな！」

　なぜか最後の方は半分怒っているような言い方で、沙莉はびくっと肩を揺らした。けれど類が本気で怒っているのではないと知っているので、えへへ、と頬を緩ませて沙莉は微笑んだ。




　小学校に上がった沙莉は、自分の幼なじみの急速な成長に日々驚かされる。類はやんちゃで荒々しい部分が徐々に鳴りを潜めた。中学年から高学年へ移って行くと、有志でファンクラブが作られ、その話を聞いた沙莉は驚いた。

（類のファンクラブかぁ。でも急に成長した感じはあるよね）

　かわいらしい面持ちから、みるみるうちに大人の部分が顔を見せ始めた。運動も勉強もできて、見た目も格好いいとなれば周りの女子が放っておかない。

　他のクラスから数名の女子がやって来ては、教室の扉や窓から覗いていく光景は日常茶飯事となった。

　そんなある日、昼休みにトイレから教室に向かっていた沙莉は女子三人に呼び止められた。

「ねえねえ、沙莉ちゃん」

　声をかけられ振り返ると、期待の眼差しで女子がソワソワしながら沙莉に近づいてきた。そしてあれよあれよという間に、人けの少ない廊下に引っ張られる。

「え、なに……？」

「沙莉ちゃんって、類くんの幼なじみでしょ？」

「家がお隣さんなんだよね？」

　ぐいぐいと迫ってくる女子に圧倒されて沙莉は後ろへ下がる。

「あ、うん……そう、だけど」

　沙莉が答えると、キャーっと三人が声を上げた。ちなみにこの女子三人は顔見知りではない。他のクラスの女子である。

「あのさ、あのさ、沙莉ちゃんにお願いがあるの」

　胸の前で手を組んで祈るようにして沙莉を見つめてきた。一体何事だと思っていれば、もう一人の女子が口を開く。

「類くんが好きな子って誰か知ってる？　聞いても教えてくれなくて。好きな子がいるかどうかすら教えてくれないの。だから、仲がいい沙莉ちゃんなら聞いたら教えてくれるかなって」

「え、あ……ああ」

　あまりの勢いに驚きすぎておかしな返事になってしまった。幼なじみで家が隣とはいえ、そういう会話はしていない。それにここ数年はガラッと雰囲気が変わってしまった類に近づきがたいとさえ思っていた。それに類を好きなのは沙莉も同じだから、知りたい情報でもある。

「聞いてくれる？」

「えっと……聞けたら聞いてみる。だめだったら、ごめんね」

「うんうん、聞いてくれるだけでいいから、お願いね！」

　聞けたら聞くよと言うのに、聞いてくれるだけでいい、と変な返事をする彼女達に、沙莉は苦笑いを浮かべた。

（聞けなかった場合、私どうなっちゃうんだろう）

　お願いをするだけして、女子軍団は行ってしまう。まるでハリケーンのようだと思った。それにしても、どんなタイミングで類に聞けばいいのかと、考えると悩んでしまう。

　しかし類と二人きりになるタイミングは思ったより早くやって来た。女子軍団からお願いされた数日後、放課後の教室に類の姿を発見したのだ。聞くなら今しかないだろう。

「チャンスかも……」

　思わず声に出てしまう。沙莉は教室の扉に付いている小窓から教室の中を覗いていた。類はなにかを考えているような顔で窓の外を眺めている。その横顔はとても綺麗だ。長い睫毛に大きな瞳。少しツンとした唇はほんのりピンクだった。窓から入ってくる秋風が、少し茶色の髪を揺らす。

（ああ、ドキドキする）

　自分の胸を両手で押さえ、落ち着け心臓、と小さく唱えた。

　沙莉はそんな類に見惚れていたが、扉を開ける前に類が不意にこちらを振り向いた。

「…………っ！」

　驚いた沙莉は思わずその場にしゃがんでしまう。しばらくそうしていたが、沙莉はそろそろと立ち上がり、再び窓から中を覗こうとした。

　するといきなり扉が開き、さっきまで教室の端っこで外を見ていた類が目の前にいた。

「なにしてるの？」

　驚いたのは類も同じだったようだ。二人してびっくり顔で見つめ合う。

「類はまだ、帰らないの？」

「いや、もう帰るけど……」

　そっか、と沙莉が答えて沈黙になった。沙莉はどうしてここにいるの？　とそう聞きたげな目で見つめられる。聞くタイミングは今しかない。

「あ、えっと、類に、聞きたいことがあって、さ」

　沙莉は廊下で、類は教室の中で、扉を挟んで話している。このままだともし他の誰かが来れば、聞けなくなってしまう。

「いいよ。中で、話そう」

　沙莉の考えを読むかのように類が言い、そのまま窓の方へと歩いて行く。沙莉はその後ろを付いていき、類が振り返り窓枠にもたれかかる。

「で、話って？」

「……うん。他のクラスの女子に、その……類は、好きな女子はいるのかって、聞いて欲しいって言われたの。あ、私が知りたいんじゃないからね？」

　沙莉も同じように興味はあったのに、それを知られるのが恥ずかしくて、思ってもない言葉を口にしていた。

　それまで普通にしていた類の表情が、急にムッとしたように感じた。もしかしてこういう質問は聞かれすぎて嫌だったのだろうか。使命感に駆られてここまで来たが、急に悪いことをしているような気分になった。

「怒っ、た……？」

「別に怒ってないよ」

　ぶっきらぼうな言い方は怒っている証拠だ。沙莉には分かった。謝ろうとして口を開くと、それより先に類が返事をする。

「あの……っ」

「好きな子はいるよ」

　沙莉の言葉を遮るかのように類が教えてくれる。その目は真っ直ぐ沙莉を見つめていた。

「えっ、あ……い、いるんだ」

　笑ったつもりだったが上手くできなかった。そんな返事が来るとは思っていなかったからだ。その次に頭に浮かんだのは、それは誰なの？　という疑問だった。けれど簡単に言葉にはできなかった。類との間に変な沈黙が落ちて、どうしようかと迷っていたとき……。

「沙莉はさ、アイドルって好き？」

　唐突に質問をされた。三回瞬きをして沙莉は考える。もしかして好きな子というのは、アイドルなのだろうかと。

「アイドルって……芸能人の？」

「うん、興味ある？」

　的を射ない質問に首を傾げた沙莉だったが、話が逸れて少しホッとした。

「好きだよ。キラキラしていて格好いいし。ドキドキする、かな」

　最近はSv.lips（セヴィリップス）という男性五人のアイドルグループが特に人気だ。どのメンバーも魅惑的な唇をしている。かわいらしくクールで格好よく、そして色っぽくファンを魅了する。そんなコンセプトで結成されたグループらしい。

　沙莉もSv.lipsは好きだ。友人とその話で盛り上がって声が大きくなることも多々あった。

「そっか。じゃあさ、僕がアイドルになったら、沙莉はどうする？」

「類が、アイドル？」

　予想外な質問にどう返事をしていいのか分からず、驚きで固まった。類がアイドルに、と想像しただけでドキドキする。今でさえ学校の中にファンクラブのようなものがあるのだ。その素質は絶対にある。

（類が、Sv.lipsみたいなキラキラした世界で……）

　もしもそうなれたらすごい。全力で応援するし、一緒に楽しい空気を共感したい。

「やっぱ、嫌？」

「ううん！　そんなことないよ！　すごいと思う。っていうか、もしも類がアイドルになれたら、一番のファンになりたい。類なら、なれると思うよ！」

　類との間に机一つ分以上の距離があった。しかし興奮しすぎた沙莉は、類のすぐ目の前、手を伸ばせば届く場所まで迫っていた。あまりに熱心な沙莉に驚いたのか、今度は類が固まっている。

「あはは、沙莉がそんなアイドル好きとは知らなかった」

「ち、違うよっ。Sv.lipsは好きだけど、私が考えたのは……類が、アイドルになったらってことだよ」

「そっか。じゃあ言ってくれる？」

　開けっぱなしの窓から秋の風がぶわっと吹き込んできた。沙莉と類の髪を同じように掻き乱す。一瞬だけ目を閉じた沙莉が次に目を開いたとき、今までに見たことのない笑顔の類がいた。

「言うって……なにを？」

「僕がアイドルになった姿を見たいって、言ってよ」

　眩しい陽光に照らされる類は、瞬きさえ惜しいほど綺麗だった。それはまるで舞台の上でスポットライトを浴びた未来の類を見ているようだ。

「見たい。私、類がアイドルになったところ、見たいよ！」

　沙莉の言葉を聞いた類は、穏やかな微笑を浮かべている。それは儚げで寂しそうにも見えたが、沙莉の気持ちをいとも簡単に攫っていった。

「そんじゃ、沙莉の願いを叶えてやる。その言葉、忘れるなよ」

　少し照れくさそうに笑った類に、頭をくしゃっと撫でられた。今までそんな風にされた経験はない。思わず肩を竦めて目を閉じる。

「もうっ、髪がぐちゃぐちゃになるってば～」

「あは、平気平気！」

　からかうような口調で言った類は、沙莉の頭から手を離さず、さらに激しく掻き回してきた。止めてよと言いながら、沙莉も本当に嫌がってはいない。

　こんな風に類とじゃれ合えるのがあと僅かだというのを、このときの沙莉は知る由もなかった。







「ねえ、お母さん。本当に類は引っ越しちゃうの？」

　母親の口から類の家が引っ越すと聞かされた。一緒に卒業式を終えて、春休みや新学期を類と一緒に迎えると思っていたのに。

　マンションの三階で、お隣だった類がいなくなってしまう。沙莉にとっては青天の霹靂だ。母親との会話のあと、沙莉は自分の部屋へと駆け込んだ。そしてベランダに出て隔て板の向こう側を覗き込む。

「類！　いるんでしょ？　ちょっと聞きたいことがあるの！」

　そう声をかけると、しばらくして閉めきりのカーテンが動いた。窓が開いてそこから類が姿を見せる。

「沙莉……お前、何時だと思ってるんだよ。でっかい声で呼ぶなってば」

「今、聞かなくちゃだめなんだもん。ねえ類、引っ越しするって……本当なの？」

　泣きそうな声で聞けば、ベランダの柵にもたれた類がこちらを覗き込んでくる。類は少し困り顔。

「俺さ、引っ越したら寮に入るから」

「え？　寮？　私立の中学に行くの？　それも聞いてない」

　ムッとした沙莉は唇を尖らせて類を睨む。

「あはは、そんな怖い顔するなって。沙莉が言ったんだろ？　アイドルになった俺が見たいって」

「え？　あの……」

　去年の二人きりになった教室での会話を思い出した。確かに沙莉は類がアイドルになった姿を見たいとは言った。だがこんなにも早く話が進むなんて思わない。

「言ったよな？」

「……言った。けど、でも、それと引っ越しとなにか関係があるの？」

「その寮っていうのが、アイドル育成の専門学校のだからさ。中学生から入れるんだって」

「そう、なんだ……。なら決まったときに言って欲しかったな」

　沙莉に報告する義務なんてないが、ずっと隣で幼なじみをやってきたのだから言って欲しかった。それが沙莉の本音である。

「ああ、うん。ごめん。なんか言えなくてさ。言ったら沙莉は、泣きそうだなと思って……」

　類がまた困ったように笑う。類の読みは当たっている。もうすでに、沙莉は涙ぐんでいるのだ。

「な、泣かないもん」

「嘘つけ。もう泣いてるじゃん」

　類にそう言われ瞬きをすると、右目からぽろっと涙がこぼれ落ちた。沙莉はハッとして顔を引っ込める。ゆっくりとその場に座り込み、あふれてくる涙を手の甲で何度も拭った。

「泣くなよ。泣くときはさ、俺のコンサートで感動して泣けよな」

　ベランダの隔て板の向こう側にはまだ類の存在を感じる。呆れないでそこにいてくれるのが嬉しかった。

「沙莉？　待ってろよ。俺、絶対にすっげークールでいけてるアイドルになるから」

　思いがけない言葉に、悲しくて泣いていた沙莉の涙が止まった。立ち上がり、再び隔て板の向こう側を覗き込む。

「クール？」

「そう、クール。格好いいだろ？」

　類が得意満面に言うものだから、沙莉は思わず吹き出した。普段の彼とは真逆のアイドルを目指そうというのだ。

「あ、笑うなよ。格好いいじゃん。クールなアイドルってさ。沙莉だって、そっちの方がいいだろ？」

　Sv.lipsの中でクールなＴＡＫＵＹＡが沙莉の好みだ。沙莉がSv.lipsを好きなのは類も知っているが、それがＴＡＫＵＹＡだとは教えていない。もしかしたら類はそれを誰かに聞いて知っているのだろうか。そう考えると少し照れくさくなった。

「じゃあ、クールで格好いいアイドルの類を、私は待ってるね」

「おう、コンサートには呼んでやるからな」

　類が眩しい笑顔を見せた。クールなアイドルを目指すというわりにはあまりにも眩しく、キュートなものだった。








第一章　再会は恋の予感









　都心の繁華街から少し離れた場所にある、カフェバー『アイリス』は今日も盛況だ。ランチタイムは全部の席が埋まり、外に行列までできる。

　春先のこの季節は過ごしやすいので、並んでいてもそう苦ではないだろう。けれど真夏や真冬に外で待つのは大変だ。夏には冷たい飲み物を、冬には温かい飲み物をサービスで差し入れしたりする。

　店内はナチュラルモダンな印象で明るく、木の温もりを感じるようなシンプルな内装だ。カウンターは八席、四人掛けのテーブル席が七セット、そしてオープンテラスに三セット。そのすべてが今日も満席である。

　店内の一番奥の壁には、大型のテレビスクリーンが設置されていて、様々な映像を鑑賞しながら食事ができるようになっている。

　ひと月に一度、有名なアーティストのコンサートやライブ映像が鑑賞でき、それを目当てで来るお客さんは多く人気があった。

　沙莉は七分袖の白いボタンダウンシャツとグレーの腰下エプロン姿で忙しく働いていた。キッチンとホールの間にあるデシャップには、厨房から上がった料理が次々に並べられていく。その場所とフロアを行ったり来たりしていた。

「三番さんあがったよ」

「はーい！」

　厨房で忙しく調理している遊ゆ佐さの声に反応する。出された料理と注文票を確認してテーブルへと運んだ。厨房からチラッと顔を覗かせた彼は、昼のランチタイムを一手に担ってくれている。まだ二十三歳と若いがその腕は確かで、オーナー共々遊佐には信頼を寄せている。

「お待たせいたしました。本日のランチ、海鮮パスタセットになります」

　女性二人の前に日替わりランチの皿をそれぞれ置く。

　今日は特別に女性客が多い。それもそのはずで、日本中の誰もが知っているであろう、アイドルＬＵＫＡのライブ映像を鑑賞しながら食事ができる、月に一度の日なのだ。そのせいもあって、店内の九割は女性客である。

　ＬＵＫＡとは日本で知らない人がいないほど有名なアイドルだ。クールな王子様と呼ばれ、圧倒的なカリスマ性でファンを魅了する。コンサートチケットの競争率はものすごく、ファンクラブ会員でも取るのが難しい。

「ねえ、始まったよ。ＬＵＫＡのライブ。私、これ見に行ったぁ」

「私も行った！　最高だった～。ここ、この挨拶のところ、普段はクールなのにかわいすぎぃ～！」

　ＬＵＫＡのライブ映像をランチタイムからエンドレスでスクリーンに流す。このライブはオンタイムではないが、友人と食事をしながら大きな画面で見られるとあって大人気だ。

　ライブが始まるとあちこちで女性の歓喜の声が聞こえて、店内はスポーツ観戦をしているような一体感が生まれる。沙莉はそんな店内を忙しなく歩き回り、フロアに気を配るのに精一杯だ。

（ＬＵＫＡねぇ……幼稚園の頃はガキ大将って感じで、小学校に上がったらやたら大人っぽくなっちゃったよなぁ）

　自分だけが知るＬＵＫＡの思い出を頭に巡らせる。しかしそれは一瞬だけで、厨房から声がかかるとすぐに仕事モードに切り替わった。

　沙莉がアイリスの店長になって二年。初めの頃は戸惑いも多かったが、今はとりあえずなんとか店長らしくなってきたと思っている。

　小学生のときはケーキ屋さんになりたくて、中学高校になるとどんな形でもいいので飲食店を経営してみたいと思うようになった。

　知り合いのカフェバーで高校のときからバイトに入り、その夢が叶ったのは二十二歳だった。とはいえ、このアイリスが自分の店、というには少し語弊がある。雇われ店長なので、半分夢が叶った、という感じだろうか。

　ここのオーナーは忙しい人だが、時間ができれば店の様子を見に来てくれる。マメな人だがちょっと変わっていて、冗談と本気の境目が分からない不思議な雰囲気の持ち主だ。バイトで入っていたときも、沙莉を気にかけて、よく顔を出してくれた。今は昼も夜もシフトに入っている沙莉に、頑張りすぎだと心配をして顔を見に来てくれる。

　ランチタイムを乗り切った沙莉は、十五時になって扉の札をクローズに変えた。店内にはまだ二組の客が残っているが、その人たちが帰ると休憩だ。

「店長、先に上がって下さい。あとは私たちだけで回せますので」

　ここで一番長いバイトの女の子、佐伯さえきが気を遣ってくれる。ありがたい言葉だ。

「いつもごめんね」

「だって、店長は夜も出てるじゃないですか。休まないと倒れますよ？　店長、細いですし心配です」

　細いといえば彼女もスレンダーでスタイルがいい。恐らく身長があるからだろう。

　顔つきはまだ少し子供っぽい部分が残っていて、目鼻立ちのはっきりしたかわいらしい感じだ。

　佐伯の言葉通り、沙莉も細身だが身長は平均以下なので小柄に見られる。ストレートの黒髪と、二重ではっきりした顔立ちは化粧映えする。しかしランチタイムのあとは大汗を流してしまうので、ナチュラルメイクが基本だ。

「大丈夫だよ。ほら、筋肉だってあるし」

　調子に乗って腕を上げた沙莉は力こぶを作って見せた。すると佐伯が、本当ですかぁ？　と冗談交じりに腕を触ってくる。そして、わっ！　と驚く。

「本当だ。店長の腕、すごいですね」

「そうよ。料理を運ぶのに細腕じゃやっていけないもん」

　店長だからと他の従業員より頑張っているのは事実だ。雇われ店長だけれど責任があるし、お手本にならなければと思っている。

「でも……優ゆう子こちゃんがそういうなら、お先にあがらせてもらおうかな」

　悪戯っぽく微笑むと、佐伯もにっこり笑顔を返してくれた。

　店の裏のスタッフルームで着替えた沙莉は、夜出勤の時間まで休むため、店から徒歩十分ほどの場所にある自宅へ向かう。家の近くにはスーパーや薬局などがあるので生活には困らない。

　店と家の往復しかしないし、休日もほとんど家で過ごす。こんな生活をもうどれくらい続けているのか、これでは干物女である。

　自宅に帰り着いた沙莉は、ポンと鞄を投げてそのままベッドに倒れ込んだ。ふくらはぎがだるい。浮腫んでいるのか張っているのか。バスタブに湯を張って疲れを取りたい気分だった。けれど夜もまた出勤するのを考え、シャワーで済ませることにした。

　寂しいのでＢＧＭ代わりにテレビを付ける。

　ワンルームの狭い部屋にはベッドとテレビ、小さな白いテーブルとドレッサー。シンプルな家具だが、どれもシールでデコレーションされている。

　一応、女性らしさを出すためにカーテンは花柄にして、家具や白い壁にはデコシールを貼ってある。だがこの部屋に引っ越してから今まで、男性は愚か女友達も上げていない。

「はぁ、仕事が忙しいとはいえ……さすがに色気ないよなぁ」

　シャワーから上がった沙莉は、頭をバスタオルで拭きながらベッドに腰かける。部屋をかわいく飾っても、誰にも見てもらえないのは少し寂しい。

　自分以外の人の目を楽しませるためにデコレーションしたわけではないけれど、かわいい部屋だね、と言われたいという願望くらいはあった。

　テレビはちょうどワイドショーの時間で、最近話題になっているＬＵＫＡの情報が流れている。

「ＬＵＫＡ、かぁ」

　ワイドショーのＭＣがＬＵＫＡの作詞した文章について解説している。今年は全国ツアーをするらしく、その話題で持ちきりなのだ。

『ＬＵＫＡの書く曲は常に誰かを意識して書かれているような印象ですね。その誰かに自分を当てはめて聞く女性がどんどんハマっていくとか』

『そうなんですよね。かくいう私もＬＵＫＡのファンなんですよ』

　コメンテーターの女性がうれしそうに返事をする。その様子をぼんやり眺めながら、ペットボトルの冷えた水を胃に流し込んだ。

　──絶対にすっげークールなアイドルになるから。

　そんな風に言った子供の頃の類を思い出す。

　──コンサートには呼んでやるからな。

　教室で類と交わした言葉を忘れていない。まだ果たされていないが、沙莉は今でも待っている。

（でも、私のことなんて忘れちゃってるかなぁ）

　小学校を卒業して、類は宣言どおり遠くへ引っ越してしまった。

　思春期まっただ中だった沙莉は、最後の日まで素直に気持ちを伝えられなかった。そんな自分を少し悔いている。それに東京へ行ったからといって、会えなくなるとは考えなかった。距離にしてたったの一〇〇キロくらいだから、と甘く見ていたのだ。

　しかしその距離は学生の身分では途方もなく遠く、そして埋められないものだと思い知る。

　中学に上がってスマホを買ってもらったが、そのアドレス帳に類の名前はなかった。新しい住所に何度か手紙を書いてみたけれど、やはり返事は来なかった。筆まめではないにしても、一度くらい返事をくれてもいいのに、と拗ねたのを覚えている。

　そしてデビューを知ったのは沙莉が十五歳で、特番の歌番組を見たときだった。沙莉と交わした言葉通り、類はアイドルになっていた。おめでとうと言いたくて、事務所宛に手紙を出したりしたけれど、やはり返事はなかった。分かっていたが、あのときの寂しさは今でも覚えている。

　いつの間にかワイドショーは他の話題に変わっている。それを見ながら沙莉はベッドに上がって体を横たえる。襲ってきた睡魔に抗えず、なんとなく目を閉じればあのときの類に会えそうな気がして眠ってしまった。







　スマホのタイマーで目が覚めた沙莉は、夢も見ないで熟睡していた自分に内心ガッカリした。いや、睡眠は本来その方がいいのだけれど、夢の中で類に会えたらいいな、と思っていたからだ。沙莉はまだだるさの残る体で起き上がる。

「はぁ、よし！　夜も頑張ろう！」

　自分を鼓舞するため声に出してそう言うと、軽くストレッチをしたあと、着替えを済ませて自宅を出た。

　辺りは夜の景色に変わっている。時間は十九時を少し回ったところだ。沙莉は十分ほど歩いてアイリスに到着する。裏の従業員用の出入り口から入り、昼間とは違う夜用の制服に身を包んだ。

　胸にピンタックの入ったカラーシャツとカマーベストを身につけ、黒のパンツは膝下まであるタブリエですっかり隠れた。胸元には黒の蝶ネクタイを結び、長い髪をひとまとめにしてクルッとお団子にした。飛び出している毛先を隠すようにして黒のリボンバレッタで留める。姿見で身なりをチェックだ。

「ＯＫ」

　最後に鏡に向かって笑顔を作り、それを確認してからフロアへ出た。

　夜の店内はダウンライトが暗めに設定されていて、いかにもバーという雰囲気が漂っている。オープンテラスは開放していない。

「遅くなってごめんね」

　厨房で準備をする夜シフトで入った北きた川がわ敦あつ也やに声をかける。フロアの方も夜は沙莉を除いて女の子が二人ほど入っている。佐伯はシフトの関係で昼に入ったときは夜勤には出ていない。

「まだ誰も来てないですし、平気ですよ。それより、スクリーンは今日どうしますか？」

「あ～、今日はどうしようかな。Ｓチャンネルにしようか」

　そう言いながら厨房から出てきた沙莉は、スクリーンのリモコンを手に取った。ミュージック専門チャンネルに切り替えると、女性アイドルグループのミュージックビデオが流れ始める。

　そのあとはポツポツと客がやってきて、沙莉の仕事も忙しくなる。今日は金曜日とあっていつもより来店する人が多い。

　忙しさが一段落して、じわじわとやってくる疲労を感じながら沙莉がテーブルを拭いているとドアベルが聞こえた。反射的にでた挨拶で出迎えて顔を上げると、そこにはオーナーである遠とお山やま勇ゆう史しの姿があった。

「お、丁度いいときに来たかな」

「オーナー、お疲れ様です。タイミングいいですね。つい数分前に激的に忙しい時間が終わったんですよ。なんならそのときでもよかったんですよ？」

　沙莉はテーブルに残ったグラスをトレイに乗せながら言う。すると遠山が人好きのする笑みを浮かべ、カウンター席にもたれかかった。

「あ、沙莉ちゃん。俺をこき使おうと思ったでしょ」

「オーナーのお店なんですから、忙しいときにここにいたら手伝うのは当たり前ですよ」

　わざとらしくにっこりと微笑んだ沙莉は、グラスやカトラリーを乗せたトレイを片手に厨房へと向かう。

「アイリスのオーナーは人使いが荒いね」

　ははっと遠山が声を上げて笑った。三十五歳を過ぎた彼だったが、見た目はまだ二十代でも通るくらい若々しい。ブラウンの髪は癖毛だが、いつもちゃんとスタイリングされている。彫りの深さは少し日本人ぽくない空気を漂わせ、目元は甘く垂れているのに眼光は鋭い。テノールの声はやわらかくやさしく、淀みなくすらすらと話す様は詐欺師のような印象を与える。

（見た感じは格好よくて紳士なんだけどなぁ。ちょっと損してる感じよね）

　フロアから下げてきた食器を厨房のシンクに移動させながら、遠山に会うといつも同じ感想を持つ。

「人使いが荒いって言いますけど、ここはオーナーの持ち物ですから。店を回してるのは私ですけどね」

　再びフロアに戻ってきた沙莉は、横目で遠山を意識しながら各テーブルの椅子を定位置に戻していく。

「まぁね。でもここはもうほとんど沙莉ちゃんの店みたいなものだろう？　ゆくゆくは譲りたい気持ちだってあるからね」

「え、そうなんですか？　その気持ち、契約書でもらえますか？」

「おお、隙がないね。それより、このあとはもう帰るだけ？」

　二十四時を回っているので、沙莉はクローズドの札を出す。店内には沙莉と遠山、そして厨房は北川だけになった。あとは掃除をしてごみを出すだけだ。

「帰るだけですよ～。いつにも増して今日は忙しかったので、結構……疲れてます」

「そうかぁ、ちょっと飲みに誘おうと思ったんだけどな」

「オーナー……もう二十四時回ってますよ？　私をどこに連れて行く気ですか？」

　この辺りに二十四時を過ぎてオープンしている店はあまりない。いつもなら一時間早く上がるのだが、沙莉が締めをする日にやって来た遠山はタイミングが悪い。

「あ～そうだった。時間がね。新宿にある『ミッドナイト』なら二時間ほど前にオープンしたけど……」

　ミッドナイトは彼の経営する店のひとつだ。以前、一体どれだけ店を持っているのかと聞いたことがあった。しかし、今は何店舗だったかな、とそんな返答に驚いた。彼は新店を立ち上げて軌道に乗せると、それを売却するらしい。いわゆる飲食店プロデュースが趣味のようなのだ。

　なので沙莉にアイリスを譲りたいというのも、話半分で聞いている。いつか自分の店になればいいなとは思うが。

「今でさえ遅い時間なんですよ。これ以上の夜更かしはお肌に悪いので帰ります。あ、誘って下さったお気持ちはありがたくいただきますね」

　にっこりと微笑んで礼を言うと、つれないなぁ、と笑い混じりに遠山が不満声を漏らした。

「仕方ない。じゃあ金曜の夜に来るよ。仕事終わりに行こう」

「はいはい、分かりました。予定しておきますから。オーナー、カウンターの椅子を上げるので」

　彼が座っている足長の椅子を、次々にカウンターの上へ逆さまにして上げる。

「じゃあ、自宅まで沙莉ちゃんを送っていくから」

「え、大丈夫ですよ？」

　送らせてよ、という遠山に、送り狼になられても困るので、と丁重にお断りした。

「沙莉ちゃん相手なら、送り狼になっちゃうかもしれないもんね」

　遠山の口調は、本気で言っているのか冗談なのかさっぱり分からなかった。小さくため息をついた沙莉は、厨房の方へ顔を向ける。

「北川くん、あとはもう大丈夫だよ。私が鍵を閉めて帰るから。お疲れ様」

「あ、はい。じゃあお願いします。オーナーも、お疲れ様でした」

　厨房から顔を覗かせ、北川が礼儀正しく頭を下げた。

　この店の厨房は遊佐と北川が担っている。夜に入ってくれている北川は、長身で体格がよく、広めの厨房でも彼が入ると狭く感じるほどだ。まだ二十六歳と若いのに、いろいろな国で料理の修業をしたらしい。快活で明るい性格の彼は、以前イタリアンレストランで働いていたという。どんな理由で辞めたのかは聞かなかったが、料理の腕は一流だ。

　今日の昼番担当の遊佐は、大人しい性格であまり自分からペラペラ喋るタイプではない。コック帽やスカーフタイがよく似合うスタイルのよさが目立つ。彫りが深く日本人離れしたイケメンなのだが、表情があまり変わらないので無愛想に見えるのがもったいないと、常々思っている。

「ああ、お疲れ様。気をつけて帰ってね」

　厨房から北川の姿が消える。控え室に着替えに行ったのだろう。遠山も頃合いを見て帰るだろう。そうしたらいつものように、この場所で趣味のミュージックビデオでも見ようと思う。

「ほら、オーナーもお帰り下さい。もう真夜中ですよ」

「はいはい、帰ります帰ります。でもね、沙莉ちゃんを口説きたいな～と思ってるのは嘘じゃないんだけどな」

　カウンターに肘を突いていた遠山が、真面目な顔でこちらに向かって歩いてくる。沙莉はフロアを掃除しようとモップを持っていたのだが、は？　と口を半開きにして固まり、遠山をぽかんと眺めた。

「なんて顔してるの？」

　傍までやって来た遠山が、ポンと沙莉の頭の上に手を乗せた。ハッと我に返って一歩後ろへ下がった。

「オ、オーナー……北川くんが帰った途端にそういう冗談、笑えませんよ？」

「う～ん、冗談か。沙莉ちゃんにはそう聞こえちゃうのかな」

　苦笑いを浮かべた遠山を横目に、沙莉はモップで床を拭き始めた。正直、遠山のこの手の冗談は苦手だ。セクハラだとは思わないが、顔は微笑んでいるのに目が笑っていないように見えるからだ。

　今もそうだった。沙莉は遠山のアプローチに少し戸惑っている。悪い人ではないし、むしろ大人で包容力があり、軽い感じに思われがちだが洞察力や直感力はずば抜けている。

（だからかな……。全部、見透かされてしまう気がして、怖い）

　しばらく無言のままで床を拭いていると、遠山が小さくため息をついたのが聞こえた。

「さて、沙莉ちゃんに冷たくされたし、俺は帰るかな」

「オーナー、まるで私が原因みたいな言い方、しないで下さいよ」

「はいはい。施錠しっかりね。あと、帰り道はできるだけ街灯のある道を使うんだよ」

　まるで子供に言い聞かせるように注意してくる。その口調は父親のようでおかしくなった。

「分かってます。用心します」

「うん、じゃあまた。あ、ちなみに沙莉ちゃんを諦める気はないからね」

　店を出る寸前に遠山が言い捨てて姿を消した。沙莉は再びぽかんとした顔でそちらを見つめる。今後も遠山のアプローチは続くようだ。

「ほんと、困ったオーナーだなぁ」

　笑い混じりに呟いた。別に遠山に口説かれるのはそこまで迷惑ではない。男性に好意を寄せられるのがいやだと思う女性もいるだろうが、遠山のアプローチはそれほどしつこくはない。それに冗談と本気の境目をフラフラしているので、沙莉もそれを逸らすのに抵抗はなかった。

（それにしても、オーナーって物好きだなぁ。私なんかを口説くんだもん）

　沙莉はオープンテラスのロールスクリーンをすべて下ろし、店内の明かりを落とす。自分が店を最後に閉めるときは、お気に入りのミュージックビデオを流し自分だけの時間を楽しみながら作業をする。今日もお気に入りの一枚をチョイスした。

　間もなく聞き慣れたメロディが流れ始め、そして穏やかで染みるような声が店内に響く。

（ＬＵＫＡの声、やさしくていいなぁ。疲れが取れる感じ。胸に染みてすごく懐かしい気持ちが込み上げてくる）

　沙莉は手にしたモップで手際よく床を拭く。隅から隅まで、ナチュラルウッドの床を綺麗にする。そのとき、クローズの札をかけたはずの扉が開きドアベルが響いた。遠山が帰ったあと、すぐに施錠しなかった。しまった、と思い沙莉は顔を上げる。

「オーナー、なにか忘れ物……」

　目の前に現れた男性を目にして固まった。言葉通りに。背後にある大きなスクリーンに映し出されているＬＵＫＡが、入り口に立っていたのだ。

「あれ、やっぱりもう終わりなんだ」

　画面の中にいるＬＵＫＡは王子様のような衣装を身に着けて、キラキラしながらステージで歌っている。しかし目の前にいる彼は、ブルージーンズに黒いパーカー姿でフードを被っていた。足元は黒のレースアップブーツだ。黒縁の眼鏡をかけているのに、沙莉は彼がＬＵＫＡだとすぐに分かった。

「る……い？」

　瞬きをしないで凝視して、思わず心の中の声が漏れる。ＬＵＫＡと言ったつもりだった。

「あ、沙莉──。本当に……ここにいたんだ。──会えた」

　真っ直ぐな瞳で沙莉を見つめた類が、綺麗な顔を緩ませて微笑んだ。大股で店の中へ入って来ると、沙莉の手の届く距離で立ち止まる。

　見上げるほど背の高い彼は、近くにいるだけでふんわりと甘い香りがして、発せられるオーラに高揚する。

「俺のこと、覚えてたんだ？」

「おぼ、覚えてるって……いうか、だって、類は……類だもん」

　言葉がスムーズに出てこなくて、動揺している自分に恥ずかしくなる。モップの柄をぎゅっと握り締めてただただ驚いて類を見上げた。

「その話し方、懐かしいな」

　彼はそう言いながらカウンターの椅子をひとつ下ろして腰かけた。店の中を見回し、やっぱりもう終わりかな、と呟いた。

　そして沙莉の背後で流れる自分のコンサート映像に気付いて、沙莉の方へ視線を戻す。

「もしかして、沙莉は俺のファンなのか？」

　悪戯っぽく微笑んだその顔に、幼少時代の面影が蘇る。遠い世界にいる人だと思っていた。テレビを通して姿を見られるだけ、自分は幸福なのだと思っていた。

　彼との間には物理的な距離ができて、類はもう忘れていると、そう思っていた。

「類……こそ、私を、覚えてたの？」

「質問に質問で返すなんて、ずっるー」

「あっ、あの、私……ごめ……」

「嘘だって」

　気を遣うような彼の笑顔にすらドキドキさせられた。遠ざかっていた初恋が突然目の前に現れて、夢なのでは？　と沙莉を混乱させている。

「ところでさ……変なこと聞くけど、沙莉の家ってここから近い？」

「へ？」

　なにを聞かれるかと思えば、まさかの質問だった。今までどうしてた？　とか、この店は自分の？　とかそういう質問を予想していたのに。

「ここもう閉店だろ？　朝までやってたらと思ってきたんだけど……」

「今日はもう、閉店だよ。でも、どうして私の自宅を聞くの？」

　上手く笑えているか分からなかったが、類に驚いてばかりいるのは悔しくて微笑んだ。

「ちょっといろいろあって……行くところ、なくてさ」

　またもや思いがけない言葉だ。まさか行くところがないだなんて考えもしない。彼の顔を見ると、嘘を言っているようには思えなくて、沙莉は返答に困る。

　それに、なんだか思い悩んだような、少し疲れた顔つきの類が気になった。

（行くところがない？　どうして？　だってまだ終電は……あ、ＬＵＫＡは電車には乗れないか。それとも他の理由で帰れない……？）

　類と再会して数分、いろいろなことが頭の中を駆け巡る。

「えっと……行くところ、ないの？」

「今日、沙莉のところに泊めてくれない？」

「え！　いや、でもほら、類はア、アイドルでしょ？　そんな簡単に女の子の家に泊まったら、だめなんじゃないの？　ほら、例えば友達の家とか……」

　駅前にカプセルホテルだってあるのに、とまた一般人の考え方をしてしまう。そしてじわじわと沙莉の心の中で、あの頃の類に恋をしていたときの気持ちが蘇ってくる。

　初めは突然やってきた類に驚いたが、今は初恋の甘酸っぱさを思い出して顔が熱くなっていた。

「っていうか、気付いてくれないかな。俺、ここに入って来たときなんて言った？」

　意地悪く微笑んだ類が、沙莉との間合いを詰めてくる。えっ、と一歩下がると、また一歩近づいてきて、沙莉の背中は大きなスクリーンに当たった。

　沙莉の背後にあるスクリーンにはアイドルＬＵＫＡが映し出されている。しかし目の前にはアイドルではない類の顔で迫る男がいた。

「なん、て……って」

　類が店に入って来たときの言葉を思い出す。

　──本当に……ここにいたんだ。──会えた。

　確か類はそう言っていた。類は沙莉を探していたのだろうか。

「私を、探してたの？」

「そうだよって言ったら、信じる？」

　質問を質問で返された。類の手が後ろにあるスクリーンの画面に突かれ、もう片方の手が沙莉の顎に触れる。

「え、あの……」

　少し垂れた茶色の瞳が沙莉を見る。長い睫毛に囲われているそれが瞬きをするたびに、沙莉の緊張が高まっていく。唇が近づいて、キスをされると思った瞬間、触れる寸前のところで止まった。

　沙莉は唇をきゅっと引き締め、いつの間にか目も閉じていた。しかし想像していた感触はやってこず、代わりに鼻の頭にむにっとやわらかなものが触れる。

「キスされると思ったの？　相変わらず素直っていうか、ガードが緩すぎない？」

　目の前で自分の口を押さえた類が肩を揺らして笑っている。それを見て一気に顔が真っ赤になった。からかわれたのだ。

「さ、最低っ！」

　沙莉の体を通せんぼしている左腕を押しのけて、どしどし足を慣らす勢いでバックヤードへと向かった。

（類が私を探してるわけない。偶然、ここに来ただけだよ。それで私を見つけて……からかったんだ）

　バックヤードの用具入れにモップを押し込んで乱暴に扉を閉めた。悔しくて瞳に涙が浮かぶ。運命かも、なんてドキドキした自分が恥ずかしくなる。

「ごめん」

　類の声にビクンと肩が揺れた。沙莉は振り返らず、そのまま用具入れの扉を見つめる。すると背後からいきなり抱きしめられた。さっき感じた類の甘いフレグランスがふわりと香り、沙莉は体を強ばらせる。

「ごめん、怒んないで。久しぶりに会えて、沙莉だってすぐ分かったの、褒めてよ」

　耳元で類が甘い声で囁いてくる。沙莉の体温は簡単に上昇した。

「沙莉、綺麗になった。最後に話したのは……小学校の卒業式のときだっけ」

「こういうの、やめて。私……」

「沙莉が浮ついた子じゃないって知ってるよ。ごめん」

　背中にあった体温が離れて行く。沙莉は恐る恐る振り返る。類は苦笑いを浮かべて、またごめんと謝ってきた。

　見た目は大人っぽく見えるのに、そうやって謝る姿は昔のままだ。

「仕方ないな。久しぶりに会ったっていうのに、私を怒らせるなんて類らしいよね」

「いや、まぁ……ごめん。でもここで仕事してるのを知ったのは、つい最近だよ。うちの事務所の人間がここに来たらしくて。そのとき店内で撮った写真に沙莉が写ってた」

　探してくれた、と聞いて舞い上がったが、やはり偶然だったらしい。それでもここに沙莉がいると知って来てくれたのは嬉しく思う。

（営業時間だと他にお客さんがいるから、だから閉店後に……？）

　騒ぎにならないように気を遣って、店が閉まってから来たのだろうか。この場所は都内の繁華街から離れていても、某大手テレビ局からはそう遠くはない。

「なぁんだ。びっくりした。本当に私を探してくれたのかと思っちゃったよ。偶然だったんだね」

「偶然だけど、運命じゃないかな。だってさ、俺の知り合いがここに来て、写真を撮ってなかったら気付かないだろ？　それを思ったらやっぱ、運命だな」

「わ、分かったよ。えっと……あ、その、お店、明日は休みだから、泊まるのはいいけど。ベッドはひとつだから類は床だよ」

　沙莉の言葉を聞いて、類の表情が変わる。アイドルのＬＵＫＡがよく見せる、誘うような瞳の微笑みにうっかり見惚れそうになった。

（笑顔が商売道具なのは分かるけど……こう間近で見ると、クラッとするなぁ）

　沙莉はバックヤードに移動して、大急ぎで制服から私服に着替え、戸締まりをして店を出る。外で待っていた類が小さく手を上げて、お疲れ、と声をかけてくれる。

「でも本当にＯＫをもらえると思わなかった」

　自宅に向かって歩き始めてすぐに類がそう切り出してくる。

「私は、類と再会するとは思わなかったよ。もうずっと会えないだろうって思っていたし」

「そうなんだ。だからスクリーンの中の俺で我慢してた？」

「ち、違うよっ。あれは、たまたま選んだのがあのブルーレイだったの」

　本当に？　と疑いの眼差しを向けられる。類に見つめられるたびにドキドキしていた。自分のなかで初恋が生きているのを感じる。

（初めはアイドルのＬＵＫＡだ……って思ったけど、でもこうやって話すとやっぱり類だなぁ）

　彼は相変わらずフードを被って眼鏡を取らない。向かいから人が歩いてくるとあからさまに顔を隠すようにしていた。

（見つかったら大変だよね。一人ならまだしも、女性と一緒だなんてバレたら……）

　外を歩くときはそういうのを気にしなければいけないのは大変だ。今の時代は誰もがカメラを持っているし、ＳＮＳで簡単に拡散されてしまう。だから安易な行動は取れない。

「あのマンションだよ。ワンルームで狭いけど我慢してね」

「平気平気」

　エントランスを足早に抜けて三階の部屋に辿り着いた。まさかこの部屋に迎える最初の男性が類だなんて信じられない。

「わ、すっごい女の子らしい部屋だ」

　中に入って類がすぐにそう口にした。キッチンの向かい側にある扉を開けて洗面所を覗き込み、歯ブラシは一本なんだ、などと言いながらニッコリ笑った。

「ちょっと、変なところチェックしないでよ」

「沙莉は今、彼氏いないんだね。ここに来た男っているの？」

　ベッドの側面を背もたれにして床に座り込んだ類が、沙莉を見上げながら聞いてくる。自分の部屋に類がいるのがとても不思議で、話しかけられているのにぼんやりしてしまっていた。類がいるだけで、いつもと違う景色だ。

「沙莉？　聞いてる？」

　キッチンでインスタントコーヒーの瓶を持ったまま見惚れてしまい、類の声にハッとする。

「え、うん。聞いてる。彼氏はいないよ。この部屋に入った人は類が初めてかな」

　気恥ずかしく思いつつ、小さなキッチンで慌ててコーヒーを淹れる。ケトルに水を入れてガラストップに載せ、ＩＨクッキングヒーターのボタンを押した。

「へえ、そうなんだ。それは光栄だな」

　類の声が近づいてきて、すぐ側で止まる。影になって暗くなった手元を見下ろしながら、鼓動が静かに早くなり始めるのを感じていた。

（類って、こんな性格だったかな？　といっても、私が知ってるのはまだ子供の類だった）

　昔の記憶と重ね合わせた沙莉は、ゆっくり類の方を向く。目の前にいるのは、もう幼さの残る子供ではないのだと、大人になった類を見上げて思う。それは店で再会したとき分かっていたのに、改めてそう感じる。

「なんだか、雰囲気が変わったよね、類」

「そう？　どんな風に？　俺は変わってないと思うよ。──変わったとしたら、沙莉の方じゃない？」

　意外な返答に押し黙る。類の瞳を見つめていると、二人の間の空気がしっとりとした大人の空気に変わりそうなのを感じた。

（私が？　変わった？　そうかな……？　変わってないと思うけど）

　ケトルの注ぎ口から湯気が立ち上り始める。それに気付きつつも、類から視線を離さなかった。彼の顔がじわじわ近づいてくる。キスをされる、そう思った。

「また、私をからかうの？」

　沙莉がそう言うと、類の動きが止まる。一瞬だけ躊躇うような表情を見せたが、そんなふうに見える？　と、さっきとは違う真剣な顔付きで迫ってきた。沙莉はなにも答えず、その代わりに、間近にある類の唇に軽くキスをする。類が変わったように、沙莉も自身が気付かないうちに変わったのかもしれない。

「それが答え？　本当にいいの？」

「今度は類が聞くわけ？　それはこっちのセリフだよ。類はどういうつもりでこんな……んっ……」

　沙莉が最後まで言い終わらないうちに唇を塞がれた。開いた隙間からすぐに類の舌が滑り込んでくる。濃厚なキスなど記憶にないほど昔だ。だから類の深い口付けに腰が抜けそうになる。

「んんっ……、ぁ、んっ……ん」

「キス、慣れてないな。そういう感じ、嫌いじゃないよ」

　散々、沙莉の口腔を舐め回した類が、キスを解いてそんな意地悪を言う。だが類のキスがあまりにも気持ちよすぎてなにも言い返せなかった。

　彼が静かにＩＨキッチンのボタンをオフにする。腰に回された腕に力が込められ、沙莉の体は類に密着するように寄り添った。

「類は……どういうつもりで、私に……」

「どうって？　キスの意味？」

　ゆっくりと類の押す方向に体を移動させ、後ずさりしながらベッドの近くまでやって来た。

「本当に知りたい？」

　ニヤっと笑った類だったが、自分が仕事終わりでお風呂にも入っていないと気付いて焦る。この雰囲気のまま流されたら、きっといろいろと後悔するだろう。

「ね、ねえ……私、仕事終わりで汗かいてるし、先にシャワーしていいかな？」

「じゃあ、そのあとならキスの続きをしていい？」

　言い慣れているような類の言葉に、なんと返していいのか分からない。そして沙莉自身も、急に目の前に現れた初恋の人に舞い上がり翻弄されていた。流されている自覚はある。恋のマジックで、沙莉の理性はどこかに出かけたままだ。

（私、類の下心に気付かないふりしてる。どこかで期待してる自分がいるんだ）

　恋愛経験の浅い自分が、男性を相手に恋愛駆け引きのまねごとをしていると薄々分かっていた。

「どう、かな……。そのときにならないと、分からないかも」

　沙莉が曖昧な返事をすると、さっきまで余裕の表情を浮かべていた類が、ふっと寂しそうな顔を見せた。

「了解。じゃあ俺は大人しくここで、待ってる」

　沙莉を解放した類が、最初に座っていた場所に再び腰を下ろす。コーヒーを淹れなおそうか？　と尋ねると、自分でできるよ、と言われてしまった。

「私がいないからって、あちこち探らないでよ？」

　チェストから大急ぎで着替えを取り出し、背後にいる類を振り向いて顔を赤くしながら釘を刺す。そして大股で歩いてバスルームへ向かった。

（家に上げてキスまでして、ここまで来て今さら私……どうかしてる）

　仕事上がりでシャワーを浴びたかったのは本当だが、まるでこのあとのために準備をするかのようでたまらない気持ちである。地に足が着いていない感じだ。まるで夢の中にいるようか気がして仕方がない。そのときにならないと分からないなんて、もったいぶるような返事をした自分が、なんだか急に恥ずかしくてたまらなくなった。

　熱いシャワーを浴びながら、類の行動が気まぐれなのか、ただ懐かしいだけで沙莉をからかっているのか、それとも本当に──と考える。

　都合よく類の気持ちを想像したところで我に返る。期待すればきっと確実に裏切られるだろう。類は幼なじみでも、国民的な人気アイドルなのだ。そんな類と本気の恋ができるはずがない。

「私ってば、なに考えてるんだろう」

　沙莉を見つけて懐かしくなって、帰る場所がないから丁度よく……というところなのかもしれない。そう考えた方が、自分の傷は浅く済むだろう。

　期待はしちゃだめ、とそう結論を出し、ようやく頭が冷えた。沙莉は部屋着姿でバスルームから出る。類は座ってなにかを読んでいるようだ。そっと近づいてみると、彼が手にしているのは沙莉のアルバムだった。

「やっ、やだちょっと！」

　沙莉は慌ててそれを取り上げようとしたが、寸前で類がアルバムを沙莉から離す。

「いいじゃん。本棚に入ってたんだし、気になるし。懐かしいし」

「で、でもっ、類が知らない私の写真だってあるもんっ」

　夢中になってアルバムを取り戻そうと手を伸ばす。自分が類の腰の上に跨がる格好になっているのにも気付かなかった。

「お、中々に……刺激的」

「え？」

　ハッと気付いて下を見ると、ベッドを背もたれに座る類の体をよじ登るような格好になっていて、沙莉は自分の胸を類の顔に押し付けていた。

「ひゃっ！　ちがっ、これは！」

　慌てて体をどかそうとすると、今度は類の腕が腰に巻き付いてそれを許さない。ちょうど類の顔を胸に埋める格好になってしまった。

（なんてこと！　アルバムを取り返すのに夢中でなにも考えてなかった！）

　じたばたあばれる沙莉を、類はまったく離そうとしない。それどころか胸の谷間に顔を突っ込んで匂いを嗅いでくる。

「ん～、ボディソープのいい匂いがする」

「か、嗅がないでっ」

「でも沙莉が胸を押し付けてきたんだろ？」

　体を引き離そうとぐいぐい押すがびくともしない。それどころか類の吐き出す息が薄い布を通して感じられ、沙莉も徐々に興奮してしまっている。

　恥ずかしいのにいやじゃなくて、流されるのはよくないと理性が言っているのに、類の体温を気持ちいいと思い始めていた。頭の中で天使と悪魔のせめぎ合いである。

「やだっ……やめて……、類っ」

「いやなの？　本当に？　男を部屋に上げておいて、自分はシャワーまで浴びておいて？　ここまできていやなんて、通用しないし。それにここ……」

　類が沙莉の胸の谷間に顔を埋めながら、正論を言われ逃げ道を塞がれる。さらに胸の先に歯を立てられ、体まで追い詰められていく。

「ひっ！　い、痛いよ……っ」

「だって、沙莉のこれが硬くなってる。誘ってるんでしょ」

「さ、誘ってな、あっ……やっ、ぁ……っ」

　類が口で器用に部屋着の前ボタンを外していく。いつもと同じように部屋着の下には下着を着けていなかった。なにか意図があってしたわけではなく、すっかり普段通り素肌に部屋着を着てしまったのだ。

「ほら……いい声が出るし。反応も……」

　胸元のボタンを三つも外されて、沙莉の胸は類の顔の前ですっかり露出している。類の両腕は相変わらず沙莉をホールドしていた。両腕を彼の肩に突いて引き離そうとしているのに無理なのだ。

「や、やだ、そんな、言わないでよっ」

　類の唇が胸の先に吸い付いて、敏感なそこを舌先で舐めて転がしてくる。ときどき歯で軽く噛まれているうちに、痛いだけではない刺激があらぬところに集まり始めた。

「なんで？　こうして欲しかったんだよね？　だから俺を部屋に上げたんでしょ」

「そ、じゃな……く、あっ！」

　腰を押さえていた片方の腕が外れる。その手が沙莉のウエストからスルッと入ってきた。丸みのある尻の稜線を探り、下着の上から割れ目に指を入れてくる。

「沙莉……お願い、やだって言うなよ」

「だって……だってそんなの……」

　無理と口にしようとしたが、類の手が下着の中に入ってきた瞬間、沙莉の口からはまるで子犬のような声が漏れる。類の長く男らしい指が後ろから迫り、沙莉の秘所に触れてきた。

「あっ……！」

　腰がビクンと跳ねる。そんな場所に触れられたのはもう随分前だ。まさか類に触られるなんて信じられなくて、頭の中が羞恥と訳の分からない興奮で沸騰しそうだった。

「ここ、濡れてる……どうして？」

「嘘、そんなの嘘だよ……私、……あぁっ！」

　ぬめりを帯びた類の指が、沙莉の秘所を何度も往復する。巧みに動く指が小さな粒に触れると、鋭く刺すような快感に反応して腰が震え、沙莉は細い喉を仰け反らせた。

「ねえ、キスしたいよ。沙莉」

　下着の中で淫靡に動いていた指がスルッと抜けて行く。ホッとして息をつくと、沙莉は軽々と類に持ち上げられる。視界がぐるんと回ったかと思うと、そのままベッドに組み敷かれてしまった。

「これは、俺が強引にしたってことにすればいいよ。全部、俺のせいにして」

「な、に……？」

　類の綺麗な顔を見上げて、沙莉は類の言葉を惚けたように聞いていた。強引だなんて言っておきながら、類がやさしくキスを落としてくる。目を閉じて口を開き、沙莉は類の舌を受け入れた。

「んっ……ぁ、んんっ」

　舌を自分から絡ませて類の行為に答えた。その時点で類の一方的な行為ではなくなっている。それを理解しながら、沙莉は類を受け入れていく。

「る、類……あ、ん……っ、あぁっ」

　シャツのボタンはすべて解放された。やわらかな丘に類の手が乗せられる。やんわりと揉まれて、触れられていないのにその先端がきゅうっと硬くなるのが分かった。

「かわいいね、沙莉は。そんな風に頬を赤くして、我慢してるんだ？」

「だ、だって……私」

　初恋の相手である類と淫らなことをしているのだから、恥ずかしくないわけがない。

「今は、気持ちいいことだけしよ、ね？」

　キスを解いた類が、白くほっそりとした首筋を舐めながら甘噛みをする。類が触れるたびに沙莉の体は敏感に反応した。キスをされると切なさに胸が震え、歯を立てられた僅かな刺激が素肌をざわめかせた。類の甘い言葉に流されて、沙莉はしっとりと汗が滲み始めた肌を重ねる。

　類がパーカーを脱ぎ捨て、その下に着ているシャツを一気に脱ぐと、美しい体が露わになった。部屋の灯りは落としていないから、そのすべてが見えている。そう考えると自分も見られていると意識してしまい、羞恥が一気に噴き出した。

「類……灯りだけ、落として……」

「どうして？　俺は沙莉の顔を見ていたい」

　類の上半身が覆い被さってくる。一瞬だけ体が強ばった。肌の擦れ合う感覚にドキッとして、その場所から興奮が肌を這う。そして沙莉に淫靡な火を灯していった。

「やっ……類、……あっ」

　肌の上を類の唇と舌が滑り、その感触に身震いする。何度か強く吸われると、ピリピリした小さな痛みが快感にすり替わる。あちこちにキスをされながら、類の手は器用に沙莉の部屋着を脱がせていき、最後の一枚まで取られてしまった。

「恥ずかしい？　でも大丈夫じゃないかな。沙莉、すごく綺麗だし」

「そんなに、見ないでよ」

「やーだ」

　まるで子供の頃のような笑顔を見せて、体をずらした類が沙莉の足の間に顔を埋めていく。あっ、と思って足を閉じようとしたが遅かった。

「ひっ、ぁっ、んんっ、ゃあっ……ぅんっ」

　あふれ出る声を抑えようと口に手を当てるが、指の間から淫らな声が漏れ聞こえてしまう。足の間に類の頭を挟み込む格好になり、腰を艶めかしくくねらせた。類の肉厚な舌が敏感な粒を押し込むように舐めて突き回す。ピンと肉粒を弾かれると、強い快感に背中が仰け反り、目の前が一瞬、真っ白になった。

　頭の中は気持ちいい、というフレーズしか拾い上げられなくなり、油断すると口を突いて出そうになる。

　ちゅっちゅっとまるでキャンディでもしゃぶるような音が聞こえてきて、耳が羞恥で真っ赤になった。

「あっ、あっ、んんっ、んうっ……」

　胸を吸っていたときと同じようにされると、秘珠を弄られる方が何倍も強い刺激に見舞われ、気が遠くなるほどだった。

（こんなの、声……抑えられない。気持ちいいっ……なにこれ、こんなの知らないっ）

　無意識に腰がうねり、まるで自分が誘っているように思えてたまらない。我慢しようにも、体がまったくいうことを聞かなかった。

「すごいな……ここ、舐めたらすごく、濡れた……」

「や……だ、そういうこと、言わないでよ。は、恥ずかし……」

「恥ずかしがってる沙莉はかわいいね。こっちも味見させて」

　さっきまで肉芽を舐めていた類の舌が、今度は濡れて疼く秘裂に及ぶ。小さな薔薇の花弁を大きく開き、その真ん中にある蜜口に舌を這わせてくる。

「ん、沙莉の味がする」

　そんな恥ずかしい呟きに、どう反応すればいいのか。沙莉の足先は不規則に何度も丸まっては広がるのを繰り返す。暴れ出しそうな腰を類が力強く押さえ込んでいる。

　喉を仰け反らせて荒い息を吐きながら、沙莉はベッドシーツをぎゅっと握り締めていた。

　類の舌がクレバスを這うたびに、沙莉の小さな蜜口がヒクヒク動く。そこからあふれる愛蜜が類の舌で舐め取られていく。

「あっ、……あぁっ、んっ、もう、や……ぁっ」

「沙莉、顔真っ赤だな。そんなに恥ずかしい？　経験、ない？」

　類の思わぬ言葉に顔を上げて目を見開いた。彼の唇は濡れていて、それが自分の愛液だと分かると激しい羞恥が押し寄せる。

「ない、ないよっ……そんなのっ」

　起き上がろうと試みたが、呆気なく類の手に押し返された。背中にベッドを感じながら、類が次の段階に入ろうとしているのが分かった。

（やっぱり、最後まで、する……よね？　でも……）

　沙莉の部屋には避妊具なんて置いていない。このままするのだろうかと、不安が胸に押し寄せる。そのとき、類が財布の中からビニールに包まれた小さなアイテムを取り出すのが見えた。端を口に咥えて包みを開けている。その仕草に胸がきゅうっとなり、思わず真顔で眺めてしまう。

「なぁに、俺がこういうの持ってるの、変？」

　前髪を汗で濡らした類が、色っぽく微笑んでこちらを見下ろしてくる。大人なんだから常備はエチケットだよと、類が言う。そのエチケットは誰と使うものなの？　と脳裏に現実的な質問が浮かんだが、口にはしなかった。今は浮かされたような気持ちに押し流されたいと思っていた。

「沙莉、いくよ」

　その言葉と共に沙莉の両脚がいっそう左右に大きく開かれた。そして熟れて花開いたその中央に、類の切っ先が押し当てられる。

「ゆっくり、するから」

　丸いつるりとした雄の先が沙莉の肉環を開き進んでくる。

「あっ、あっ、っん……ふぅ、んっ、あぁっ！」

　熱く長大な質量のものがじわじわと這い入ってくる。痛くはない。それどころかもっと奥まで欲しいと思ってしまった。

　類が沙莉の上へ体を重ねてくる。お互いの肌は汗で湿り、ほのかに甘いボディーソープの香りが漂う。沙莉はそっと類の背中に腕を回した。

「類……類……」

　何度も彼の名前を呼ぶ。そのたびに耳の後ろや首にキスをされて、まるで愛を囁かれているようだった。つい数時間前までは、久しぶり、と再会の言葉を口にしていたというのに。

　類のすべてを体の中に受け入れた。熱くて大きくて、びくびくと脈打つそれに感動を覚える。初恋が過去から時間を飛び越えてやってきて、いまここで沙莉の小さな欲望を叶えていた。

「動くよ」

　掠れた類の声にジン……と背中が痺れた。そして濡れた狭道に収まっていたそれがズズッ……っと動き出す。

「あ、あ……ん、ひぁ……」

　擦れるところからあふれるように快楽が押し寄せる。それに反応して沙莉の肉筒がきゅうっと締まると、耳元で類の息が詰まるのが聞こえた。

「そんなに締めるなよ。ねえ、そんな、気持ちいい？」

　耳朶を舐めながら言われ、類への返事は喘ぎになる。抽挿が滑らかになるのを感じながら、自分がどれほど濡れているのかを思い知らされた。

　彼の硬直がさらに膨らみ、内部をググッと拡げられる。類の張り出した亀頭が沙莉の敏感な襞をめくりあげた。

「んんっ、くぅっ……あっ、あぁああっ……」

　いやらしい声が止まらなくて、沙莉は類の背中に必死にしがみついていた。忙しなく類が腰を押し込んでくると、痺れるような快感が体中を駆け抜けていく。

　こんなに気持ちのいいセックスは知らない。数えるほどしか経験はないけれど、それでもなにも考えられなくなるような、溺れてしまいそうなセックスは初めてだった。

　お互いの呼吸音が一定のリズムを持って部屋に響く。目を閉じていた沙莉はゆっくりと開き、見下ろしてくる官能的な類の顔を見つめる。

「ね、後ろから、いい？」

　表では決して見せない欲情の滲んだ類の表情にドキッとする。沙莉の返事を聞かないまま忙しない抽挿が止まると、類は体を起こして沙莉の両腕を掴んで引っ張ってきた。しかし体に力が入らなくて、まるで背骨が抜けてしまったかのようにぐにゃんとなる。それでも類はお構いなくさっさと沙莉の中から出ていく。

「あ……類、なに、や、やだ……ぁんっ！」

　体を俯せにされて、腰の両側を掴んで引き上げられた。恥ずかしい部分が丸見えな体勢に羞恥を覚えながら、それでも沙莉は類の熱塊でいっぱいにされるのを待っている。

「挿れる……」

　類の切っ先が再び沙莉の蜜口に押し当てられて、初めよりもスムーズに中を侵略される。そして始まった抽挿にまた息が乱れ、快楽に体が支配されていく。

「さっきより、締まる。なんで？」

「そんな、しら、なっ……あっ、ああっ……ん、ひっぁ……や、やぁ、もぅ……きもち、い……」

　頬をベッドに押しつけながら体を揺さぶられる。くちゅくちゅと卑猥な音が部屋に響き、類の腰が沙莉の小さな尻の肉を揺らす。奥の奥を突き上げられて声が止められない。

（こんなの……隣の人が聞いてたら、どうし……よ）

　快楽に支配されながら、僅かに残った理性で考える。しかしそのすぐあとに、類の腰が奥を抉るように動いたので、沙莉の理性は砕け散った。

「やばい……もうイきそ……」

　その声に感じてしまった沙莉は類を締め付ける。ヒクヒクと中が痙攣しているのが分かった。背後から類の色っぽく荒い息が聞こえ、沙莉も快感が極まりそうだった。

「顔見ながら、イっていい？」

　背後から両腕を引っ張られて上半身を引き起こされる。類の腕が胸の下に回り沙莉の体を支え、そのまま顔を横に向けられやや強引にキスをされる。

　無理な体勢なのに、その状態でも類は激しく腰を動かして攻めたててきた。うっすらと開いた瞼の隙間から、見慣れた部屋の天井が見えていたが、それはガクガクと揺さぶられて物の境界線がぶれる。

「もう、や、……類、私、もうだ、め……っ、あ、ああっ！」

　絶叫のような喘ぎと共に沙莉は達した。体の奥から湧き上がってくる愉悦に体が痺れていく。もうなにも考えられなくて、苦しいほどの快感に恍惚とする。気が遠くなるような深い快楽の中で意識が泳いでいた。太腿がぶるぶると震えて腰骨が溶けてしまいそうだ。

　類も同時に沙莉の中で果て、腰を押しつけたまま止まっている。ゆっくりと腕を解放され、沙莉の体はベッドの上に横たわった。

「沙莉の中から出たくないな」

　類が背後から覆い被さるようにして体を重ねてくる。その重みが妙にうれしくて、もっとこうしていたいと思ってしまう。

「このまま……沙莉とずっと二人で、なにもかも忘れて、ここにいられたらいいのに」

　類の寂しそうな切ない声と共に、沙莉の項の髪をかき分け細い首にキスが落とされる。仕事の疲れと心地のいいセックスの疲労感で沙莉は気付かなかった。自分の背後で類がどんな顔をしていたのか。

　体がおかしくなりそうなほどの強い快楽のせいで、沙莉の意識は遠のいていった。







　目が覚めると、沙莉はベッドに一人で眠っていた。全裸のままの体には毛布がかかっているが、ベッドシーツは乱れている。

「類……帰った？」

　部屋の空気は止まったままのようで、昨日の濃厚で淫靡な雰囲気がそこかしこに残っていた。けれどどこか夢でも見ていたかのような感覚があり、とても不思議な感じだ。

　体は気だるく、昨夜の情事は夢ではないと自覚する。

　体のあちこちに、類の残した小さなうっ血の跡が散らばっていた。

（昨日、私……類と）

　うっ血した赤い痕跡を指で撫でる。再会したその日に寝てしまったのを、後悔したのは一瞬だった。類がどんな気持ちで沙莉と繋がったのかはもうどうでもよくなっていて、あのとき類が沙莉だけを見て触れてくれた事実が、それだけが素直にうれしかった。

　自分は類にとって特別じゃないかもしれない。他に複数いる女性の一人だったとしても、あの時間だけは沙莉だけを見てくれていた。それでいい、と無理矢理に言い聞かせる。

「やっぱり類のこと、好きだなぁ……」

　今さらながらそう呟いて再度自覚する。けれど沙莉の夢のような時間は一晩で覚めてしまった。はぁ、とため息をついてベッドから足を下ろした。

　テーブルの上にはメモが一枚置いてあり、そこには走り書きで類の電話番号とメッセージアプリのＩＤが記されてある。そして泊めてくれてありがとう、とひとこと添えられてあった。

「うそっ」

　驚いた沙莉はそのメモを慌てて手に取って、瞬きもしないで見つめながらゆっくり床に座り込んだ。連絡していいよと言われているような気がして、ジワジワと目頭が熱くなった。

　久しぶりの再会で簡単に体を許してしまうような、軽い女だと思って帰ってしまったのではないと、少なくともそう感じてほっとした。

（もしかして、簡単にさせてくれると思って、連絡先を残したわけじゃないよね？）

　一瞬そう考えて、いやいや、と首を振った。類がそんな性格ではないのを知っている。だが、なにせ会わなかった時間が長いので疑いは完全に払拭できない。

　しかし心の中では、それでもいいかな、と思う自分もいる。もう子供ではないし、ずるい大人を演じてもいいかな、なんて考えてしまう。都合のいい女かもしれないけれど、それでも類と繋がっていられるのなら今はそれでよしとした。

　メモをテーブルの上に置いて、沙莉はバスルームへと向かった。体のそこかしこに残る類の匂いを洗い流すのは惜しかったけれど、熱いシャワーを浴びたい気分だ。

　沙莉は鏡に映る自分に驚いた。目視できないような場所にまでうっ血の痕が幾つもあったのだ。沙莉は鏡越しにそのひとつひとつを愛しげに撫でる。昨晩の情交を思い出し、またじわりとそこが濡れたような気がした。







　沙莉の日常がまた戻ってきた。いつも時間に追われて、ベッドの上では死んだように眠る。

　オフの日はその疲れを癒やすために、一日ベッドの上でゴロゴロして過ごした。

　類の番号とＩＤはスマホに登録した。けれどどのタイミングでなんてメッセージを送っていいか分からず、もう一週間である。

「店長、最近……元気ないですよね？」

「そう？　そんな風に見えるかな」

「なにか悩んでますか？　私でよければ聞きますよ？」

「うん、ありがと。でも大丈夫だよ」

　ランチタイムの戦争が終わってひと息つき、遅めの昼食を佐伯と二人で摂っている。いつもは遊佐やもう一人のフロア担当の子も一緒なのだが、今日は二人とも用事があるから、と一足先に帰ってしまった。

　佐伯と沙莉のために、遊佐が作ったまかない料理が並んでいる。採算が合えば店のメニューで出せるようなものばかりだ。こんなおいしいまかないを食べられるのは役得だな、といつも思う。

「遊佐さん、いい人ですよね。私たちのまかない作ってから帰るなんて」

「そうだね。遊佐くんは腕がいいと思う。うちみたいな小さな店で終わるような人じゃない気がするよ」

「あ～そうですよねぇ。自分のお店を持つっていう計画とかありそうですよね」

　佐伯が皿の上のミートボールを箸で摘まみ上げ、ふふふと笑う。こうしてランチを食べていても、頭の中にちらつくのは類の影だった。

（登録だけしてメッセージを送らないのも変だし、やっぱり今日こそなにか送ろう。そうしよう）

　心に決めた沙莉は、きゅっと唇を引き締めてご飯を口へ運んだ。

　佐伯は沙莉の様子を心配してくれたが、これは誰にも相談できないのでやはり誤魔化すしかなかった。本気で心配してくれている彼女には、少し悪い気がしている。

　遅めのランチを済ませてマンションに帰り着いた沙莉は、シャワーを浴びて部屋着に着替えると、頭にバスタオルを被ったままベッドに座った。

　手元のスマホを操作して、メッセージの入力画面を出した。もちろん送る相手は類だ。

「え～っと……こんにちは。今なにしてますか？　私は休憩中です……類は……、類は……仕事中ですか？」

　自分で打ち込む内容を声に出すが、少し馴れ馴れしいかな、と全部消した。

「こんにちは。あの夜は最高だったよ。また会いたいな……って、なに打ってるの私！」

　自分にツッコミを入れながら顔が熱くなる。ドラマの中で出てきそうなセリフを一度は送ってみたいが、それこそ類にどう思われるか分からない。

　恥ずかしくなってスマホを放り投げてしまい、慌てて床に落ちたそれを拾いに行く。そして画面を見て、さっきまで熱くなっていた顔が今度は冷えていく。

「ああ──っ！　えええええっ！」

　メッセージは送信済みになっていた。まるで恋人に送るような熱い内容を送ってしまった。沙莉はスマホを持ったまま唖然として、何度も送信済みのメッセージを確認してしまう。

「嘘でしょ……指が当たった？　やだもう、私……バカだぁ～」

　一週間も過ぎてからあんな内容のメッセージを送るなんてどうかしている。しかし、ハッと気がついた。最近このアプリには「送信取り消し機能」が搭載されたのだ。それを思い出した沙莉は、メッセージ部分を長押しして削除した。

「はぁ～、よかった。これで、大丈夫……」

　ホッとしてベッドに横になってテレビを付ける。仮眠を取るときはいつも小さな音量で付けている。流れてくる音が心地よくてすぐに眠れるからだ。

　今日もワイドショーのコメンテーターがなにやら話している。沙莉はさっきのメッセージが削除できて気が緩み、ベッドの上でぼんやり画面を眺めていた。

『さて、次の話題です。今、人気爆発中のクール系アイドルＬＵＫＡが失踪か？　という記事が週刊ライターに掲載されてます。これは心配ですね』

　大型モニターに映し出された、ＬＵＫＡのモノクロ写真にドキッとして起き上がった。

（失踪？　一週間前に会ったときはそんな……）

　ワイドショーは失踪した原因をあれこれと憶測で挙げている。

『この一週間、詰まっていたスケジュールをキャンセルしているようで、マネージャーや事務所も、ＬＵＫＡの行方を把握していないという情報が入っていますね』

　番組ＭＣが心配そうな様子で伝えてくる。沙莉の眠気は一気に吹っ飛び、ワイドショーを食い入るように見る。

『ＬＵＫＡといえば、今かなりの人気ですよね。一週間にどれくらいの仕事が入っていたのかは分かりませんが、かなりの件数なんじゃないですか？』

『そうでしょうね。番組収録や秋に放送されるドラマの打ち合わせなどもあったようです。アイドルとしてデビューしたＬＵＫＡですが、今はいろいろな仕事にチャレンジしている感じですよね。事務所の方はどんな対応をされているのでしょう』

　類が仕事をドタキャンしたと知った沙莉は、背中が冷えた。芸能界の常識がどうなのかは分からない。けれど普通に考えて、仕事を無断でキャンセルすれば様々な方面や人に迷惑がかかるだろう。

『関係者によりますとですね、ＬＵＫＡと事務所の間で仕事の方向性について少し揉めているという情報が入っています』

『それとＬＵＫＡが仕事をキャンセルして姿を消していることが関係しているのでしょうか』

『はっきりとした因果関係は分からないのですが、どうやらその線が濃厚のようですね』

　ＭＣとコメンテーター、そして業界を専門にしているジャーナリストが話している。

（類が事務所と揉めてる？　仕事をキャンセルって……一週間前に会ったとき、そんな感じは……）

　沙莉は記憶を手繰る。もしかしたらそれっぽい言動や表情があったかもしれない。疲れた顔をしていたのは、忙しい仕事が原因ではなかったのか。

　アルバムを取り合ったときは笑っていたし、店に来たときも元気な印象だった。でもそれがもし空元気だったらなら……。にわかに鼓動が早くなる。

（泊まるところがないって言って、ひと晩だけ……私の家で過ごしたけど。あれからどこかへ消えたってこと？）

　沙莉は心配になってスマホを握り締めた。さっきはメッセージを送るのさえ躊躇われたのに、今は電話をしてみようと思っている。番号を画面に表示したが、やはり発信ボタンを押すのは少し緊張してしまう。

「でも、心配だし……」

　沙莉はそう呟いて、思い切って発信ボタンをタップした。心臓が破裂しそうなほどドキドキしていたのに、電話は繋がらずに留守番電話になってしまった。

　メッセージを入れる内容を考えていなかったから、沙莉はそのまま電話を切る。もしかしたら類から折り返してくれるかも、と思ったが、それはなかった。

　考えてみれば類に電話番号を教えていないし、知らない番号の着信は無視する可能性もある。仕方ない、と沙莉は肩を落とす。

　まずは自分の連絡先を事務的な内容で打ち込んで類に送った。メッセージは既読にならず数分が過ぎて、沙莉はため息をつく。

　ワイドショーはまだＬＵＫＡ失踪の話題を取り上げていて、なにが原因なのかをコメンテーターが推測している。沙莉はそれを見ながらベッドに横になった。

　もしかしたらどこかの宗教団体に入信したのではないか、またはなにか事件に巻き込まれたのではないか、と好き勝手に言われていた。

「類、どうしちゃったんだろう」

　あの夜、類はどうして沙莉のいる店に来たのか。行く場所がない、と沙莉に宿を求めたのはなぜか。なにも聞けなかった自分が情けなくなる。

　初恋の相手がアイドルになり、突然その人が目の前に現れて浮かれていた。いろいろと自分本位に考えて、類が来た理由も熱い夜を過ごした理由も、なにも聞かないままだった。

「私、最低かも……」

　はぁ、とため息をつくと、昼間の疲れがドッと押し寄せてくるのを感じて目を閉じた。沙莉の手にはスマホが握られたままだったが、目覚めるまで着信はなかった。







　心配な気持ちで眠りについた沙莉だったが、出勤時間のずいぶん前に目が覚めた。類が気になりすぎて、眠りが浅かったらしい。

　ベッドから起き上がると同時に、枕元のスマホが震えた。ハッとして大慌てでスマホを手にして画面を見る。そこに出ていた名前は類ではない。

「あ、紅べに緒おだ……」

　画面を開いて内容を確認する。メッセージを送ってきたのは友人の三み沢さわ紅緒だった。

　彼女とは中学からの知り合いで、お互いに仕事で忙しくてもこうして連絡を取り合っている。沙莉の一番の理解者で信頼できる友人だ。

『元気？　最近、仕事が忙しいって会えてないけど』

『元気だよ。相変わらず仕事は忙しいかな。でも紅緒に相談があるから、今度会いたいな』

　沙莉が返信すると、すぐに紅緒から電話がかかってきた。文章のやりとりだとまどろっこしいと思ったのだろう。とても彼女らしい。

『もしもし、沙莉。なにがあったの？』

「あ～うん。ちょっとびっくりするようなでき事があってさ。話すと長いけど時間は大丈夫？」

『時間なきゃ電話したりしないって』

「それもそうだね。えっとね……」

　沙莉は閉店間際にやってきた類とその日のうちに体を繋げたこと。そして現在はその類が失踪したと報道されているところまでを話した。

　途中までは、再会できてよかったね、と楽しそうに聞いていた紅緒だったが、類を自宅に上げて以降を話し始めると相づちが減っていった。

『沙莉……いくら幼なじみで初恋の相手がアイドルのＬＵＫＡだったとしても、その日のうちにってのは、軽率じゃない？　沙莉はもっと身持ちの堅い子でしょ。てか、それじゃあビッチじゃないのよ』

「分かってる。……いやいや、誰とでもＯＫってわけじゃないから。でも二十四にもなってなに流されてるんだろうって、今になって思ってるよ。でもね……あのときの類を放っておけなかったっていうか……」

『違うでしょ。初恋の人に再会して、嬉しすぎて理性ごと飛んじゃったのよ。私にそんないい訳みたいなこと言わなくていいんだよ』

「あ～バレたか……」

『何年友達やってると思ってるのよ。別にいいけどさ。それで、類くん失踪してるんだって？　そういえばＬＵＫＡ失踪、みたいな記事を見たなぁ。連絡も取れないの？』

「うん……連絡はさっきしてみたけど、既読にならないね」

『え？　さっき？　会ったのって先週じゃなかった？』

「あ～うん。先週だけど……その、なんてメッセージしたらいいのかわかんなくて、結局、失踪のニュースを見て連絡したって感じで……」

『はぁ？　初めての恋愛じゃあるまいし。まったくそういうところは初心っていうか』

「だって……なんてメッセージしたらいいのか分からなかったんだもん」

『だもん……じゃないわよ』

　電話の向こうで紅緒が笑っている。口調は母親のようで、こんな風に言われるのも沙莉は慣れているし、彼女が本気で怒っていないのも知っている。

『そういうときは、次会うときは落ち着いて話がしたいですってひとことを添えて連絡先を記載すればいいのよ。体だけじゃなくて、今まで会えなかった分の時間を埋めたいっていうニュアンスを込めてね』

「おお～さすが」

『おお、じゃないわよ。一回きりで終わるつもりはないんでしょ？　だったら繋ぎ止めなくちゃ』

「そう、だよね。でも失踪って本当なのかな。今もまだ既読は付いてないみたい」

『どうなんだろうね。テレビで報道されている情報が本当なのかも分からないし。とにかく、類くんに連絡先を送ったのなら、待つしかないんじゃない？』

「うん……」

『そんな落ち込まないの。本人と繋がらなきゃすべては憶測になるんだし。それに、数年ぶりの再会なんだから、その奇跡を喜ぶべきだよ』

「そうだね。悪い方に考えてしまうから、とにかく今は類からの連絡を待つよ。なにもないといいんだけど」

『恋人になる前にエッチしちゃったけど。それっきりにならないようにしっかり捕まえなくちゃダメだよ』

「でも、類は気まぐれでエッチしたかもって思っちゃって。それならそれで遊びでも……」

『ちょっとちょっと……類くんってそんな子なの？』

「いや、違うと思うけど……」

『だったらそんな風に考えちゃダメだよ。沙莉は類くんの二番目とか三番目で満足なの？』

「え……それは嫌だな」

『だったら、遊びでもいいとか体だけでもいいとか、そういう風に思ったり言ったりしちゃだめだよ』

「うん、分かった。聞いてくれてありがとう。ちょっと気持ちの整理できたかも。ここのところずっと悩んでたからさ」

『遠慮しないで早く相談してくれればよかったのに。そんな気を使う仲じゃないでしょ？』

「ありがと。じゃあ、そろそろ仕事に行く準備するよ」

『ああ、夜も出てるんだよね。あんまり働き過ぎないようにね』

「まあ、でも店を任されてるからがんばらなくっちゃって思うし。あ、無理はしないようにする。ありがと」

『うん、じゃあね』

「またね」

　電話が切れて少し肩の荷が下りた感じがする。この一週間、仕事に集中しているとき以外はずっと類のことを考えていたので、いい加減息が詰まりそうだったのだ。

「さすがは紅緒様」

　そう呟いて沙莉は夜の出勤の準備を始めた。







　アイリスは夜も盛況で、沙莉は紅緒に話した内容を少しも思い出さなかった。しかし営業時間が終了して、一人で最後の掃除をしているとついソワソワする。もしかしたら前のように閉店後に類がひょっこり姿をみせるのでは、と心のどこかで期待していたからだ。

（失踪してるってテレビでも言ってたから当たり前だけど、来るわけないか。でも類……一体どうしちゃったんだろう。本当になにがあったの？）

　心配が胸を押しつぶすようにして大きくなる。今にもあの扉を開けて入ってきそうな気がするのに、それは現実にならない。

　沙莉は、はぁ、とため息をついてモップをかけた。店を閉めて帰途についていると、沙莉の脇に黒塗りの車が横付けする。ビクッとして足を止めると、運転席のウィンドがゆっくりと下がり、男が顔を見せた。

「お疲れ様」

「オーナー！　ちょっと……そんな車で横付けしてこないで下さいよ。不審者かと思って身構えたじゃないですかっ」

「あはは、ごめんごめん。そろそろ終わる頃かなと思ってたんだけど、今日はこれ、差し入れしたくて」

　遠山が助手席からなにか袋に入ったものを沙莉に渡してくる。なんだろう、と思いつつ受け取った。

「金曜の夜に誘おうと思ってたのに、今度はこっちの仕事が立て込んじゃってね。だからそのお詫び」

　窓の縁に腕を乗せ、遠山が沙莉を見上げて微笑んでくる。忙しい、と言う通り、今日の遠山は少しくたびれているように見えた。そんな遠山と類を重ね、あのとき沙莉が舞い上がっていなければ、こんな風に気付けたのだろうかと少し落ち込んでしまう。

「沙莉ちゃん？　プリン嫌いだった？　甘露堂のプリンだよ」

「あ、いえ。こんな気を使ってもらって悪いなって思ったんです」

「だって俺、沙莉ちゃんを本気で口説こうと思ってるんだよ？　このくらいの貢ぎ物は安いものだ」

　喉の奥でなにかがグッと詰まった気がした。好意を寄せられて嬉しいのに苦しい。頭の端で類の顔が過る。

（好きな人がいるって、言った方がいいよね。言わなかったらずっと、オーナーに気を持たせてしまう）

　恋愛に保険をかけるなんてしたくはない。そんなに器用ではないし恋愛にも慣れていない。きっと最悪なパターンになるに決まっているのだ。

「プリン好きです。ありがたくいただいておきます。それとオーナー……私、好きな人、います。だから……」

「だから俺に口説かれても靡かないって？」

　沙莉の言いたい言葉を先に言われてしまう。そうです、とも、はい、とも言えずに黙ると、遠山はふふっと笑った。

「知ってるよ。そうじゃないかなとは思ってた。でもあんまり関係ないかな」

「どういう意味ですか？」

「だって、沙莉ちゃん最近、幸せそうに見えないから」

　口元に僅かに笑みを残した遠山が、沙莉の本心を探るような眼差しを向けてきた。思わず心臓が跳ねる。こういう表情の遠山は、垂れ流すような色気があった。きっと女性ならほとんどの人がときめくだろうと思う。

「そう、ですか？　オーナーにはなんでもバレちゃいますね」

　誤魔化すように微笑むと、運転席から伸びてきた手が沙莉の手を掴んだ。思いのほか冷たい手に驚いた。

「苦しい恋をするのはやめて、俺と楽しい恋愛をしよう」

　まるでドラマの中で聞くような台詞を言われ、沙莉の体温は一気に上昇した。ときめきよりも恥ずかしさの方が増した感じだ。

「な、なに言ってるんですかっ。オーナーのキザっぷりはもうつける薬がないですよ」

「あはは。冗談じゃないんだけどなぁ。でも考えておいてよ。俺はいつでも沙莉ちゃんを受け入れる準備はできてるってこと」

　沙莉はあっさりと手を解放された。じゃあまた連絡するよ、と遠山は飄々とした態度で車を発進させて行ってしまう。本当に捉えどころがない。翻弄されっぱなしである。

「プリンの差し入れはありがたいけど……どうしよう、あれ、本気の告白、なのかな」

　今しがたの言葉を頭の中で何度も繰り返す。オーナーの冗談をいつもの調子で返したつもりだったが、もしかしたら半分くらいは本音だったのかもしれない。

「次に同じようなことを言われたら、どうしよう……」

　車の走り去った方を見つめながら、呆然としながら呟く。遠山に好きな人がいると知られていたのにも驚いたが、元気がないということまで見抜かれていた。オーナーの洞察力には感服である。

　沙莉はいつも寄るコンビニをスルーして、マンションまで帰り着く。そして自宅の扉前に誰かが座り込んでいるのが見え、不審者かと思い足が止まる。パーカーのフードを深く被り、項垂れるようにして俯いて両膝を立てて座っていた。

　沙莉の足音に気付いたのか、項垂れていた首がクッと持ち上がりこちらを向く。

　類だった。

　前に店に来たときよりも疲弊したような顔で、沙莉を虚ろな眼差しで見上げてきた。とても追い詰められたような雰囲気だ。

「……類、どうして、ここに……」

「行くところがないんだ。もう……ここしかない。他は全部、知られているから」

　傍まで近づくと、立ち上がった類が沙莉にしがみ付いてくる。こんなときなのに彼の甘いコロンの香りに胸がときめいてしまう。

「なにがあったのかは分からないけど、ここだと誰かに見られちゃうから、中に入って」

　沙莉は類に抱きしめられた状態で鞄から鍵を取り出した。

　大きな子供を抱えたような格好でバタバタと中に入る。肩口に顔を埋めた類はなにも発さず、玄関先でただ沙莉にしがみ付いていた。

　手に持ったコンビニの袋とバッグを下に置き、開いた手で類の背中をやさしく撫でた。沙莉よりも体の大きな類が、今は子供のように小さく感じる。

「大丈夫だよ。そんなしがみつかなくても、私はいなくならないよ」

「沙莉……」

「メッセージが既読にならなかったから、見てないのかと思ってた」

「見たのは、三十分前。それでここに来た。俺……」

　類が顔を上げた。すぐ近くで目が合って、その瞳を覗き込む。なにかに怯えているような不安が満ちている感じがした。

　今度こそ聞かなければいけない。あの夜の理由と、今の状況について。

「玄関じゃなくて、ちゃんと中に入ろう。今日はいろいろ話がしたいの。分かるよね？」

「……ああ。あのときは強引にしてごめん。でもその……沙莉のことは──」

　類が慌てて言葉を紡ごうとするので、沙莉は指先で彼の唇を止めた。

「落ち着いて、ちゃんと聞くよ。だから、座ってコーヒーでも飲みながら、話そう」

　にっこり微笑んで言うと、類は目を見開いて驚いたような顔を見せたが、すぐに表情がやわらいだ。そして余裕を取り戻すかのように微笑む。

「ありがとう。ここに来てよかった。沙莉に会えてよかった──」

　類がまたここに来てくれたことに感謝している。自分を頼ってくれたのをうれしく思う。類の口から聞かされる内容がどんなものでも、今なら受け止められる気がしている。

　今度こそちゃんと聞かなければと思っていた。

　しかし類は小さな子供に戻ったように沙莉から離れなくて、ずっとしがみ付いたままだ。そんな状態でコーヒーを淹れてテーブルに付く。沙莉の専用ソファになったような状態の類は、今も後ろから抱き締めてくる。

「コンサートとかではクールなのに、今日はすごく……」

「すごく……なに？」

「すごく……子供みたい。なにがあったの？」

　沙莉がさりげなく問いかけると、類の腕にぎゅっと力が入った。言いたくないのか、それとも言えないのか。これ以上、何度も聞くのはあまりよくないだろう。

「やっぱり……」

「ＬＵＫＡ失踪って、沙莉もやっぱり知ってたか。俺よりＬＵＫＡが好きって感じだもんな」

　声の調子は明るくない。耳元に聞こえる類の声は、やはり疲れたような寂しそうな色が滲んでいた。沙莉の体を抱いた腕が少しだけ緩んだ。

「……テレビで見たよ。あれ、全部本当だった？　仕事……キャンセルしたって……言ってた」

「ＬＵＫＡはアイドルなんだ。沙莉が好きだって言ってくれた、沙莉が……見たいって言ってくれたアイドルだ」

「類？」

「だから俺は、沙莉が好きでいてくれるアイドルでいたい。なのに、事務所はそうさせてくれない」

　ワイドショーで、ＬＵＫＡが事務所と方向性について意見が食い違っているのが原因で姿を消した、と言っていたのを思い出した。

　事務所とＬＵＫＡの仕事に関する方向性。それが原因なのは本当だったらしい。

「仕事は、ドタキャンじゃないよ。前から受けないって言ってたのに、マネージャーが勝手に入れてきた。それもひとつじゃない」

　類が沙莉の背後で重苦しいため息が聞こえた。類は相当悩んでいたらしい。

「それに……仕事以外でも厄介なことがあったしね。ああ、沙莉にも心配掛けちゃってごめん。こんな俺、見たくないだろ？」

「それは……まあ、元気で笑っている類の方がいいけど。でも人間はいろいろなときがあると思うよ。つらくて泣きたくなることも、逃げ出したくなることもあると思う」

　沙莉にそういうところを見せてくれて、こうして頼ってくれたのはとても嬉しいことだった。つい数日前に再会したとき、沙莉はあまりに嬉しくて舞い上がっていたが、今はとても落ち着いている。きっと素の類を見たからかもしれない。

「そっか。きっと私には分からない悩みがいっぱいあるんだろうね。でも、帰る場所がないって、これからどうするの？」

「……まだ、決めてない。もう友人の家を当てにはできなくなって……。今日は、ひと晩だけ泊めてくれる？」

「うん、いいよ。でも事務所とかには連絡した方がいいよ。きっとみんな心配してる。ちゃんと向き合って話した方が……」

　このまま逃げていてもなにも解決はしない。きっと類も分かっているのだと思う。そんなことが分からない彼ではないはずだ。

「分かってるよ。分かってるんだ……みんなに迷惑をかけてる。沙莉にも……」

「あ、私は迷惑じゃないよ。心配はしてる。だから、ね？」

　腰に回された類の手に触れる。するとその手が動き沙莉の手を握り返してきた。こうして触れあうと類の不安が少し分かるような気がする。

（今の私に、なにができるかな）

　あまりに住んでいる世界が違いすぎて、どうするのが一番いいのかは分からない。でも今は、類の手を握り、彼の胸にある不安を聞いてあげるのが最良な気がした。

「話を聞くよ。だから、話せるところだけでいいから、話してよ」

「え、いいの？　こんな頼りない俺とか、沙莉は嫌じゃない……？」

　類が沙莉の背中に額を押し付けて、消えそうな声で問いかけてきた。

「全然、そんなことないよ。類は類だもん。もっと今の類を知りたいって思う。だから気が済むまで話していいよ」

　しばらく沈黙が続き、どうしたの？　と後ろを振り返ろうとすると、沙莉の肩口に顔を乗せ、首筋に唇を押しつけてきた。思わずドキッとして体を強ばらせる。

「……ありがと」

　なんだか妙に子供っぽい言い方におかしくなる。これがクール系アイドルと言われているＬＵＫＡと同一人物とは思えない。だけど沙莉の前でこんな風に素を出してくれるのがうれしくて仕方がなかった。

　夜が更けるまで類の話に耳を傾けることになった。沙莉ははじめてＬＵＫＡの悩みを知る。そこにはアイドルとしてのプライドと、現実の狭間で葛藤するＬＵＫＡの姿があった。







　翌朝、目が覚めたとき、沙莉はベッドで眠っていた。前は部屋に一人だったのだが、今日は違う。床に座った類がベッドに突っ伏すようにして眠る姿があったのだ。

（話してるうちに眠っちゃったんだ私。類が……ベッドに寝かせてくれた？）

　あの日みたいに書き置きだけで姿を消さなかったと、ほっとする。しかし類の携帯が何度も着信していて、沙莉はぐっすり眠る類を起こした。

「類……起きて。何度も電話が鳴ってるよ」

「え……なに……。あ……おはよう」

　ベッドから頭を上げ、テーブルの上のスマホを取ろうとしたときには着信が切れていた。髪には寝癖が付いたままで、そこにアイドルの影は見られない。

　ようやく起きた類は、洗面所で顔を洗って戻ってくると、ベッドの側面を背凭れにしながらボンヤリしている。どうやら朝は苦手らしい。

　そんな彼の前にホットコーヒーをそっと置くと、ありがとう、と笑顔を向けてくれた。

「ねえ、類。昨日はいろいろ聞かせてくれてありがとう。途中で寝ちゃって、ごめんね」

　沙莉もコーヒーカップを持って隣に腰を下ろす。

「いや、俺もかなり弱気になってたみたい。アイドルって枠にこだわらないで、本当はチャレンジするべきなんだよな。やりたくないからやらない、って子供みたいに喧嘩して、ちょっと恥ずかしい」

「でもさ、気付けたっていうのは進歩だと思うよ。仕事で迷惑かけた人達には誠心誠意、謝罪したらいいのよ。すぐに許してもらえなくても、ちゃんと仕事をして見せればいい」

　類は自分のしたくない仕事ばかりを持ってくるマネージャーや事務所の社長と対立し、入っていた仕事を理由もなくキャンセルしたんだと打ち明けてくれた。マネージャーにはずっとその仕事は受けない、と言っていたらしいのだが、社長に押しきられて了承したという。

　一度受けると言ったのだから、最後までやるのが社会人だ。それでもやはり納得できなかった類は、事務所側に予定を変更して欲しいと打診したらしい。しかし受け入れてもらえなかった。

　幾つもの仕事に穴を開け、挙げ句の果てに姿を消した。大騒ぎになるのが分かっていたはずなのに、それでも納得できなかったと話してくれた。

「同じ歳なのに、沙莉は大人だな」

「え？　そう？」

「……うん。俺は、俺の理想のアイドルでいたかった。そうさせてくれない事務所に腹を立てて、子供みたいなことをしたと思う。あ～みっともないよな」

　片手で顔を覆いながら、類が弱音をはいている。コンサートではクールなアイドルを演じ、強気にファンを引っ張っているＬＵＫＡが……。

「みっともなくなんてないよ。私の前では完璧なＬＵＫＡじゃなくてもいい。類に戻ってよ。大丈夫。そんな類を見ても幻滅なんてしないよ」

「あははっ……寛大過ぎる」

　目元を覆っていた手を離した類が、少し照れたように沙莉を見た。甘えたようなその眼差しにドキドキしながら、沙莉もお返しに微笑む。

「俺は……」

　類がなにかを言いかけたとき、再び携帯が着信する。画面に表示されたのはマネージャーの文字だった。

「ああ、柳やな浦うらさんだ……」

　気まずそうに携帯を手にして画面を見つめている。しばらく考えた類は、仕方ない、といった感じでその電話を受けた。

「……もしもし。柳浦さん、そんなに一気に言わないでよ。……どこって、今は言えない。どこでもいいだろ。そんな怒鳴らな……だって俺は……は？　行き違い？　行き違いでどうして……とにかく仕事は……あ～うん、分かった……泣かないでよ」

　電話の向こうから男性の声が微かに聞こえていて、始めは棘のある話し方をしていた類の口調が、徐々にやわらかくなっていく。どうやら電話の向こうでは彼のマネージャーが泣いているようだ。

「類、大丈夫？」

「柳浦さんに泣かれちゃった……」

　苦笑いする類が申し訳なさそうな表情でこちらを見る。そしてどことなく考え込むように俯いたかと思うと、勢いよく立ち上がった。

「ごめん、沙莉。洗面所、借りていいかな？」

「あ、うん……」

　しばらく水の流れる音が聞こえ、洗面所から出てきた類はＬＵＫＡの顔になっていた。

「柳浦さんを泣かせちゃったし、もう行くよ。沙莉、ありがとう。俺、先週から面倒ばっかりかけてるな」

　なんともいえない顔で笑った類は、心配顔で立ち尽くす沙莉の傍までやってきた。そして正面から沙莉を抱きしめ、耳元でごめんね、と謝ってきた。

「私は、どんな類でもがっかりなんてしないよ。だから……大丈夫」

「次に会ったときは、いつもの俺だと思う」

　類がゆっくりと沙莉から離れていく。自然に目が合い、真剣な類の眼差しに鼓動が跳ねる。驚いたように見開かれた瞳で類を見つめた。

「どうした？　変な顔をして」

「だってまた次も、あるんだって……また会ってくれるんだって思って、ちょっとびっくりしちゃった」

「次がないと思った？」

　困ったように微笑んだ類が、沙莉の頬を手で包んでくる。離れて欲しくなくて、顔を少し傾けてその手に頬を擦り寄せた。

「うん……。だって類は、ＬＵＫＡだし。これからもっと忙しくなるでしょう？」

　私になんて会っている暇はないよね、とそんなニュアンスを込める。類が仕事に打ち込めば、もちろん沙莉に割く時間がなくなるのは当たり前だ。

「ふふ。心配しなくていいよ。あ、また着信だ……ごめん、もう行くよ」

「うん。仕事、頑張ってね。それと、私にできることがあるなら、遠慮なく言って欲しい」

「ありがとう」

　離れがたい空気を感じながらも、類はそのまま沙莉の部屋を出て行った。

　その場所には彼の甘いコロンの香りだけが残される。うれしさと切なさがない交ぜになって、沙莉は喉の奥からあふれるものを我慢できなかった。

「……類」

　次に会ったとき、と彼はそう言った。いつなのか明確な日時は分からない。しかし次の約束をもらえた喜びに、沙莉は涙が止まらない。

　会ったのは数週間前だった。再会して繋がった糸が、切れないでいてくれた奇跡を心から感謝していた。








第二章　偽彼女で熱愛スキャンダル









　類と別れた日から一ヶ月以上が過ぎた。ＬＵＫＡの囲み取材が繰り広げられていた当初は、テレビでも厳しい言葉が投げかけられているのを何度も目にした。テレビの中で見る類は、再び遠い世界に戻ったようだった。

　そして時間と共に世間の注目は他の話題にシフトしていき、ＬＵＫＡの話題は次第に収束していった。

　だが類からの連絡は相変わらずなかった。仕事の予定を戻すだけでも大変なのかもしれない。

　そんな中、沙莉の日常は呆気なく戻ってくる。今日もアイリスで忙しく仕事をしていた。夜の店内は満席で、沙莉はフロアを忙しなく行き交っている。類と繋がって、抱き合って眠った夜が遠い昔のように思えてしまう。

「ナシゴレン上がったよ！」

「はーい」

　北川の声に反応して、沙莉はカウンターに乗せられた料理を手にする。

　店内の大きなスクリーンには、南国の海中を色とりどりの魚たちが泳いでいる映像が流れていた。そのせいか、今日は店内全体の雰囲気が南国っぽくなっている。

　忙しくしているうちに閉店時間が近づいて、沙莉はようやくひと息ついた。バイトの女の子に少しの間だけ任せて、沙莉はバックヤードへ休憩に入った。本当は一時間以上も前に休憩する予定だったのに、大忙しでそれどころではなかったのだ。

　休憩スペースは四畳半ほどの和室で、小さなテーブルとテレビがある。いつもは横になって体を休めるのだが、今日は類が気になっていろいろなサイトのネットニュースを見て回ってしまった。

（なんだか憶測でいっぱい書かれてるけど、事務所とはちゃんと話ができたのかな。どうなっているのかは本人しか分からないもんね）

　畳の上で寝返りを打って、重いため息をつきながらスマホの画面をスクロールさせた。どのサイトにも似たような内容ばかりが並び、どれも真実に思えなかった。ただひとつ、ニュースワイドという雑誌サイトの記事は違っていた。

『ＬＵＫＡの失踪は事務所とのトラブル？　それとも他に理由が!?　同じマンションに元アイドルで女優の晴はる菜なが引っ越してきたのは濃厚で、姿を消していた間、彼女の部屋に引き籠もっていたとも噂されている。二人でマンションを出入りしている姿は撮られていない。だが晴菜はＳＮＳでＬＵＫＡのファンだと自ら公言しており、二人の写真が撮られるのは近いかもしれない』

　晴菜という名前が気になって検索してみる。一番上に出てきたのは晴菜の公式ＳＮＳのブログだ。それをタップすると、一日に何度も記事が更新されているのが分かる。

（晴菜って人、知らなかったけど結構かわいい……）

　ブログのトップには彼女の写真が出ている。プロフィールを見ると、年齢は沙莉よりひとつ下の二十三歳らしい。

　栗色の髪はサイドが長めのショートヘアだが、ボーイッシュな雰囲気かと思いきや、二十三歳とは思えない色気が漂っていた。

　沙莉はページをスクロールして彼女のブログ記事をひとつタップした。

『昨日はＬＵＫＡのコンサートに行ってきたよ。最高に格好よかった！　関係者席から見られたから、ＬＵＫＡに手が届きそうだった。やっぱりＬＵＫＡは私の最高の王子様！』

　コンサートが始まる前なのか終わったあとなのか、舞台を背景にして自撮り写真のようなものが載っている。

『コンサートのあとは楽屋にお邪魔させてもらいました！』

　そんなコメントとともに載せられた写真には、晴菜がＬＵＫＡと腕を組んで写っている写真だ。晴菜はとても笑顔でうれしそうな雰囲気なのだが、ＬＵＫＡの表情はなんとなく微妙な感じである。

（作り笑顔……みたいな感じというか、なんとなく勢いに押されて写真を撮られました感が出てるような……）

　たった一枚の写真だったが、類の微妙な表情を見てそう思う。

　記事の八割がＬＵＫＡに関する内容で、少しだけ自分の仕事について触れている。まるで素人の追っかけのブログを読んだような気になってしまった。

　次に見た記事は、最近引っ越しをしましたという報告だ。さすがに写真は載せられていなかったが、ニュースワイドの記事に書いてあった通りのようだった。

　休憩を終えた沙莉が店に戻ると、カウンターに遠山の姿がある。いつもはもっと遅い時間に来ることが多いのだが、どうやら今日は食事目的で来たらしい。

「オーナー、いらっしゃい」

「やあ、アイリスの料理はおいしいねぇ」

　遠山の前にはトマトとバジルのブルスケッタとチキンのトマト煮が入った皿が並んでいた。料理のお供は赤ワインのようだ。

「北川くんはいい腕してますから」

　沙莉はフロアの片付けをするバイトの女の子を手伝いながら、自慢げに答えた。北川の腕は本当にいい。女性が好むような華やかな料理から、男性が食べたがるようなボリュームのあるものまでなんでも作る。

「本当に、いい人材に恵まれてると思う。ランチ担当は遊佐くんだったよね。あの子も腕がいい」

　ご満悦の様子で遠山が食事とワインを口に運んでいる。人材募集をして人選したのは沙莉だから、そうやって褒められるのはいい気分だ。

　店内の客が遠山だけになると、時間はそろそろ閉店に近づく。沙莉よりも先にフロアを担当してくれていた女の子を帰し、北川も厨房の掃除に取りかかっていた。

「今日はどう？　いつもより早く来たし、このあと俺に付き合う気はない？」

　カウンターを拭いていると、近づいてきた沙莉へ耳打ちするように口説いてくる。口調は冗談と本気の狭間のようで、いつものように沙莉も冗談ぽく返事をしようとした。しかし前回の遠山との会話内容を思い出す。

（あれ……まさかオーナーは、本気？　これ、冗談ぽく返事しちゃったら……だめなんじゃ……？）

　今まではオーナーが口説いてくるのは、全部スキンシップで冗談だと思っていた。けれどなぜか、前回と今回はなにかが引っかかった。一瞬でもそう思ってしまうと今までのすべてが気になってくる。だから遠山の問いかけに返答が遅れてしまう。

「あれ？　今回は脈ありかな？　ずっと口説いてたけど、俺の情熱に押されてきた？　こう見えて、かなり真面目に口説いてるんだけどな」

　厨房とはいえ、まだ北川がいる。オーナーが自分の店の店長を口説いているところなどあまり見せたくはない。

「ちょ、ちょっとオーナー、ワイン飲みすぎじゃないですか？」

　愛想笑いを顔に張り付けたが、ぎこちなく頬が引き攣ってしまう。そんな様子を真剣な眼差しで見られていたなど、沙莉は気付かなかった。

「あれ？　絆されてくれた？」

「ま、まさかっ。ほら、もうあと数分で閉店なので、全部食べちゃって下さいよ？　あ、北川くん、掃除が終わったら帰っていいからね」

　遠山の返事を聞かないまま、沙莉は厨房へと入っていく。遠山が真剣だと気付いた途端、急に胸の中が騒がしくなる。

　ずっと類を好きだった沙莉は、誰かに好意を寄せられるのに慣れていない。特に年上で大人で、恋愛の駆け引きに慣れていそうな遠山を上手く躱す自信はなかった。つらつらと考えているうちに北川は帰り、店は閉店時間を過ぎていた。

「さて、おいしい食事も終えたし、沙莉ちゃんにも振られたので帰ろうかな」

　遠山が席を立つ。テーブルに椅子を上げていた沙莉は、遠山の方を振り向いた。彼はやさしげな表情でこちらを見つめている。

「あ、はい……え？　あの、振られたって……私はなにも……」

「なにも？　じゃあまだ脈はあるの？　いつも冗談で返事をされてたけど、あれって本気で断ってたのかな。だとしたら……俺はもう振られてるよね」

　口元は微笑んでいるのに、遠山の目は笑っていない。まるで獲物を追い詰めるようにじりじりと迫ってきた。取って食われるはずもないのに、沙莉は緊張でドキドキしていた。

「あの私、……私、好きな人がいるんです。だから……」

　手の届くところに立っている遠山が、沙莉の唇を二本の指で軽く押さえた。触れた指は冷たくて、沙莉を想像以上に狼狽させる。

「ストップ。それ以上、今は聞きたくないかな。大人げなくてごめんね」

　困ったように微笑んだ遠山が、また来るよ、と言い残して店を出て行った。今は聞きたくない、と言った遠山だが、ならいつならいいのだろうか。好きな人がいると沙莉が言ったから、もう遠山からのアプローチはなくなるだろう。

「オーナー、本気だったんだ。私のこと……」

　遠山が店を出て行き一人フロアに残された沙莉は、テーブルに上げたばかりの椅子を一つ下ろして腰掛けた。今までの口説き文句が本気なら、ずっと冗談で返事をしていたのが申し訳なくなる。しかし本気だと相手に分からないような口説き方をする遠山も遠山だ。自分の今の気持ちが整理できずに、テーブルの上に肘を突いて顔を覆った。

「ああ～この微妙な感じの気持ち……やだなぁ」

　しばらくそうしていたが、閉店作業に取りかかろうと気持ちを切り替えた。クローズの看板を出しにいこう、と顔を上げたとき、そのタイミングでドアベルが鳴り反射的に振り返った。

「オーナー……？　え、あっ！」

　アイリスのドアベルを鳴らしたのは類だった。沙莉は思わず立ち上がる。

「……沙莉」

「類……。あ、えっと……驚いた」

「……驚いた？」

　幾つもの仕事をキャンセルして、今はその対応に追われたりしているものだと思っていた。それが再会の日と同じように、遠山が帰ったあとに姿を見せたのだから驚くのは当たり前だ。

「だって、前と同じタイミングで現れるんだもん。ふふ、なんだか変な感じ」

　嬉しさと驚きで、一気に心拍数が上がった。以前、沙莉の家の前に座り込んでいたときの顔色の悪さはない。しかしやはり疲れているように見える。

「類はいつも閉店後に来るね。……って、他に人がいたら、それはそれで騒ぎになるかな」

　久しぶりに会えた嬉しさを抑えながら、座っていた椅子をテーブルに上げる。店の様子を見渡しながら類が近づいてきた。沙莉はハッとして類の脇をすり抜けて扉の方へ向かう。クローズドの札を出して鍵を掛け、その足で外から中が見えないようオープンテラスのブラインドもすべて下ろした。

「今日は、ご飯食べに来たんだけど、もうなにもない？」

　さっきまで遠山の座っていた席の隣に類が座る。そこにはまだ食器類が残されたままだ。沙莉は急いで皿とワイングラスなどを下げる。その様子をなにか考えるような顔で類が見つめていた。

「ごめんね。食材はあるものでよければなにか作るよ。飲み物はどうする？」

「この席、お客さんがいたんだね」

「ああ、うん。ついさっきまで。カウンターを拭くから、ちょっと待ってね」

　厨房にはいった沙莉は食器をシンクにおいてダスターを手に戻ってくる。

「お客さん？」

「え？　なに？」

　なにかを探るような類の顔を見て、沙莉はきょとんとして首を傾げた。なんだか類の様子が変だ。

「お客さんだよ？　このお店のオーナーでもあるけど……」

「オーナー……？　恋人、なのか？」

　類の口から予想外の言葉が飛び出した。沙莉はどんな顔をしていいのか分からないまま、口元だけに笑みを浮かべる。

「や、やだな……なに言ってるの？　オーナーが恋人なわけないよ。だってオーナーだよ？」

　恋人ではないが口説かれている、という事実が頭を過り、べつに知らせるべき情報ではないが、言わなければ隠しているような気がしてくる。

（口説かれてるってこと、言った方がいいのかな。いや、でも余計な情報……かな）

　どうしよう、と逡巡していると、類の腹がグゥ～っと音を立てた。

「あ、お腹が減ってるんだね。じゃあ、私がなにか作るよ」

　カウンターにたたんでおいてあった自分のタブリエを再び腰に巻く。腕まくりをして厨房に向かった。

「恋人じゃないけど、……好きな人とか？」

「え？　なにか言った？」

　厨房に入った沙莉は類の声が聞こえなかった。デシャップからフロアを覗いたが、類はこちらを見て僅かに首を振りながら微笑んでいる。

　なんだかよく分からなかったが、沙莉はそのまま類のために料理に取りかかることにした。

　冷蔵庫には卵とベーコン、ワゴンにはタマネギ、冷凍庫にはご飯と冷凍むき海老があった。その日に残ったご飯は冷凍しておき、だいたいは翌日のまかないに使う。

　類はお腹が減っていそうな様子だったので、ピラフを出そうと決めた。

　ご飯と冷凍むき海老を解凍している間に、ニンニクとベーコン、そしてタマネギをみじん切りにしていく。

　バターを引いた中華鍋に刻んだニンニクを入れて香りを立てる。続いてベーコンとタマネギ、冷凍むき海老を投入した。辺りにはバターとニンニクのいい香りが広がっていく。ベーコンがカリカリになったら次はご飯だ。一気に中華鍋が重くなる。

　ある程度炒まったところでコンソメと塩胡椒で味を整え、さらにフライパンを振った。沙莉がこの仕事でいくら筋力が付いたとしても、食材を入れて中華鍋を振るのは容易ではない。北川や遊佐は簡単にやってのけるが、沙莉には大仕事である。

（味見味見……っと）

　スプーンで少し掬って口に運んだ。もう少しコンソメを入れた方がよさそうだ。微調整をしてさらに中華鍋を振りでき上がる。

　ラックから皿を取り出し、ピラフを盛った。レンジで作った温泉卵を添えてピラフの上にはパセリを振りかける。まかない料理でメニューにはないものだが、でき映えはいい。

（そうだ、野菜ボックスにトマトがあった気がする）

　沙莉は冷蔵庫を覗き込んでみると、トマトとアボカドを発見した。それらを半月切りにして、交互に並べていく。調味料の棚からバジルソースを取り上げ、トマトとアボカドにかける。切るだけで手軽にできる一品のできあがりだ。

「よし、できた。足りなさそうならまた考えよう」

　沙莉はピラフとサラダを持ってフロアに戻る。カウンターではスマホを触っていた類がこちらに気付いて顔を上げた。

「すごくいい匂いがする」

「うん、まかないで悪いけど。召し上がって下さいな」

　類の前にピラフとサラダを置き、スプーンとフォークを並べる。目の前に出された料理を見つめた類が、フッとこちらを見やった。

「もしかして、これって沙莉の初めての手料理……食べることになるんだよね？」

「あ、そうかもしれない。なんだか緊張する」

　沙莉は類の隣に腰かけて、思わず背筋を伸ばして緊張した振りを見せる。いや、実際はかなりドキドキしていた。

「いいから、早く食べちゃって。そんなにたいしたものじゃないからさ」

「いや、沙莉が作ってくれた……」

　類がまた念押しのように言う。

「もうっ、いいってば。ほら、冷めちゃうよ？」

「はいはい。じゃあ、いただきます」

　丁寧に手を合わせた類がスプーンを手にした。ピラフを掬って口へと運ぶ。そんな様子を沙莉は固唾を呑んで見守っている。おいしいといってくれるのかどうなのか。そんな心配をよそに、類は再びピラフを掬い上げた。

（あれ？　反応なし？　もしかして口に合わなかったかな？）

　もぐもぐと静かに食べる類は、トマトアボカドサラダにも手を伸ばした。それは味付けもなにもなく、バジルソースをかけただけなので不味くはないはずだ。しかしそれも無言で食べている。

　沙莉は気になって類の顔をちらちら見てしまう。何度かそうしていたとき、フッと目が合った。

「あの、類……？　どう？　おいしくない、かな？」

　心配顔で様子を窺い、思わず作り笑いをする。味見をしたときは丁度いいと思ったのだが、薄味過ぎただろうか。

「う～ん……最高に美味い！」

　類がにっこり微笑んだ。どうやらからかわれていたらしい。ホッとして体の力が抜ける。

「もおお～！　口に合わないのかなって思ったじゃないっ」

「あはは、沙莉の色んな顔が見られてちょっと楽しかった。味は最高」

　能天気にそう言われて、腹立たしいやら嬉しいやら、どんな顔をしていいのか分からなくなった。

「なにか飲み物持ってくるけど、ピラフとサラダに合うのってアルコールじゃないよね」

「いや、別になんでも平気だよ」

　類がスプーンに山盛りのピラフを乗せ、それを大きな口を開けて口に入れていく。自分が作った料理を類が食べている実感はじわじわやってくる。

　沙莉は厨房に戻り、ワインセラーを開ける。なにがいいかなと迷った挙げ句、ブルゴーニュ産白ワインのハーフボトルを選んだ。グラスに三杯くらいなので、開けてもすべて飲み干せるだろう量だ。

「類、これならどうかな？」

　厨房から戻ってきた沙莉は、ワイングラスとボトルをカウンターに置いた。

「グラスはひとつだけ？」

「あ、私はまだ店を閉めたりしなくちゃだし、類が食べたあとも後片付けしなくちゃでしょ？」

　一緒に飲みたいのはやまやまだが、完全に終業とは言いがたい感じだ。アルコールに弱いわけではないが、さすがに酔ったせいで皿を割ったりしたら目も当てられない。

「うん……でも、ちょっとだけ付き合ってよ。ひと口だけ」

　類からの甘い誘いにぐらついた。ダメ押しは、この料理すごくおいしいからさ、という褒め言葉だった。

（ずるい、すごく……ずるい）

　そう思いながら、沙莉は棚からワイングラスをひとつ取った。フロアに戻ると、類がワインボトルを手にしてにこにこと機嫌がよさそうである。早くグラスに注がせて、とそんな素振りを見せた。

「ねえ、私まだ、仕事中だから少しだけしか付き合えないよ？」

「いいっていいって。ほらグラスをこっちに向けて」

　類の隣に座った沙莉は、類の手にしているボトルに向かってグラスを傾ける。芳醇な香りの、薄らと緑色がかった液体が沙莉のグラスを満たしていく。

「じゃあ、気持ちだけもらうね」

　グラスを軽くぶつけ、沙莉も類もひとくち飲む。空腹にアルコールが染みていくのが分かる。そういえば夕食は少ししか食べていなくて、今さら自分が空腹なことに気付いた。

「沙莉もサラダ食べなよ。これおいしいよね」

　類がフォークでアボカドを小さく切り、それを掬い上げる。自分の口に運ぶのかと思いきや、沙莉の顔の前で止まった。

「え？」

「はい、口開けて。あーん」

「あ、あ、あーん……？」

　沙莉の顔に一気に熱が集まる。目の前には類が差し出すアボカドがあり、早く口を開けてと目で催促してきた。

「恥ずかしくないよ。誰も見てないから。ほら、口を開けて」

　沙莉はゆっくりと口を開く。そこに類の持つフォークが触れて、アボカドが口の中へ入ってくる。類の目を見ると、まるで誘うような視線で沙莉の唇を凝視していた。沙莉の心拍数は自ずと上がる。触れているのはフォークなのに、まるで類の唇のような気がしてならなかった。

「ね、おいしいよね」

　類が屈託のない笑みを浮かべて聞いてくる。沙莉は口を動かしながら小さく何度も頷き、照れているのを誤魔化すように白ワインを流し込んだ。

「あのさ……」

　類との間にある空気が色っぽさを含んだとき、少し沈んだ声で類が話し始める。

「沙莉、彼氏はいないって言ってたけど、それは本当だよね？」

「え？　うん。いないけど、なんで……？」

　類がなぜか念押しするように聞いてくる。ワインをひとくち飲んだあと、言いにくそうにして類が口を開いた。

「俺が今から提案する内容が、ちょっと関係してるから」

　遠回しな言い方にきょとんとして、胸の内がそわそわし始める。告白されるのか、なんて自分に都合のいいように考えて、まさかそれはない、とまた自ら打ち消す。

「沙莉に彼氏がいないなら、俺の偽彼女になってくれない？」

　一瞬、なにを言われたのか分からなくて、沙莉は再び固まった。

（偽？　彼女？　どういうこと？）

　疑問が次々と頭の中に浮かんでくる。類がなぜそんな提案をしてくるのか理解できない。彼氏はいないよね、と念押しして聞かれたところで、沙莉が類に気持ちを伝えるか、またはその逆のタイミングだと思ったからだ。それなのに……。

「あの、沙莉……俺の声、聞こえてる？」

「あ～、えっと、あの、言ってる意味があんまり、よく分からないんだけど」

　沙莉の返答に類が少し焦ったような笑みを浮かべた。テーブルに肘を付いて僅かに首を傾げ、類が自分の前髪を弄っている。

「そう、だよな……。んっと、こんな頼み事できるのって沙莉くらいしかいなくてさ」

「に、偽……って、どういうこと？　嘘ってことだよね？　えっと、どうして……？」

　類と同じように首を傾げると、視線が交わって数秒見つめ合った。

「俺、実はストーカーの女に狙われてるというか……外堀から埋められてるというか、ちょっと不味い状況なんだ」

「狙われてる？　類が？　それ、ファンじゃなくて？」

　類はアイドルなので過剰なファンがいるだろうし、スタジオからの出待ちだっているだろう。それでもストーカーという言い方が気になった。

「ファン……なんだろうけど、でもなんて言うか、ちょっと種類が違うんだよな」

「それと、私が類の偽彼女になるのとどう関係があるの？　さっきからはっきりしないから分からないよ」

「ああ、うん。ごめん。えっと……晴菜って知ってる？　アイドルから女優に転向した人なんだけど」

「え、うん」

　まさか類の口から晴菜の名前が出るとは思わなくて、ドキンと心臓が跳ねた。ほんの数時間前、検索して晴菜のブログを見たばかりだ。

「その晴菜って子が俺のファンらしくて、そこまではいいんだ。別にファンの一人なら」

　でも、と類が言葉を切った。

「そうじゃなくなってきてて、俺と関係がある、みたいな発言をし始めたんだよ。俺の住んでるマンションに引っ越して、毎晩部屋に入り浸ってるとか、名前を出さないのは本気だから、とか、そういうデマを言い回ってる」

「それって……ブログとかにも書いてたような、気がする」

「あ、沙莉も見たのか？」

「今日……私も読んだよ。全部じゃないけど、でも記事のほとんどはＬＵＫＡに関する内容だったね」

　沙莉の言葉を聞いた類が、深いため息をついて両手で頭を抱えた。さっきまで料理を口にしながらうれしそうにしていた笑顔が消えている。眉間に深い皺が走り、とても辛そうに見えた。

「それなんだよ……。さすがにブログには詳しくは書いてないだろうけど」

「見た感じはＬＵＫＡのファンで追っかけって感じに思えたよ。女優さんなんだよね？　楽屋で一緒に写真を撮ってたけど、あれって……」

「押し切られて……周りの目もあるから強く拒否できなかった」

「お互いの事務所とかマネージャーさんとかには相談したの？」

「ああ、したよ。事務所からもマネージャーからも注意は受けてるらしい。うちの事務所も強く出られたらいいんだけど、向こうはかなり大きな事務所で力もあるから、なかなか難しくて」

「でも、被害者は類なのに、それでも強くは言えないの？」

「なかなか言えないんだよ。ストーカー規制が厳しくなったからといっても、今のところは実害はないからさ。だからまぁ、避けられるときは避けてるけど、コンサートの控え室に突然来られたら回避できずだよ」

「そうだったんだね。晴菜さんのブログは読んだ？」

「怖いから読めないよ。なんでも自分の都合のいいように書くし。事務所とかはチェックしてるみたいだけど、神出鬼没で予測なんて無理だ。じわじわと外堀から埋められてる気がして恐ろしい」

「私が類の彼女になったら、彼女はあきらめると思う？　私は逆にもっと執着しそうな気がするんだけど……」

　好きな人に彼女ができたと知ってあきらめる人と、奪い取ろうとする二種類に分かれそうだな、と沙莉は思った。

　あのブログの書き方を見る限り、晴菜が前者なわけがない。気が強そうで物事をはっきりいう性格のようだし、自分の欲しいものはなんとしてでも手に入れたい、という類いの女性に思える。かといって、ここで類の申し出をすぐに断るのも気が引けた。

（嘘でも、類の彼女になれるんだ……）

　そちらの方に興味を惹かれ、沙莉の心は揺れた。もしここで沙莉から告白して玉砕するくらいなら、偽彼女になって実際の距離を近づけた方がいいのでは、と損得勘定が生まれてしまう。

「こんなこと沙莉にしか頼めなくて。外部の人を使ってもいいけど、偽彼女だって情報がバレる確率も高い。周りには本物だと思わせないと意味がないからさ。それに、見ず知らずの女性より、沙莉の方が……俺はいいかなって」

　俯き加減で考えていた沙莉は、パッと顔を上げた。

「類は、本当にいいの？　私でいいの？　だって偽物だって、その……彼女って立場になるし……」

　照れ隠しをするように視線を泳がせながら、遠慮気味にそう聞いてみる。

「いいって言ってるじゃん。相手が沙莉じゃなかったら、多分ぎこちなくなると思う。それに嫌な人と再会初日にあんなことしないよ」

　類がからかうような口調と、色気を含んだ目で沙莉を見つめる。これはＬＵＫＡがコンサートでファンに向ける視線と同じだ。

「あんなこと……って」

　類が変なところで得意げな顔を見せるので、沙莉は思わず吹き出した。

「よかった……笑ってくれた。俺、かなり失礼な依頼してるから、さすがに怒られるかもと思って心配だった」

「失礼だって意識はあるんだ」

　沙莉も負けずに笑って反撃をすると、類はきまり悪そうな顔を見せた。だが沙莉は、どんな表情でも類は絵になるな、とこんなときなのにのんきなことを考える。

（ほんとに私、類に関しては結構……重症なのかも）

　場の空気が和んで、類が安堵したような息を吐きながら、やんわりと微笑んだ。

「それじゃあ、ＯＫでいい？」

　類の提案をＯＫする前にひとつだけ聞いてみたい。体の関係を持ったのはなぜかということだ。喉元までそれが出かかったが、それは自分にも跳ね返る疑問だった。告白する勇気はないくせに、体を繋げた理由だけを聞くのはフェアではないだろう。

「沙莉？」

「……うん。いいよ。っていうか、類の事務所はアイドルの恋愛ＯＫなの？」

　基本的な疑問が浮かび上がる。アイドル恋愛禁止はよく耳にする。

「うちの事務所は恋愛禁止ではないよ。公にはしてないけど、常識の範囲でって感じかな」

　どことなく類の表情がぎこちない。やはり類自身もこういう頼み事をするのは気が引けるのだろうか。

「そっか。分かった。頼んできたのが類じゃなかったら、きっと断ってたかな。だってあまりにも突拍子ないお願いだもん」

「まあ、そうだよな。でも、引き受けるって言ってくれてありがとう」

　安堵したように類が微笑んだ。その笑顔は子供の頃の懐かしさを漂わせて、沙莉の胸をきゅっと締め付ける。

　アイドルＬＵＫＡとは違うプライベートな姿を見られる。それは類でもあるのだが。

　告白はできなかったけれど、今はそれでいい。偽彼女から本当の彼女になれるように頑張るだけだ。

「偽彼女、頑張るけど……でも、晴菜さんからはちゃんと守ってよね？」

「任せろって。これで堂々と外を一緒に歩けるな。これからよろしく」

　類に握手を求められて、沙莉はためらいなくそれを握った。

　しかし偽彼女としてどのくらいまで類と距離を保てばいいのか、それが分からず少し不安になる。

（偽物だってなんだって、類の本当の彼女になれるなら頑張る）

　沙莉がそんな決意をしているとも知らず、類は手にしたワイングラスに口を付けていた。







　沙莉が偽彼女になって数日後、類が店にやって来た。まだ店内には数組の客が食事中だったのだが、人目を気にせず沙莉に会いに来たのは想像がつく。

「ねえ、あれってＬＵＫＡでしょ？　なんでこんなとこにいるの？　ロケとか？」

「やだ、ＬＵＫＡだ！」

　類が入ってくると、一瞬で店内がざわついた。さすがに近寄って行って握手を求める人はいなかったが、遠巻きにみんなが注目している。こっそりとスマホで撮影している人もいた。早速、ＳＮＳにアップされるのだろうかと思いつつ、営業用の笑顔を貼り付ける。

　彼は白と黒のボーダーニットセーターに黒のスキニーパンツというラフな格好だ。セーターの中には白いシャツを着ているのか、襟ぐりからそれが覗いている。頭にはブラックベースにベーシックなグレンチェックの、上品な中折れ帽を被っていた。

　外は陽が落ちて真っ暗なのに、まん丸なサングラスまでかけている。普通の服装なのに、類が身に着けていると雑誌から飛び出して来たような雰囲気だ。

「いらっしゃいませ。お一人ですか？」

　沙莉は他の客と同じような対応で類を迎える。それなのに類は周りの反応なんて気にも留めないで、沙莉を目がけて真っ直ぐ歩いて来た。こういうところは昔と変わっていないなぁと思ってしまう。

「一人だけど、閉店後に沙莉が付き合ってくれるなら、二人になれるかも」

　沙莉の耳元に顔を近づけた類が、意味深にそう呟いてくる。仕事モードだった沙莉だが、類に触発されて思わず素に戻りそうになった。

「あっ……あの、奥の席にどうぞ……」

　周囲の視線が刺さるのを感じながら、類をなんとか席に案内した。他の人からは見えないよう、オーダーを取る素振りで席に着いた類の前に立ち、にこにこしながら沙莉を見上げてくる目立つ客を睨んだ。

「あれ？　なんか怒ってる？」

「いいえ、怒ってません。ご注文はどうされますか？」

　ムッとした顔で注文を聞くと、沙莉を見上げていた顔が満面の笑顔になった。

「怒った顔も、かわいいね」

　必死に仕事モードを保とうとしているのに、アイドルの笑顔ひとつで簡単にそれを崩してくる。必死に唇を噛み締めて、沙莉はにやけそうな顔を我慢していた。他の人には見えないとはいえ、あからさまなアプローチにどうしていいのか分からなくなってしまう。

「注文は……どうされますか」

「あ～じゃあ、これと、これ……」

　テーブルの上のメニューの写真を順番に指さしていく。沙莉はメニューの名前を復唱して、くるっと踵を返した。すると近くに座る客と目が合って、沙莉は思わず頬を引き攣らせて微笑んだ。

（もうっ……類のばかっ）

　真っ赤な顔で厨房にいる北川にオーダーを伝えると、いつもはなにも言わずにオーダー用紙を受け取る彼が、今日に限って沙莉を見つめてくる。

「な、なに？　どうかした？」

「さっきの人って、なんですかね？　やたら他の客が騒がしかったみたいだけど」

「え、ああ。そうだね」

「それにあの人、芸能人みたいに格好いいですね」

　北川はＬＵＫＡを知らないらしい。彼の質問にどう答えればいいのか一瞬だけ思案する。

「あ、友達……かな」

「そうっすか」

　北川が額の汗をタオルで拭い、オーダー用紙を持って厨房に戻って行った。表情は変わらないままだったのであまりよく分からなかったが、北川が興味を持つなんて意外である。

　閉店までの間、類はなにかと沙莉にオーダーをしてきて、そのたびにヒヤヒヤさせられた。結局、類は食事だけを済ませ、閉店前に帰って行った。それはそれで少し残念な気もしたが、ＬＵＫＡだとバレていたのに店内が大混乱にならなかっただけよかったと思う。

（まあ、いいけど。ちょっと寂しいな）

　我がままな感情が顔を出したが、類が帰ってからも沙莉は忙しくフロアを歩き回った。

　類が来たその日から、アイリスはいつも以上に混むようになった。ランチのときは普段でも混雑する。なのに目に見えて女性客が増えたし、夜も常に満席なのだ。その原因を作ったのは他でもない類である。

　そして類が頼んだメニューがＳＮＳに出てしまい、そればかりが片寄ってオーダーされるのだ。店の中は連日女性客で埋まっていて、沙莉は忙殺の渦に飲み込まれてしまっていた。

　片手に料理の載った皿を二皿ずつ持ち、テーブルの間を何度も行き来する。

（もう死にそう……休憩させてよ～）

　沙莉だけではなく、他のスタッフも同じように大忙しである。体を動かしながら、類に偽彼女の提案をされたときの会話を思い出していた。

　──晴菜を諦めさせるため、俺に彼女がいるって知らせたい。口頭で伝えるだけじゃなくて、現実であると分からせたいんだ。

　真剣な面持ちで類が説明した。事務所から聞かされても晴菜は信じないだろうと言うのだ。だから信憑性を持たせるため雑誌にスキャンダルとしてスッパ抜かれれば納得すると考えたらしい。

　──でも、雑誌のスキャンダルで信用するかな？

　──写真付きでスキャンダルされて、それを俺の事務所が認めたら？

　そんな思惑をニヤリとした企みの笑みを浮かべて類は言ったのだ。その提案には驚いたが、偽彼女をＯＫしたので類の提案を受けるしかない。写真を撮られるのは緊張するが、沙莉は覚悟を決めた。

　それなのに、三日おきにアイリスへ足を運んでいた類が、ここのところぱたっと姿を見せなくなった。それなのに店にやってくる女性客はＬＵＫＡに会いたいがため、健気に通ってくる。

（いつ来るかも分からないＬＵＫＡを待つなんて……すごいよね）

　ほとんどの女性客はちゃんと食事をしていってくれるのでなにも言わない。だが、たまに男性客一人でいかにも雑誌記者のような雰囲気の、カメラを持った人も来るので気になってしまう。

「あの、すみません」

　オーダーを取り厨房へ戻る沙莉に声をかけてきたのは、まさにそんな風貌の男性だった。白のワイシャツに紺のスラックス。年齢は若そうだが眼光に鋭さがある。テーブルにはカメラがあり、大きな黒バッグを足元に置いていた。

「はい。追加注文でしょうか？」

　テーブルにはアイスコーヒーだけしかない。食事をする様子もないし、酒を注文する様子もない。誰かと待ち合わせという感じでもなくアイスコーヒーの注文だけだ。

（この人、絶対ＬＵＫＡを待ってるんだろうな）

　心の中でそう思ったが、微塵も顔に出さずに笑顔で接客する。

「いえ、あの……このお店によくＬＵＫＡが来るって聞いたんですけど、いつも何時頃に来ます？」

　直接的な質問だな、と思ったが、正直、類が何時頃に来るかは沙莉にも不明だ。最近は閉店間際だったし、その前はランチの時間が終わる前に来た。きっと仕事の合間に来ているのだろうとは思うが、沙莉だって予測不能だ。来る前にメールのひとつも来ないのだから当たり前である。

「いや～時間は特に決まってませんよ？　来る日もバラバラなので仕事の合間に来られてるんじゃないですかね？」

「そうですか……。で、いつもＬＵＫＡは一人で来てるんですか？」

　もう質問は終わりだろうと思って歩き出そうとした沙莉を、その男が再び呼び止める。手には他のテーブルのオーダー用紙を持ったままで、このままでは仕事にならない。

「あの、そういうご質問にはお答えできません。それに私、あまりよく知らないので」

　そういって沙莉は男のテーブルを離れた。背後でなにか言っているようだったが、もう構っていられない。そういう客が増えてくると厄介だなと思いながら、厨房にオーダーを伝えた。

　アイリスがＳＮＳに出て十日が過ぎた。店の周辺は相変わらず落ち着かず、店は繁盛している。類は店には来なくなり、沙莉も類も仕事が忙しく、もっぱらメールか電話で話していた。店に直接来るより安全といえば安全だ。なにより、仕事中に沙莉の気が散らない。

　それからもう一つ変化があった。昼も夜も仕事に入っていた沙莉だったが、遠山がシフトに関して一案を出してきた。

　佐伯を副店長に引き上げ、さらに昼のシフトを中心に入ってもらう。沙莉は土日を含む夜のシフトを主に受け持ち、一人にかかる負担を減らすというものだ。

　──昼と夜の間に三、四時間休憩があるとはいえ、沙莉ちゃんは働き過ぎだからさ。

　確かに労働時間も長いしハードだ。ここ最近は特に。遠山の配慮に感謝である。

　佐伯は仕事の飲み込みも早く、今まで一人で回していた仕事を二人で分担すれば沙莉の負担はかなり軽減する。

　その効果はすぐに表れた。いつも疲労の色が顔に出ていた沙莉だったが、今は店で見せる笑顔もかなり元気になった。だがＬＵＫＡを目当てに記者が客として姿を見せ、その対応をするのはさすがに疲れる。佐伯からは昼にも記者っぽい人が来ている、と聞かされてはいたが、ここまであからさまとは……。店を追い出すほどの態度ではないのが歯がゆい。そろそろ遠山に報告をしなければいけないだろう。

　そんなＬＵＫＡ効果で、最近は夜も閉店が早い。食材が閉店時間まで持たないのだ。いつもより多く在庫を仕入れているが、冷蔵庫に入る分量は決まっているので、もうどうしようもない。

　早めに終わるのはいいが、忙しすぎるのと記者らしい人の対応をどうするか考えながら仕事をしていると、ゴミ出しを終えた北川が正面入り口から帰ってきた。

「あの店長、お客さんです……」

　前に来たすごい格好いい人です、と北川が後ろを振り返る。恐らく北川はクローズの看板も出してくれただろう。それでも入ってくるなんて、と沙莉はため息を吐きながら立ち上がった。

　北川が店内にその客を招き入れる。姿を見せたのは見知った顔だった。ひと目で類だと分かり、鼓動があからさまに跳ね上がった。

「あれ？　今日は早くない？　なにかあったの？」

　沙莉と同じ白いシャツに黒のジーンズ。肩からブラックニットを羽織っている。カジュアルなアイボリーのシューズと大きく開いた胸元にはシルバーのプレートネックレスが光っていた。

「うん。お店の食材が底を突いちゃって、今日はおしまいだよ」

「そうなんだ。繁盛してるね。でも、ある意味……タイミングよかったかも」

　北川が近くにいる手前、この忙しさはＬＵＫＡのせいだよ、とは言えなかった。

（タイミングよかった？　何かあるのかな？）

　類がアイリスに来たのは食事のためではなく、他の目的があるのかと沙莉は察した。北川は厨房の掃除をするので、と奥へ行ってしまい、フロアには類と沙莉が残される。そんな沙莉に、類が沙莉にグッと近づいて来た。驚いて一歩下がると、腰の辺りにテーブルの縁が当たる。

「な、なに？」

「お店が終わりなら、今から俺とデートしない？」

「へ？」

「だって、夜が深くなるまでまだ時間があるだろ？　だったらいいじゃん。沙莉は俺の彼女なんだし」

　悪びれる様子もなく言いきった類が、にっこりと満面の笑顔を浮かべる。アップで見せつけられた、類の胸キュンな表情に沙莉は打ち抜かれた。

「に……偽物、だもん……私」

「顔真っ赤、かわいいね。照れてるの？」

　アイドルから昔のいたずらっ子のような顔が現れる。からかわれたのだと知ってムッとしたが、厨房に北川がいるのを思い出し、喉元まででかかった声を我慢した。

　北川はＬＵＫＡを知らないようだし、芸能人に興味がなさそうなのでよかった。きっとＬＵＫＡと沙莉が幼なじみだと知ったら、さすがに驚くだろう。

（どうしよう、北川くんだけにして帰るわけにもいかないし）

　そわそわしながら厨房の方を振り返り、すぐに思いついた。沙莉はポケットに手を入れて自宅の鍵を取り出す。

「じゃあ、これを渡しておくから、家で待っててくれる？　まだ掃除とかも残ってるし、今すぐは行けないよ」

「そっかぁ。俺、明日の早朝からまた仕事だから、少しでも会いたくて来たんだ。早めに終わってるから期待したのになぁ」

　これ見よがしに誘惑された。ぐらぐらと決心が揺れて、すぐにでも類と店を飛び出したくなる。

（ああ……だめだ。ここで投げ出せない）

　欲求を我慢して、沙莉は家の鍵を類の手に握らせる。

「ごめん。私は店長で責任があるの。類にも仕事で責任があるように。だから途中で投げ出せないの。でももし類がいいなら、私の家で、待ってて欲しい」

　きゅっと唇を引き締めて類を見上げた。これでヘソを曲げて類が帰ってしまうなら仕方がない。全部を放り投げてここを離れるのは無理だ。

「はぁ、そう言うと思った。それが沙莉だよな。責任感が強くて、それを投げ出さない。実は断られるかなって思って言ったんだ」

「え……そうなの？」

　類の言葉で一気に肩の力が抜けた。しかし類に渡した鍵はまだ彼の手の中にある。

「これ、返した方がいい？」

「返してよ。それがないと家には入れないもん」

「俺用にもう一本欲しいなって言ったら、怒る？」

　類が目の前で沙莉の家の鍵を揺らす。合鍵を欲しいと言われているのを理解するのに、たっぷり三秒はかかった。

　今まで合鍵なんて渡すほどの相手は一人もいなかった。偽彼女という立場だったとしても、それが類ならそれだけでうれしいかった。

「お、怒らない。怒らないよっ。今度、作っておくから、うん。平気」

「平気って、それなに？」

　類が声を上げて笑う。それにつられて沙莉も思わず笑ってしまった。そして再び自宅の鍵が沙莉の手の中に戻ってくる。

「分かった。残念だけど今日は仕事場に戻るよ。実は休憩するってマネージャーに言って抜けてきたんだ」

　ついこの間、失踪騒ぎを起こしたばかりなのに、と思ったが、彼の口調でそれが冗談だと分かる。きっと沙莉が気にしないようにそんな風に言ってくれたのだ。

「じゃあ、早く行って。私も作業に戻らなくちゃ」

　せっかく会えたのに、ほんの少ししか話せなかった。またしばらく顔が見られないのだろうか。今まではテレビ越しに眺めるだけで満足していたのに、最近は我慢ができなくなっている。

（ちょっと贅沢になってるかも。人って欲深いよね）

　類が手を振りながら店を出て行く姿を見つめ、寂しさと切ない気持ちが混ざり合った思いで見送るのだった。







　昨夜、シフトの大半は夜に入ってるよ、と沙莉は類にメッセージを送った。店にいないときに来たら会えないし、電話やメールも、仕事中は取れない。なのでシフト表を類に送るのが一番いいと思ったのだ。

　玄関のインターフォンが鳴る。沙莉は眠いながらもベッドから体を起こし立ち上がった。

「誰よ……私の起きる時間は、遅いんだってば……」

　時計を見ると朝の九時過ぎだ。夜シフトに入っている沙莉が起きるのは昼十二時近い。眠い目を擦りながらインターフォンのボタンを押した。

「……はい」

『沙莉、俺だけど……寝てた？』

　画面に映し出されたのは類だった。一瞬で目が覚める。そして自分の格好を確認して青ざめた。

（なんでこんな時間に来るの！）

　確かにシフト表を送ったが、こんな寝起きを不意打ちされるとは思わなかった。

『ねえ、開けてよ。この時間、人が通るんだ。……沙莉？』

「あ、うん！　ちょっと待って！」

　慌てて洗面所に飛び込んだ。髪を梳かしてテーブルの上に置きっぱなしのミントタブレットを口に放り込む。パジャマを着替える時間はなさそうだ。

　急ぎ足で玄関に向かい施錠を外した。開いた扉の向こうにはいつもの変装した類が立っている。左右を見て誰もいないのを確認した彼は部屋の中へ入ってきた。

　白のサマーニット帽を被り、黒のスキニーパンツに黒いシューズ。ジャケットの下にはサマーニットが見える。その胸元には、さっきまでかけていたであろうサングラスが引っかかっていた。

　ジャケットの袖は肘辺りまで折り返され、左手首には茶色いベルトのシンプルなデザインの時計が光っている。

　類は会うたびに服装が違う。シックだったり派手だったり。普通の人が着ればダサくなりそうなデザインのものでも、彼のスタイルと顔のおかげでおしゃれに見えるのだ。

「沙莉、やっぱり寝てたんだ」

　類に声をかけられるまで、そんなスタイリッシュな姿に目を奪われていた。

「あ、うん。寝てたよ。夜シフトのときはだいたいお昼まで寝てるかも。ごめん、部屋が散らかってて……。私も、こんな格好でごめん」

　沙莉はバタバタと部屋の中を片付ける。テーブルの上にはドライヤーやブラシ、鏡やらノートパソコンなどが出たままだ。キッチンは昨夜の食器がそのままだし、洋服は脱ぎっぱなしである。

「女子の部屋って……常にこんな、感じ？　前とはかなり違うよね」

　まじまじと見られて恥ずかしい。いつもはこうじゃない、と言いたいところだが、普段からそう変わらない。特に夜シフトになったので朝は昨夜の名残がそのままである。

「あんまり見ないで！　突然来るから、私なにも、片付けてなくて……」

　そう言いながらその辺りの洋服を回収する。そしてクローゼットからいくつか洋服を取り出して洗面所へ向かった。寝起きでこんなに素早く動くのは初めてである。

（私、心臓爆発しそう……）

　急に類が来たので驚いたのと、寝起きで忙しなく動いたので体が驚いているようだ。

　着替えた沙莉が戻ってくると、類は勝手にテレビを付けて寛いでいる。しかし彼の尻の下にあるのは拾い損ねた下着だ。

（嘘でしょ！　なんであんなところに！）

　洗濯物をベランダから取り込んで、こんもりとした山になっていたのを今しがた腕に抱えてクローゼットに放り込んだ。その中から零れ落ちた一枚だろう。

「ごめんね、部屋……散らかってるよね」

「別に。これが沙莉の日常かなって思うと俺は嬉しいな。合鍵を早くくれたら、たまに片付けにくるけど？」

　にやにやといやらしい笑みを浮かべた類が、わざとらしく言ってくる。合鍵を渡すというのは、自分のいないときに好きに類がこの部屋に来て、沙莉の生活のすべてを見られるということだ。浮かれすぎて失念していた。

「あの、ちょっと合鍵の件も考えさせて……」

「え！」

　素に戻った沙莉がテーブルの上にあるものをひとまとめに抱えて、クローゼットの中へ突っ込む。そして類の尻の下にある下着をどうやって取るか考え、勢いしかない、と決めて振り返った。

「なんか、尻の下にある……あれ？　これ、沙莉の……」

　類の右手にあるのは沙莉の下着だ。ぱらりと広げられた布は薄いピンクでフロントにレースがあしらわれている下着だった。洗濯済みとはいえ、至近距離で見られるのはとんでもなく恥ずかしい。

「きゃあああああ！　まじまじ見ないで！」

　飛びつくようにして類の手から奪い取った。驚き顔の類がにやっと笑い、かわいい、と呟いた。

「か、かわいくないよ！」

　沙莉は慌ててそれもクローゼットに突っ込んだ。心臓がばくばくと打ち、裸を見られるより恥ずかしさが大きい。

「前のとは少し違うのかな？」

「ま、前と同じ感じの……だよ」

　沙莉は顔を真っ赤にしてそう言いながらクローゼットの前に座り込んだ。

「なんでそんなところにいるの？　こっちに来なよ」

　類が自然な仕草で手を伸ばしてくる。今はまだ全身に羞恥が張り付いているような気がしてその手を取れない。もじもじしながら戸惑っていると、類が傍までやってくる。類の手がゆっくりと沙莉の頬に触れた。ピクンと反応し、思わず目を閉じる。

「なに、そんなに恥ずかしかった？　顔が真っ赤だよ。沙莉、かわいいね」

　類の整った顔が近づいてきた。キスをされると意識した途端、胸の奥がきゅんと鳴る。彼の唇は沙莉の額に軽く触れて、また離れて行く。

「今日は夜から仕事なんだ。沙莉と同じ。だからそれまで彼氏らしいことさせてくれない？」

「彼氏って……偽彼氏でしょ？」

　沙莉が茶化すように言えば、まぁね、と類が困ったような顔をする。しかしすぐに偽彼氏の甘いマスクに戻った。

「デート、しよ」

　ＬＵＫＡのときには見せない、甘い甘い綿菓子のようなふわふわした笑顔にときめいて、沙莉は言葉もなく頷いていた。

「それじゃ、沙莉も変装な」

「私も変装するの？」

　出かけるためにメイクを終えた沙莉は、鏡越しに話しかけてくる類に問いかける。

「うん。一応、変装はしないとすぐバレるでしょ？　そしたらそこでデートも終わっちゃうし。せっかくの初デートなのにつまんないだろ？」

　類がジャケットの内ポケットに手を入れて探っている。そこから白いものを取り出して広げて見せた。

「俺とお揃いのサマーニット帽」

　得意げに嬉しそうに微笑んでいる。まるでマジシャンのようで、再びジャケットの内側に手を入れた類が、今度はサングラスまで取り出した。

「これもお揃い」

「ふふふっ……なんだかマジックみたいで面白い」

　沙莉は思わず吹き出した。サングラスや帽子をジャケットに仕込んでいる姿を想像したらおかしくなったのだ。

「そんなに笑うなよ。お揃い、したくない？」

「ううん。したいよ」

　沙莉が言うと、ぎこちない手つきで帽子を被らせてくれた。適当に扱うのではなく、帽子の縁から出る髪の位置まで気にして、沙莉の耳にそっとかける。類の指先が耳に触れ、その感触にビクンと肩を揺らした。沙莉も手伝いながら帽子を被り、サングラスは頭に乗せられて類とお揃いになった。

「よし、いくか」

「うんっ」

　変装をして街に出るのは、いつもと違い気持ちが高揚している。類が隣にいるのもあるのだろう。

　沙莉はいつもと変わらずジーンズにスニーカー、そして無地の白い長袖シャツだ。味気ないにもほどがあるというスタイルである。それにサングラスとニット帽を被ったくらいでは、とてもおしゃれにはなれない気がした。

（気軽に、デートをＯＫしちゃったけど、今日はメイクだって適当だよ、私）

　傍に類がいたので、メイクも念入りに時間をかけられなかった。人に見られながらのメイクなんて経験がない。こんなに緊張するのかと手が震えた。

　外に出ると路面が濡れていた。いつ雨が降ったのだろうか。今は青空が出ているので、きっと通り雨だったのだろう。所々に水たまりができている。先を行く類の後ろに付いて、水たまりをぴょんと飛ぶ。

「で、どこに行くの？　電車には乗れないよね？」

「近くに車を停めてあるんだ。行き先は内緒」

　類が振り返り、両目が出るくらいまでサングラスを下げる。口元に笑みを浮かべたかと思うと、自然な仕草でウィンクを飛ばしてきた。類の小さな仕草ひとつにドキドキさせられていた。自然な仕草で伸びた手に、繋ごう、と誘われているのに気付いて胸がきゅんとする。指先が触れ合い、ぎゅっと握られる。

　足元には少し大きめの水たまりがあり、類はそれをぴょんと飛び越えた。沙莉もつられて小さくジャンプする。

「ふふっ、あははっ」

　思わず笑ってしまい、水たまりが近づくたびに二人で飛び跳ねる。たったそれだけのことが楽しくて、子供のようにはしゃいでしまった。

「そういう声、すっごいかわいいな」

　最後にやってきた水たまりは大きくて、沙莉は着地でバランスを崩す。繋いでいる手をグイッと引き寄せられ、沙莉の体はいとも簡単に類の腕の中に抱き込まれた。

「類が変なこと言うから、バランス崩したじゃない……」

　沙莉が照れくさくてどうしようもなくなるような言葉を口にする。それがどれほど沙莉を喜ばせるかなんてきっと知らないのだろう。

「だって、本当のことだから」

　類の何気ない言葉や仕草に胸の奥がきゅうとなる。何度も何度も、類に恋をしてその恋のヴェールが幾十にも重なっていくような感覚だった。

　水たまりにはしゃぎながら、しばらく歩いたところにある時間貸しパーキングにやってくる。そこには真っ赤なクーペが停まっていた。長めのボンネットに、流れるようなルーフラインが魅力的だ。この車ならどこにいても目立つこと請け合いである。

　エスコートされて助手席に腰を下ろし、フロントを回ってくる類を目で追った。沙莉はソワソワと落ち着かない。

（この通りはまだ人が少ないけど、大通りに出たら絶対に目立つよね。あ、その為のニット帽とサングラスか……）

　運転席に座った類が、さて行きますか、と楽しそうに言ってエンジンを始動する。ゴゥ……と低いエンジン音が響いて滑らかに車が走り出す。

（運転、上手いんだ）

　通りに出て少し走ったときにそう思った。誰かの車の助手席に乗った経験はあまりないが、前に付き合っていた男性の運転は荒かった。遠出した際には車酔いで気分が悪くなったし、狭い道でスピードを出す人だったので怖かったのだ。

「ねえ、どこに向かってるの？」

「渋谷。スタジオの近くにおいしいご飯屋さんがあるんだ。人気があるけど個室もあるから、店長さんにお願いしてチャージしてもらった」

　正面を向いたまま、類が滑らかなハンドルさばきで左折する。体を右に持って行かれながら、沙莉は類の横顔をこっそり見つめていた。

「渋谷って人が多そうだね。ＬＵＫＡだってバレたら騒ぎになりそう」

「そうだな。パニックは避けたいけど、少しくらいならバレてもいいよね」

　悪戯を思い付いたような笑みを浮かべて、類がアクセルを踏み込んだ。どうやら首都高に乗るようだ。妙な高揚感に気持ちがふわふわする。けれどそれはとても心地よくて、沙莉の口元には自然に笑みが浮かんだ。

　渋谷のインターで降りたクーペは、道玄坂方面に向かっていた。大通りから斜めに一本入った一方通行の道はグッと人通りがなくなった。Ｖ字に別れた道の鋭角部分がひらけていて、類がその駐車場へクーペを乗り入れる。

「着いたよ」

「あ、うん」

　車の中から店を見上げた。赤煉瓦作りの外壁に黒い看板がかかっていて、カリグラフィー風の英字でガーランドと店名が入っている。

　店は三階建てで、外壁の半分以上は緑の蔦で覆われていた。入り口は真っ白な観音開きのオシャレな洋風ドアで、その上に赤いテントが張り出している。壁から飛び出したブラケットは外壁を覆う蔦をイメージして作られていて、そこにもウッド調の小さな看板が下がっていた。

「かわいいお店」

　沙莉は店を眺めてほんわりしていると、不意に手を握られた。

「表の方は人が並んでて見つかるから、裏から行くよ」

「うん……」

　無意識に手を繋がれてドキドキしてきた。手汗がドッと出てきて、それを類に知られてしまいそうでよけい緊張する。裏口の非常階段もオシャレだ。上部がアーチ状になった柵の扉を開くと、螺旋階段が三階まで続いている。

　回りながら階段を上り、三階に到着した。白い扉を開くと、ハイカウンターの受付があり、制服姿の女性が立っている。

「海堂で予約した者ですけど」

　小声で類が言うと、ＬＵＫＡだと察した店員が一瞬だけ驚いた顔をした。しかし平静を装うようにして個室に案内してくれる。

　三階の窓際にあるこぢんまりとしたスペースだが、人目を遮断できるのでゆっくり食事が楽しめそうな場所だった。

　ダークブラウンの木を基調とした落ち着いた雰囲気の空間だ。テーブルも椅子も同じ色で統一されている。白い壁にかけられた植木鉢からホーランドアイビーの蔦が垂れ下がり、いいアクセントになっているようだ。

「あ、ここはイタリアンと和食が食べられるんだ」

「え、イタリアンと和食？　なんだか対極だね」

「ここのシェフは元々和食を出す店に勤めていて、その後、イタリアに修行に出たらしいんだ。和食もイタリアンも両方捨てがたくて、だったら二つ同時に出せる店にしようって、このお店をオープンさせたらしいよ」

「へえ、すごいね。どっちも楽しめるなんて得した気分」

　沙莉はメニューに目を落としながらうれしそうに笑った。

　様々な種類の野菜が入ったサラダは二人前でもボリュームがあった。一体、何種類の野菜を使っているのかと二人で数えて楽しむ。

「取り分けるね」

　沙莉はここぞとばかりに世話のできる女子をアピールする。小皿に食べやすいよう分けた。そのあとも出てくる料理を楽しみ、至福のひとときを過ごす。

　沙莉は飲食店で働いているのでそれなりに味にはうるさい。だが類のお薦めとあって料理の味は文句なしである。上品で主張し過ぎず、和と洋のいいとこ取りをした料理は絶品だ。

　一人でもまた来ようと思い、帰りに店の名刺をもらった。類の車の助手席で名刺を財布に仕舞っていると、嬉しそうだね、と声をかけられる。

「色んなお店を食べ歩いたけど、ここは初めて来たの。並ぶだけあるなぁって思った。でもちょっと値段は高いかな。気軽に通えるようなかわいい値段じゃなかったかも」

「まぁ、場所が場所だから仕方ないかな。でも気に入ってもらえたみたいでよかった」

「うん。ありがとう。それから、ごちそうさまでした」

　沙莉は丁寧に頭を下げる。今日は俺が誘ったから、と類が食事を奢ってくれたのだ。まるで本当にデートのようだと思った。しかし偽彼女として扱われていて、雑誌にスキャンダルされるのを待っているのだと気付いて、沙莉の心は冷静になってしまう。

「いえいえ。他にも沙莉を連れていきたいお店はいっぱいあるんだ。今度はドライブにだって連れて行きたいし……あ、そうだこれ」

　ダッシュボードからなにかを取り出して、正面を向いたままなにかを手渡してくる。車はゆっくりと走り始めた。

「これ、な……」

　類が渡してきた封筒に入っていたのは、アリーナのコンサートチケットだった。しかも関係者席の前の方である。沙莉は驚きすぎて頭が真っ白になる。そのチケットを見つめたまま、助手席で固まった。

「あれ……コンサートには興味なしかな？　もしかして、ＬＵＫＡには興味ないとか？」

　正面を向いて運転しながら、不安げな声で問われた。それにハッと気付いた沙莉は、長い睫毛を跳ね上げて類を見る。

「そ、そんなことないよ！　あまりに驚きすぎて、言葉が出なくて……なんていうか、私、いいのかな、もらっても」

「いいのかなって、仮にも俺の彼女なのに？」

　得意げな視線をこちらに流されて、その色気に胸がきゅうんと切なく疼いた。もしかしたら類は覚えていてくれたのだろうか。コンサートに招待するよ、と子供の頃に約束した言葉を。

「二枚あるから、友達と一緒に来てくれたらうれしいな」

「うん、行く。絶対に行くよ！　だってＬＵＫＡのコンサートチケットはそう簡単には取れないって有名だもん」

　沙莉はチケットを手の平に挟み、まるで拝むようにしてそれを顔の前へ持っていく。キスをするように唇に押し当てると、はぁ、と至福のため息を漏らした。

「よかった。喜んでもらえて。そのコンサートのときに、沙莉をみんなに紹介しようかな」

　類の声が弾んでいる。演技なのか本心なのか分からないが、今はただ本当の彼女のように扱ってもらえる奇跡がうれしかった。







　沙莉はコンサートのチケットをもらったと、友人の紅緒に話し、一緒に行かないかと誘いをかけた。電話口で叫ばれて、沙莉は鼓膜が破れそうな悲劇に見舞われた。だが大喜びで沙莉の誘いを受けてくれた。

　コンサートの日が近づくにつれて落ち着かなくなっていく。仕事が忙しくて、なにかを楽しみにカレンダーを見るなんてほとんどなかった。今は毎日カレンダーを睨み、コンサートの日を指折り数える。

（ああ～早く当日にならないかな）

　今日も家を出る前にカレンダーを見てしまう。待ち遠しい思いで仕事に向かう。今日はシフトの関係でランチタイムに勤務だ。ランダムに昼と夜が逆転したりするので、生活リズムを掴むのに少し苦労している。

　店へ向かう道すがら、ポロン、とスマホがメッセージの受信を知らせてくる。

『今日の夜、空いてる？』

　類からの確認メッセージだ。シフトを教えているが、ちゃんとこうして聞いてくれるようになった。

　沙莉は足を止めてすぐに返事を打つ。

『大丈夫だよ。今日は十六時に終わるかな』

　返事を打って数分後、時間指定と共に待ち合わせ場所の地図が送られてきた。仕事終わりに直接店に行くからそこで待ち合わせよう、と一文あった。

「インビジブル……なに系のお店だろう」

　店の名前を見た沙莉は類からのお誘いに嬉しくなり、外にいるのを忘れて口元がヘラッと緩んだ。

（いけないいけない、外だった。一人でニヤニヤしてたら変だよね）

　沙莉は頬に手を当てて歩き出す。しかしすぐに緩んでしまう頬はどうしようもなかった。

　いつもと変わらず忙しいランチタイムを乗り切り、最後のお客さんを送り出してホッとする。

「今日も忙しかったですね」

　厨房から白のコックコート姿の遊佐が姿を見せた。昼勤務は久しぶりなので、遊佐と仕事をするのもなんだか新鮮だった。

「そうだねぇ。ちょっと前よりはましになったけど、それでも毎日すごいね」

　すごいというのは、ＬＵＫＡ目当てでやってくる女性客の多さである。遊佐は北川と違ってＬＵＫＡがどれくらい人気があるのかを知っているようだった。本人が来たら変装していても分かりますよ、と妙な自信で言われた。なので類には昼間はお忍びでも来ないでねと念を押してある。

（あれだけ女性客がいたら絶対に誰か気付くだろうし、そしたら店内がパニックだよね）

　それをしたら類も沙莉の店に迷惑をかけると分かっているから、沙莉の自宅へ直接来るのだろう。

（そういえば、合鍵のことなにも聞かれないなぁ。もう忘れちゃったのかな。でも、やっぱり合鍵を渡すのはまだ早いよね）

　この間、突然やって来た類に部屋の惨状を見られてから、合鍵の件は話題に出さないようにしていて、聞かれても保留にしようと考えている。偽彼女なのに浮かれすぎているな、と反省した部分もあった。

　沙莉は家に帰ってきて、ずっと鏡の前に立っていた。類とのデートで着ていく洋服が決まらないのだ。

（これで変じゃないかなぁ。あまりに普段着過ぎてもだめだし。だからってすごくオシャレするのも、ねぇ……）

　普段、ジーンズとＴシャツという格好ばかりで過ごしているので、デートに着ていく服を持ち合わせていなかった。まるで大掃除をするかのように、クローゼットの服をすべて部屋に広げて選ぶ羽目になった。だがめぼしい服などありはしなくて、いかに自分が男性との交際から遠ざかり、自分に投資をしていなかったかを思い知る。

　普段はパンツスタイルなので、今日は頑張ってスカートを穿いてみた。黒地に大きなピンクの牡丹の花が散りばめられた柄で、膝より少しだけ短い。足を出すのも久しぶりだったので、なんとなく落ち着かなかった。

　上着はスモーキーピンクの七分袖カットソーだ。靴下も靴もシンプルな黒。これでも張り切って選んだつもりだが、オシャレ女子からしたら地味な普段着になるのかもしれない。

　ようやく服を決めてメイクを終え、足取りも軽く自宅を出た。電車を乗り継ぎ、六本木駅で降りた。大通りから一本入った路地には、マンションと飲食店が混在している。沙莉の目の前にはコンビニがあり、その斜向かいにはエスニック料理を提供する店が見える。そこを通り過ぎ足を止めた。そわそわと落ち着かなくて、沙莉は無駄に辺りを見回す。

　今回、類と待ち合わせしているのはそのエスニック料理屋から、二軒隣のインビジブルという店だ。黄色い看板には、オーストラリア大陸の形をした黒いマークがあり、その中に黄色で店名が書かれてある。営業時間やその他のコメントも全部英語だ。

　通りにはそこそこの人通りがあった。こんなところで待ち合わせだなんて、と思ったが、スキャンダルされるのを待っているのだから特に気にしないのかもしれない。

（スキャンダルってそれっぽい写真を撮って匿名で出版社に送れば、それでいいような気がするけど）

　よく、関係者からの話によると……などと使われる、その関係者が身内の可能性は多いのではないかと思っていた。こんな自然偶発的にスキャンダルを待つとは思わなくてなんだか不思議な気持ちだ。

　五分ほどそこで待っていると、手を背後からぎゅっと握られてビクッと体を強ばらせた。

「驚かせた？　ごめん。待った？」

　振り返るとそこにはうれしそうに笑う類の顔があった。類はシンプルな服装だが、相変わらずそのスタイルは様になっている。黒のテーラードジャケット、グレーのボーダーＴシャツ、麻混スラックス、そして黒のキャンバスシューズ。どこのブランドなのかは分からないが、ごくごく普通の服装だ。

（さすが、ＬＵＫＡ……）

　思わず心の中で呟いた。前に店へ顔を見せたときに被っていた黒ハットと縁の太い伊達眼鏡も、そのコーディネートにマッチして違和感はない。

「どした？」

　手を繋いだままの類が、こちらを窺うようにして顔を覗き込んできた。

「ううん。相変わらず、格好いいなって思っただけ」

　素直にそう口にすると、いつもならありがとう、と微笑んでくる彼が、顔を真っ赤にして驚いてこちらを見つめていた。それにつられて沙莉も顔が熱くなる。

「あ、ごめん、なんか……普通のこと言っちゃったかも」

「いや……ありがとう。うれしい。不意打ちでちょっと、照れた。でも、沙莉もかわいいね」

　手を繋いだままお互いに照れ、変な空気になってしまった。ぎゅっと手を握られて、沙莉はますます類の顔を見られずに俯く。しかしその手が離れたかと思うと、今度は肩を抱き寄せられ頭にキスをされた。

「行こっか」

　周囲の人が類をＬＵＫＡだと気付き始めたようだったが、今は胸の中から飛び出しそうなほど高鳴る心臓を鎮めるだけで精一杯だった。

　沙莉は類との時間を楽しみ、このまま『偽』が取れて、本物になればいいのにと心の中で今も願っている。偽彼女と偽彼氏はスキャンダルを待ち、その逢瀬は幾度となく行われた。





◆　　　◆　　　◆






　その日、沙莉はＬＵＫＡのコンサートが行われる会場に足を向けていた。場所は東京ドームだ。コンサートには生まれて初めて行く沙莉は、緊張が半端ではない。隣の紅緒に何度も落ち着いて、と言われる始末だ。

「着いたね」

「そうねぇ。久しぶりに来たなぁ東京ドーム」

「えっ、紅緒は来たことあるの？」

　驚いて彼女を見ると、んふふふ、とにやけ顔で沙莉の方を見てくる。彼女が誰かのファンでコンサートにまで足を運ぶくらい好きなアーティストがいると知った。

「まぁ、私が好きだったユン様はもう韓国に帰ってしまったけどね」

　どうやら少し前の推しは韓国のアーティストらしい。なんだか紅緒らしいなと思った。

「さて、開場したし、行きますか」

「うん」

　入り口付近にはものすごい人が集まっている。開場したためか、入り口での手荷物検査の列がゆっくりと動いていた。本来なら沙莉と紅緒もこの列に並ぶのだが、今回はそこが免除されるらしい。

　列に並んでいるのは若い女性ばかりだ。中には中学生くらいの子供もいた。改めてＬＵＫＡの人気のすごさを思い知る。彼女達の手には応援うちわが握られていた。テレビでよく見るものだ。

（私も、あれを作ってくればよかったかな？）

　どこで材料を買うのかも分からないが、作ったところで慣れていない沙莉は照れくさくて出せない気もする。

　沙莉が知っているのは映像の中のＬＵＫＡだけだ。家の小さなテレビで見る彼しか知らない。そういえば家で見たライブ映像の中で客席が映ったとき、彼女たちの手に握られていたサイリウムを思い出す。

　コンサートの臨場感や空気感、そういうのは今日初めて体験する。だから緊張と興奮の入り交じった気持ちが止まらなかった。

「ねえ、本当にこれですぐに入れるの？」

　二人で二つ折りになったチケットを広げて見ながら、内心不安になっている。関係者ゲートと書いてある方に近づいて、そこにいる係員にチケットを見せた。

「あの、ここから入れるって聞いたんですけど」

　手にしているチケットを見せると、係の人がそれを確認して沙莉と紅緒の顔を見る。そして後ろにあるテーブルの上のボックスからなにかを取り出した。

「こちら、関係者の方のみにお渡ししているＰＡＳＳです。中に入られましたら首から提げて下さい。これがないと関係者席に座れませんので」

　グリーンの紐の先に名刺サイズのクリアホルダーが付いている。その中にはピンクの紙に白文字でスペシャルと英語で書かれてあった。

「あ、はい。分かりました。ありがとうございます」

　それを受け取ってすぐに首から提げた。沙莉と紅緒は顔を見合わせてにっこり微笑むと、足取りも軽くホールの中へと入って行く。

　広いドームの中はすでにものすごい人が入場しており、温度管理はされているはずなのにその熱気で暑いくらいだ。

「もっと前かな」

「そうみたい」

　ステージの真ん前にある隔離されたエリアは、他と椅子の色が違っている。二十席ほどあり、数名の男女がすでに着席していた。沙莉たちと同じようにみんな首から関係者パスを提げている。チケットの番号を見ながら座席を確認して着席した。

　今回のコンサートのコンセプトは白と黒のプリンスらしい。全体的にそれっぽく演出されてある。舞台には大きくアーチ型にライトが設置されており、それに沿って階段のようなものが見えた。舞台の中央上には大きなスクリーンがあり、その向こう側には幾つもライトが下がっている。スクリーンの下には暗幕が微かに揺れて見え、そこから登場するのかもしれない。

　なによりも思った以上に舞台と席が近い。こんな間近までＬＵＫＡが来るのかと思うとドキドキしてくる。

「ち、近すぎ……」

　隣で紅緒が呟いた。彼女は舞台を見上げたまま両手で口を押さえている。心なしか瞳は涙で潤んでいた。

（そ、そんなにファンだったの？）

　紅緒がそこまでＬＵＫＡを好きだったとは知らず、その興奮ぶりに驚いてしまう。そうしているうちに会場にアナウンスが流れ、ライトが落とされる。

　始まりは唐突だった。

　ざわつく会場には、ＬＵＫＡのイメージカラーであるブルーのペンライトが光る。それを見た沙莉は、なにも持ってこなかった自分にガッカリした。しかし隣で自分の鞄を漁っていた紅緒が、はい、となにかを手渡してくる。

「これ、二本持ってきた。沙莉は持ってないだろうし知らないだろうからさ」

　このボタンを押して青にするんだよ、と教えてくれる。用意がよすぎる彼女にまた驚かされた。言われた通りにボタンを押してブルーに合わせる。それと同時に大音量で音楽が流れ始め、真っ暗な舞台には赤と青と緑のレーザー光線が飛び交った。

　会場は割れんばかりの歓声に包まれて、沙莉もみんなと同じように立ち上がった。興奮で胸が爆ぜてしまいそうだ。

　ＬＵＫＡが姿を見せると、よりいっそうの歓声が耳をつんざくようだった。

　王子様のような上下真っ白な衣装。白のシルクハットに白のマントまで着けている。衣装には金の縁取りがされてあるのか、ライトが当たるとキラキラ光を反射させていた。

　伴奏が始まり、ＬＵＫＡが優雅に歌い出す。バックダンサーとシンクロしながら、その視線が会場を見回した。

（あ……目が、合う）

　そう思ったとき、ＬＵＫＡがよく見せるクールな王子の微笑みで沙莉に視線を送ってくる。分かりやすくこちらにウィンクを飛ばしてきたが、沙莉の周囲の観客がギャー！　と悲鳴のような歓声を上げた。どうやらみんな自分にウィンクしてくれた、と思ったらしい。

（そうだよね。みんなＬＵＫＡのファンなんだもん。私も、だけど）

　沙莉はきっと自分にしてくれたんだと思いながら、曲のリズムに乗ってペンライトを振った。

　ＬＵＫＡはわざとらしく媚びるようなアイドルの笑顔はあまり見せない。しかし楽しくて自然に笑みがあふれる瞬間は、どこか情欲的でドキドキさせられる。

　アップテンポの曲はオーディエンスを上手く盛り上げ、しっとりとしたバラードは胸にじんわりと染みこむように聞かせてきた。

　スタンドマイクに両手をかけ、目を閉じてＬＵＫＡが歌う。客席ではゆったりとしたリズムで、青いさざ波のように光が揺れていた。




〝出会った頃の君はまだ幼くて

　恋がなにかも知らないでいた

　気持ちはどこかで繋がっていて

　再び引き合うその赤い糸を

　俺はずっと信じていた〟




　まるで沙莉に向かって歌っているような曲で、切なくて苦しくて胸の中をぎゅっと鷲掴みにされたような感覚になる。自然とあふれる涙は、一体なにを意味しているのか。分からないままＬＵＫＡの世界に引き込まれていく。それは会場にいるファンも同じようで、鼻を啜る音が聞こえてきた。

　曲と曲の間に挟むトークでは、ファンを笑わせたりもする。舞台の上で輝くＬＵＫＡはクールでいて、その中に激しいほどの情熱を秘め、がっちりとファンの心を掴んだ。

　アイドルＬＵＫＡを全身で感じた夢の二時間はまるで嵐のようで、瞬く間に終わってしまった。

　アンコールで何度もＬＵＫＡを呼んだのがついさっきとは思えないほどだった。

「はぁ～終わっちゃったね」

　紅緒が頬を赤くしながらうっとりと舞台を見上げてそう言った。彼女の目にはまだＬＵＫＡがそこに立っているのが見えているように思える。

「うん、終わったね」

　沙莉も紅緒と同様にぼんやりして席に座ったままだ。こんなに興奮したのははじめてかもしれない。耳の奥がジンジン痺れているようで、鼓動はまだ高鳴っている。

　会場のお客さんは出口へと向かう中、沙莉たちはその余韻に浸っていた。ついさっき電源を入れた携帯が震え、ハッとして鞄から携帯を取り出す。メッセージを開くと『類』と名前が表示された。

「あ、類からだ……」

　ぽそっと呟くと、舞台を見上げていた紅緒がパッとこちらを振り向いた。期待に満ちた大きな瞳が沙莉を見つめている。

「なんだって？　ＬＵＫＡ……あ、類くんだった」

　同一人物だが、ここではＬＵＫＡの名前を迂闊に出して会話をするのはまずいと、紅緒は気付いたらしい。

「なんかね、楽屋においでって言われた」

　紅緒の大きな瞳がさらに見開かれる。そして力強く沙莉の腕を両手で掴み、大げさな演技をする女優のように、行こう、と意気込みたっぷりの口調でそう言った。

　沙莉と紅緒は早々に荷物を持ち、会場から出るための人混みに揉まれる。二十分ほどかけて外に出ると、類のメッセージにある通りに進み、楽屋に通じる廊下に進む。そこで係の男性に止められたが、関係者パスで難なくクリアした。

「ああ、なんだかドキドキする」

　紅緒が自分の体を抱きしめるようにして胸の前で腕をクロスして、聞いてもいないのに、武者震いよ、と沙莉に告げてくる。そんな彼女を見てクスッと笑いながら廊下を進む。

　すれ違うスタッフは急ぎ足の人が多く、ぶつからないように壁沿いを進む。そして白い扉の前にやってくる。扉の横にはＬＵＫＡ様と書かれた紙が貼ってあった。このドアの向こうにＬＵＫＡがいると思うと緊張してくる。

（類に会うのだって緊張するのに、今日はＬＵＫＡなんだよね）

　そう考えて、以前に晴菜のブログで見た記事を思い出す。あのときはコンサートが終わってから楽屋に顔を出したと書いてあったので、もしかしたら鉢合わせするかもしれないと、そんな不安が胸に広がる。

　扉の前まで来て、ひと呼吸置いてからノックする。するとすぐに返事があり、沙莉はゆっくりドアを開けた。

「あ、沙莉！　来てくれたんだね！　待ってたよ」

　ソファに座って寛いでいた類が、向日葵のような笑顔を向けて立ち上がった。舞台の上ではクールに観客を魅了していた彼が、まるで別人のようである。

「コンサート楽しんでくれた？」

「うん、すごくよかったよ。感動しちゃった」

　類は舞台の最後に着ていた黒のプリンス衣装のままだ。上着を脱いで、胸元のタイは緩んでいる。メイクは落としたようだったが、髪は汗に濡れていて束になっていた。

　両手を広げて沙莉に近づいてきたが、抱き付く前に静止する。隣にいる紅緒に気付いたのかな？　と思ったが違うらしい。

「すっごいぎゅってしたいけど、俺、終わったばかりで汗まみれなんだ。だから我慢する」

「そ、そう？」

　どうやら紅緒には気付いていないらしい。だが沙莉の隣で紅緒は今にも泣きそうに顔を真っ赤にして、口を両手で押さえて感動している。友達の紅緒だよと紹介した。

「沙莉のお友達の紅緒さん、だよね。こんにちは。ようこそＬＵＫＡのコンサートへ」

　左手を胸に当てて右腕を横に伸ばした類が、恭しく頭を垂れる。おもむろに紅緒の手を取ると、そこに唇を寄せて中世風に挨拶をした。

「ラフな格好でごめんね」

「あ、は、はは、はいっ！　す、素敵でしたぁ！」

　動揺しすぎてちゃんとしゃべれていない。そんな紅緒を見ながら沙莉はくすっと笑う。二人が何やら話し始めたので、沙莉は改めて辺りを見渡した。

　十畳ほどの部屋には三人掛けのソファにテーブル、大きな鏡に衣装の掛かったハンガーラックがある。空いたスペースにはたくさんの花が並んでいて、有名な歌手や俳優の名前が入った立て札が刺さっていた。そこだけがとても華やかで他はとてもシンプルである。

（楽屋ってこうなってるんだ。もっと狭いのかと思ってた）

　テーブルの上には蓋が開けっぱなしの段ボール箱がいくつも置かれてあり、ファンからのプレゼントがあふれかえっていた。

（すごい……これ全部手紙とかプレゼントなんだ）

　改めてＬＵＫＡの人気を思い知らされる。そんな彼の仮とはいえ彼女をしている自分は、なんて幸せなんだろうと思う。

　コンサートを終えたＬＵＫＡは少しテンションが高く、いつもの落ち着いた類とは違って見えた。そんな楽屋でコンサートの裏話に花が咲く。歌っているときに沙莉にウィンクしたのに気がついたか？　と類に聞かれた。

「やっぱり、私にしてると思ったよ」

「沙莉以外の誰にするんだよ」

　お互いに顔を見合って言うと、吹き出したのは紅緒だった。

「二人とも仲がいいよね。幼なじみっていいなぁ」

　羨ましいな～、と言う紅緒の顔を見て、沙莉は冷やっとする。まだ紅緒には偽彼女の件は話していない。類には他言するなとは言われていなかったが、許可を得ないで友人に話してしまうのはよくないと思っている。

「あ、あのっ、コンサートで疲れてるところ、あんまり長居しちゃダメだよね。ほら、紅緒、もう帰ろう？」

　沙莉は慌てたように立ち上がる。ここで類との親密さを見せれば、紅緒はなにかに勘づくだろう。そうしたらきっと問い詰められる。

「えっ、もう帰るの？　これから打ち上げがあるからおいでよ。二人くらい追加できるし」

　類が気軽に誘ってくれる。それはちょっと……と断ろうとした瞬間、沙莉の隣で舞い上がったのは紅緒である。

「行く！　行きます！　このあとはな～んにも予定ないし、家に帰るだけなんですっ！」

「ちょ、ちょっと……紅緒っ！」

　慌てて彼女の腕を掴んで引っ張った。けれど紅緒は行く気満々で、大丈夫だから、と意味の分からない言葉で沙莉を説得してくる。

（大丈夫って、なにが!?）

　沙莉が呆然としているうちに打ち上げの参加メンバーに加えられた。類が花はな咲さき翔しょう悟ごも来るよと言っていて、その名前を聞いて紅緒は興奮が抑えられないようだった。

　紅緒によると、花咲はＬＵＫＡの事務所の先輩で同じアーティストらしい。アンダーテイカーというグループで活動しているのだそうだ。沙莉はＬＵＫＡ以外はあまり興味がなかったので知らないが、かなり有名だと紅緒が教えてくれた。

　紅緒は説明をしながらまた興奮し、その場で小さく飛び跳ねる。まるで神様を崇めるように両手を合わせて類を見上げていた。

（なにを言っても耳にはいらないというか、止められそうにないかも）

　ちらりとこちらを見た類が、したり顔でにやっと微笑んだ。彼がわざと紅緒に言ったのだと察して、沙莉は僅かに唇を尖らせて軽く睨む。そうしたところで状況が変わるわけでもないのは理解していたし、紅緒が折れるわけでもないので諦めた。

　打ち上げに誘われた沙莉たちは、東京ドームから車で十分ほど行った場所にある、アメリカンダイニングバーに連れて来られた。

　打ち上げ会場に到着すると、一足先に来ていた花咲を目にした紅緒は口を開けて無言のまま固まっていた。そして隣に立っている沙莉の腕を掴み、小声で興奮気味に体を揺すってくる。

「ねえ、見てよ花咲翔悟だよ！　花咲翔悟！　すごい本物ぉ！」

「紅緒はＬＵＫＡのファンなんじゃなかったの？」

「二人は同じ事務所の先輩後輩で、仲がいいんだよ～だからどっちも好きなの！」

　そういうものなの？　と小首を傾げながら紅緒を見つめた。

　花咲は芸能人だけあってかなりのイケメンだった。長身で顔も小さく、金に近い髪はとても目立っている。目尻が僅かに釣り上がっていて視線が合うとドキッとするような目力と迫力があった。彼の周囲にはＬＵＫＡと同じく芸能人のオーラがあるが、花咲は近寄りがたい雰囲気を纏っている。

　貸し切りの店は余裕を持って席がチャージされているようで、そこには男性女性が入り交じり、みんな楽しそうに歓談している。ＬＵＫＡの事務所に所属している他のアーティストの姿もあった。

「沙莉と紅緒ちゃんは俺の近くに座って。花咲先輩の近くはだめだから」

　類がそっと耳打ちしてきた。

　思わず花咲の座っている方を見てしまう。類の指先が沙莉の顎にかかり、強引に顔の角度を戻された。

「だーかーら、見るなって」

　他にもたくさん人がいる場所なのに、と思ってしまう。一瞬のうちに体の芯がかぁっと熱くなった。

「あれ、その子たちＬＵＫＡの友達？」

　沙莉が見てしまったせいで花咲がこちらに気付いた。奥まった席に座って飲んでいた花咲が、わざわざそこから席を立ってこちらへやってくる。

「翔悟さん、今日は来て下さってありがとうございます」

　沙莉を背中に隠すようにして類が前に出た。そのせいで視界は類の背中だけしかなく、沙莉も花咲に挨拶をしようと思っていたので、類の脇から顔を覗かせる。

「たまたまオフだったんだよ。それより、そこの美女二人、紹介してよ」

　類の影からひょこっと顔を見せた花咲と目が合う。

「ああ、えっと……」

　類が沙莉と紅緒を紹介しようとしたとき、それを遮るようにして花咲が前へ出てくる。紅緒と隣同士で座っているのに、花咲が見つめているのは沙莉だった。

「こんばんは。名前なんていうの？」

「皆みな川がわ、沙莉……です」

「へえ、沙莉ちゃんかぁ。かわいい名前だね。ＬＵＫＡとはどういう関係？　まさか、彼女だったりして？　だったら俺、紹介されてるよなぁ」

　花咲にズバリ言い当てられてドキッとする。そのせいで言葉がすぐに出てこなかった。認めていいのか、違うと言えばいいのか分からない。類の偽彼女になったが、他の人に言っていいとは言われていないのだ。

「そんなわけないですよ、翔悟さん」

　類の言葉が訂正した。分かってはいたけれど、ズキンと胸が痛む。ちらりと類の顔を見上げると、自然な笑みを浮かべて花咲の質問をいなしているようだ。

「そっか。なら、俺が口説いていい？」

　悪びれない笑顔で沙莉を見つめてくる花咲に、愛想笑いが精一杯だ。こういうときどういう態度でいればいいのか、経験値がないので困ってしまう。相手は類の先輩だし有名なアーティストだ。どうしようかと戸惑っていると、類が沙莉の肩をやや強引に引き寄せてきた。

「それはだめです。翔悟さんでも、許さない」

　きっぱりと言い切った類を見上げ、沙莉は頬がじわじわと熱くなるのを感じていた。

「え、待って待って。ＬＵＫＡ、もしかして沙莉ちゃんと……」

　興味津々の目になった花咲が、ますます二人に食いついてくる。しかし紅緒が持ち前のミーハーっぷりで間に入ってくれた。そのテンションで花咲がぐいぐい押されていく。すぐに自分の席に引っ張り戻され、沙莉たちの前から離れていった。

　打ち上げは盛り上がり、二時間ほどでお開きになった。二次会に行くメンバーは音頭を取っている人の周りに集まっている。花咲に二次会へ誘われたが、沙莉と紅緒はさすがに帰ると告げた。

「送っていくよ。俺は飲んでないから。俺のクーペじゃなくて事務所の車だけど」

　帰り支度を始めた沙莉の元に類がやってくる。そういえば類はアルコールをすべて断っていた。

（そっか。今日は車で来てないんだ）

　送ってもらおうかとも考えたが、紅緒は沙莉とは自宅がまったく反対方向で、電車もまだギリギリある時間だ。残念そうにする類に後ろ髪を引かれたが、丁寧にお断りして二人で帰ることにする。

　店の前で類と別れ、駅に向かって紅緒と歩く。彼女はアルコールに強いはずだったが、なんだか足元がふわふわしているようだ。

「すごかったなぁ……あれが芸能界の打ち上げなんだねぇ。花咲さんにも会えたし、もう最高。私、このまま死んでもいい」

「紅緒、飲み過ぎじゃない？」

　ふらつく紅緒を支えて駅に向かいながら、沙莉の頭の中には類の顔ばかりが浮かんでいた。





◆　　　◆　　　◆






　ＬＵＫＡと沙莉のスキャンダルが報じられたのは、コンサートに行った五日後だった。類からのメールでそれを知った沙莉は、そうなるとは分かっていても驚きは隠せない。

『雑誌とかに載ってるけど、沙莉の顔は見えない角度の写真を使ってるみたいだし、目隠しされてるから大丈夫だと思う』

　そんな内容のメールをもらった。沙莉が知ったのは夜シフトに入る直前で、その日は大いに仕事に支障をきたした。店内にいる客のすべてがスキャンダルを知っているはずはないのに、なぜか知られているような気がしてしまい、いつもはしないような失敗ばかりを繰り返したのだ。

（ああ、今日はだめだ……）

　オーダーを間違え、料理を出すテーブルを間違え、会計ではお釣りを間違えた。散々の夜を過ごした沙莉は、ため息をつきながら自宅マンションに向かっていた。

（ちょっとだけ……見てみようかな）

　いつもは曲がらない路地を左に折れて、その先にあるコンビニに立ち寄った。店内の窓際に置かれたラックに近づく。漫画本、料理本、専門書、そして週刊誌。

　表紙にはグラビアアイドルの写真が掲載されていて、その周囲はたくさんの活字で埋められていた。特に目に入ったのは、赤い背景に白文字である。

　──ＬＵＫＡ熱愛発覚！　恋人は一般人か？

　そんな踊り文句が見えて沙莉はヒヤリとする。手に持った雑誌の表紙を見つめ、中を見る勇気が湧くのを待つ。

（私、緊張してるみたい……）

　メインで載っているのは恐らく類だ。顔は見えない角度の写真を使っていると言っていたので、大丈夫だとは思う。雑誌を開こうとして、隣に人の気配を感じて振り返った。他の客が雑誌を見ているようで、沙莉は気になってその場で週刊誌を閉じた。そのままレジに直行して、支払いを済ませて足早にコンビニを出る。なんだか悪いことをしているような変な気分だ。

　自宅に帰り着いた沙莉は、部屋の電気をつけてラグの上に座り込む。そしてテーブルの上に雑誌を置いてゆっくりとページをめくった。

　沙莉の心臓がざわつく中、始めの方の見開きに大きく引き伸ばされ、画質の荒いモノクロの写真がドーンと出ていた。

（確かに、顔は出てないけど……）

　類と沙莉が手を繋ぎ、見つめ合っている横からのショットが載っている。気持ちほどのモザイクが沙莉の顔にかかっていた。

　もう一枚は、周囲の視線を気にした類が顔を上げた瞬間。そしてその後、類に肩を抱き寄せられる沙莉の写真だ。まるでコマ送りのようにその瞬間を撮影した写真が並び、その周囲には記者の見解で書かれた記事が埋め尽くす。

『今、一番熱いクールビューティー系アイドルＬＵＫＡの深夜のデート！』

　見出しにはそんな言葉が踊っている。自分と類のことなのに、なんだか信じられない。本当に周囲の人間は沙莉だと気付いていないのだろうか、とそればかりが気になった。

　沙莉はクローゼットを開けて、あの日着ていたスカートを取り出す。写真の女性が自分だと分かってはいるが、なんとなく現実味がなくてスカートの柄を確認してしまう。

（こんな気持ちになるんだ）

　熱愛発覚で雑誌に書かれる人の気持ちを知るとは思わず、沙莉はなんとなく落ち着かない。そして再びテーブルの前に戻ってくると、細かい記事の内容を読んだ。

　人目の付く場所で堂々と女性の手を握り肩を抱き寄せ、ビルの中にあるパブに入って行く様子を事細かに書かれてあった。あの瞬間を観察されていたのかと思うと、気持ち悪さを感じる反面、芸能人の大変さを垣間見る。

　そうしてしばらく記事を読んでいると、沙莉の携帯が振動した。チラリと目をやると、そこには紅緒の名前があった。

「もしもし、紅緒？」

『ねえ……雑誌、見た？』

　紅緒の声はなんだか重かった。きっと彼女も沙莉と同じ記事を見てすぐに連絡してきたのだろう。

「あ～うん。仕事が終わってから、コンビニで買ってきた……よ」

『あれ、ＬＵＫＡと沙莉、だよね』

「うん」

『やだ、本当だったんだ……。あのスカート見たことあるなって思ったし、背格好も沙莉に似てるなって思ったし、なんかもう、どうしようっ！』

　紅緒の声が徐々に大きくなっていく。彼女がどう思っているのかは、その声のトーンの大きさですぐに分かった。

「どうしようって……紅緒のことじゃないよ」

『分かってる。分かってるけど、自分の友人があのＬＵＫＡとスキャンダルって、テンション上がっちゃう』

　こんなときは、身元がばれたとき大変だとか心配するものなのでは？　と思うも、電話の向こうで暴走している紅緒を止められない。

「でも私、ちょっと不安だな。お店だってやってるし、あの写真でファンの人に私だってバレたらって考えると……怖いよ」

　沙莉が不安げな声で力なく言うと、あ～、と紅緒もようやく理解したようだった。

『そっか、そうだったね。沙莉は店長やってるし、あのお店にＬＵＫＡがよく来るって噂だったし、客層もかなり変わったんだっけ？』

「うん。ＬＵＫＡに会えるお店って色んなところに紹介されちゃった。そしたら客層はＬＵＫＡのファンばっかりよ」

　必ず会えるわけでもないのに、毎日来店する女性ファンもいる。コーヒーだけで何時間も居座られたら困るので、今は最長でランチは六十分、夜は二時間の入れ替え制である。

　それでも店の前にはマスコミも含めて行列が絶えないし、近隣の迷惑にならないだろうかという心配事も増えた。

『そりゃそうだよねぇ。ＬＵＫＡってばどれだけ沙莉にご執心なのよ。幼なじみだし全く知らない仲ではないから、二人でいても変じゃないけどさ。……スキャンダルかぁ。このまま類くんと付き合うの？』

　紅緒の問いかけに、沙莉は言葉に詰まった。偽彼女の役を引き受けた、と紅緒に言えば、すごい剣幕で怒られそうで胸が痛い。二十四歳の大人の女性がなにやってるんだと、きっと言われてしまうだろう。それは沙莉が一番よく分かっている。

　再会した類があまりにも昔と変わっていなくて、それ以上にアイドルとしてのカリスマ性や男らしさを身につけて現れたものだから、かなり舞い上がっていたのは事実だ。そのせいで正常な判断ができなくて、偽彼女なんて役を引き受けたのだと、無意識に自分に言い聞かせていたところもあった。

『ちょっと？　沙莉、聞いてる？』

「あ、うん。聞いてる。あの、ね……」

　やはり黙っておくのは難しい。紅緒は沙莉にとって唯一自分を理解してくれる友人だ。きっと偽彼女の件も理解してくれるだろう。

『うん？』

「怒らないで聞いてくれる？」

『なによ。どうしたの？』

「その……類に協力して欲しいって言われたことがあってね……」

　沙莉が偽彼女を引き受けるまでの経緯を話すと、頼りになる友人は叫ばなかった。代わりに、どういうこと？　と疑問を投げかけられる。

「えっと……女優の晴菜って人がしつこいから、その人が諦めるまでの……偽彼女役っていうか……」

『彼女じゃなくて、頭に偽が付くの？　偽物なわけ？』

「うん……」

『恋愛に関して奥手っていうか、不器用だなとは思ってたけど、まさかそこまでとは……』

「再会してすぐに告白してたら、今みたいな関係にならなかったんじゃないかなって思うんだ。だから、偽彼女でもいいから、今の私を類に知って欲しくて……ＯＫした」

『まあ、沙莉がそれでいいならいいけど。後悔しないなら』

「……大丈夫。偽彼女の『偽』が取れるように頑張ってるところ」

『沙莉がそう決めたなら、私も応援するよ。けど、まさか女ストーカーを撃退するための偽彼女になってるとは思わなかったよ。もしかしてスキャンダルもわざと撮らせたの？』

「まぁスキャンダルはそのうち出ると思ってたかな。だってＬＵＫＡとあれだけ出かけてるんだもん」

　まるで本当の彼女のようにそう言うと、仮だというのを忘れないように、と釘を刺された。

『それじゃあ、沙莉はあのスカートとカットソーはセットで着ないようにしないとね。背格好であのスタイルはバレバレだよ。もしかしたら勘のいい女の子ならアイリスの店長がそうかも、って気付く可能性もあるね』

「そうなんだよね。そこのところはちょっと気になってるの。類ってば周囲にアピールするみたいに接してたから」

『なにその、彼女ののろけみたいなセリフ』

「そ、そんなつもりはないよっ」

『最後に沙莉が泣かないなら、私としてはまぁいいけど』

「うん。仮が取れるか取れないかは、私次第だと思って頑張ってる」

　応援してるよ、と紅緒の言葉で励まされて電話を切った。一人で雑誌記事を見ていたときの重苦しい胸のつかえが取れた。そしてまた新たな不安が押し寄せる。

「これで晴菜さんが付きまといをやめたら……私はそこで、終わりってこと、かな」

　紅緒との電話を終えた沙莉は、気が抜けたようにベッドにもたれかかった。







　雑誌にＬＵＫＡのスキャンダルが出て一週間が過ぎた。店は相変わらず落ち着かない。ＬＵＫＡ狙いの女性客と、あからさまにスクープを狙うマスコミが店の周辺をうろついているし、ＬＵＫＡ目当ての女性ファンもたむろしている。

　今週、類は一日も店に来なかった。当たり前だろうけれど。だが一日に何度かはメッセージをくれていて、沙莉を心配してくれているようだった。

　金曜の夜、いつもより少し早めに店を閉めた。今日は類の自宅マンションに招かれているからだ。最後の戸締まりを沙莉が引き受け、掃除を終え、ロッカーで着替える。自宅に帰るのも惜しくて、わざわざ着替えを用意してきた。本当なら一度帰ってシャワーでも浴びたい気分だったが、早く類に会いたかった。

　用意したのは着替えやすいワンピース。膝上の丈は久しぶりに穿くので少し照れくさいが、なにより女の子らしい花柄の方が恥ずかしかった。

　鏡で何度も確認するが、いつものパンツ姿とは違うので違和感しかない。

（似合ってるのかな……わかんない）

　選んでくれたのは紅緒だ。

　──こういう柄とかスカート、沙莉は絶対に選ばないでしょ？　だから私が沙莉に似合うのを選んであげるのよ。

　オシャレが好きな彼女がそう言って選んでくれた。紅緒の目が確かなのは知っているから任せてしまったが、着慣れないワンピースに緊張気味である。

（胸元があんまり開いてないのがまだ救いかな）

　自宅とは反対方向に歩き始め、ときどき後ろを振り返る。案の定、それと分かるような人が沙莉の後ろを付いてきていた。

（もしかして、写真を撮ったあの雑誌の記者じゃないよね？）

　スキャンダルが出てから、何度もアイリスの店長としてインタビューをさせてくれと言われた。営業時間は辞めて欲しいというと、休憩時間や閉店後に押しかけたのだ。

（まさか、あの週刊誌の女性だってバレたとか？）

　心配は尽きない。

　胸から下げたダイキャストリングを服の上から握り締める。スキャンダルが出てから、なんとなくお守りのようにして首から提げていた。普通のリングよりは大きいし、塗装もはげやすい。それに見た目は子供が好みそうなオモチャだ。けれど今の沙莉にはそれがとても心の安定をもたらすお守りのようになっていた。

　沙莉は駅に向かいそこでタクシーに乗り込んだ。念のために遠回りをして西麻布にある高層マンションの前に付けてもらう。周囲を注意深く見渡してからタクシーを降りて、足早にマンションの中に駆け込んだ。

（誰にも見られないように入るのって難しいな）

　エントランスでインターフォンを押して名前を告げると、すぐに施錠が外れた。ドキドキしているのは走ってきたからなのか、それとも初めて類の部屋に呼ばれたからなのかは分からない。

　扉の前で部屋のチャイムを鳴らすと、しばらくして重厚な黒の扉が開く。

「早かったね」

　部屋着なのにセンスのある彼の格好にドキッとする。濃紺ベースに赤と白のボーダーが入ったそれは、ブランドもののように見えた。

「うん。ちょっと早めに出て、後ろから付いてくる記者っぽい人を巻いてきた」

「なんか、沙莉まで芸能人になった感じだよね」

　類がクスクス笑いながら部屋に招き入れてくれた。笑い事ではないと怒りたかったが、今は初めて訪れた類の部屋に興味津々で、上の空になりながら靴を脱ぐ。

「お邪魔します……」

　玄関は綺麗に整頓されていて、靴は一足も出ていない。白を基調にとする部屋の中はどこも清潔感があった。

「うわ～すごく綺麗に片付いてる」

「まぁね。結構、掃除は好き。家事は嫌いじゃないから」

　玄関から短い廊下を抜けた先は広いリビングだった。シェードカーテンはすべて下ろされていて、部屋はシックな色の家具で整えられている。あちらこちらにある観葉植物を見て、意外と世話好きなのかなと思った。

　部屋の壁半分には作り付けの本棚があり、そこにはいろいろな本がぎっしりと詰まっているようだ。入りきれなかった本類はその棚の前に少し積み上がっていた。

「座ってて。コーヒー淹れるから」

「……うん。ありがとう」

　緊張気味にソファへと腰を下ろす。辺りを見回しながら、深く息を吸い込んだ。

（類の匂いがする……）

　彼が側に来たときや抱きしめられたときに感じる香りが、この部屋に満ちている。コロンと類の匂いが混じったそれは、なんとなく甘くて沙莉の心をくすぐった。

「どうしたの？　緊張してる？」

　ソーサーにコーヒーカップを載せて戻ってきた類に尋ねられた。彼は沙莉の隣にさりげなく座り、前にコーヒーを置いてくれる。

「緊張してるよ。だって、ＬＵＫＡの部屋なんだもん」

「そっか。沙莉にとっては類よりＬＵＫＡを意識する？」

「う～ん。類だったりＬＵＫＡだったり、そのときによって違うかも」

　アイドルの笑顔を見せたり、昔のような子供っぽい顔をしたり、沙莉の中で彼の印象が次々に変わる。どっちも類でどっちもＬＵＫＡで、両方好きだ。

「へぇそうなんだ。じゃあ今日は、類でいこうかな」

　どういうこと？　と振り返ると、自然な仕草で顎に指をかけられた。驚いて瞬きを忘れて固まった沙莉の唇に、やんわりと類の唇が重なる。

「……コーヒー味のキス、どう？」

「やだ……恥ずかしいよ」

　沙莉は思わず体を引いた。けれど類の左手がそれをさせまいと肩を掴んでくる。少し強引な彼の力に沙莉は抗わなかった。再び唇が重なり合い、今度はもっと深く類を感じる。割り開いた唇の隙間から、熱い舌が入ってきた。肩を掴んでいた手がするすると下へ滑り、沙莉の背中へ回る。その指先がゆっくりと、まるで円を描くように動いた。

「……んっ、んんっ、……ぁ、く、んっ」

　舌を絡ませてキスをしていると、その気持ちよさに頭がぼんやりしてくる。類の器用な舌先が沙莉の歯列をなぞり、内頬を舐めてきた。背筋に甘い痺れが走り、沙莉は体を震わせる。

「あ……、類、あの……ちょっと、待って」

　キスを無理矢理解いて、消えそうな声で行為を制した。それでも類はキスをやめたくないのか、沙莉をソファに押し倒す勢いで覆い被さってくる。広い座面に背中を押し付けられ、美しい顔を下から眺めた。欲情した類の瞳は、なにをしたいのかを切実に語っている。

　けれど沙莉はまだなにも心の中が整理できていなくて、そんな気持ちのままで類と肌を重ねるのは辛かった。

　類の両手が沙莉の顔を挟む。親指で頬をやさしく撫でられて、彼の瞳の中に欲情以外の愛を感じ取る。今ならすべてを言える、そう思った。

「雑誌に沙莉とのことが出てから、晴菜の動きが止まった。例のブログも更新されてないみたいだ。でもまぁ、しばらくは様子を見ないとダメだけど」

　目の前で類がにっこり微笑み、沙莉の唇に軽くキスをしてくる。まさか、と思った。執拗にＬＵＫＡを追いかけていたのに、たった一度の熱愛スキャンダルで諦めたのだろうかと。それが本当なら、沙莉の偽彼女も終了だ。今のキスが類の本当の気持ちだったらどんなにいいか。

　今、この胸にある想いを伝えてしまおう。

　その衝動は膨れ上がる。

　沙莉の望むような結果にならなくてもいい。ずっと片思いをしていて、類が引っ越しをするその日も言えなかった。そのまま何年も秘めてきた想いだ。また眠らせてしまうのは苦しすぎた。

　沙莉は類と同じように両手でその頬を包み込む。そしてゆっくりと頬を親指の腹で撫でた。

「私、類が好き……偽彼女なんて、本当は……」

　思った以上にするっと口から本音が漏れる。そして偽物なんて嫌だった、と言いかけてやめた。引き受けておいて今さらそんなふうに言うのは卑怯だと思った。それなのに──。

「嫌だった？」

　沙莉の気持ちを見透かしたように類が問うてくる。どうして分かったのだろうと、動揺しながら彼の目を見つめると、言葉を紡ごうと開いた唇を類の親指がその動きを制止する。

「嫌じゃない子なんていないよね。沙莉の好意に甘えて、嫌なこと頼んだなって……あとになって思ってた。それに……」

　類がなにかを言いかけてフッと考え込む。なんだろう、と沙莉は不安げにその顔を見上げた。

「実は、偽彼女になって欲しいなんて、言うつもりなかったんだ」

「え？」

　予想外な打ち明けに沙莉は目を丸くする。晴菜を撃退するための作戦に協力して欲しいのだとばかり思っていた。そのつもりがなかったなら、実のところはどうだったのだろうか。類がなにを話そうとしているのか分からなくて不安になる。

「あの、じゃあ、どうして……？」

「沙莉と再会した日、実は見たんだ。沙莉が閉店後のアイリスで男の人と話してるの。あの人はお客さんじゃないだろう？　でも沙莉は彼氏はいないって言うから……」

「あ、見てたの？　あの人はアイリスのオーナーだよ。彼でもなんでもないの！　付き合ってないからね？」

　まさかあの日、遠山と入れ替わりにやって来た類が、遠山と話しているのを見ていたとは思わなかった。

（類はどこから見てたんだろう……。確かにあのとき、店内の明かりは点いていたし、スクリーンも上がってた。外からだったらよく見えたはず）

　遠山に口説かれて頭を撫でられたのも見られていたのか。だとしたら類が勘違いをするのは頷ける。偽彼女を頼もうとしていたとき、妙に言いにくそうに沙莉を探るような顔をしていたのは、それだったのか。

（私がオーナーと付き合ってると思ってたの……？）

　彼氏はいないと言ったときも、類は困惑したような顔だった。彼がいないことを何度も念を押すように聞かれていたと思う。それで沙莉はようやく納得した。

「もしかして、だから偽彼女って言ったの？」

「彼氏じゃなかったとしても、候補かもしれないだろ？　そしたら俺の頼み事は迷惑でしかない。だから偽って言ったんだ。まぁスキャンダルされて彼が気付いて怒ったら、本物じゃないっていいわけできるかなと」

　でも頼んだあとは少し後悔した、と類は申し訳なさそうな顔を見せる。そんな風に考えてくれていたのか、と沙莉は何度も睫毛を跳ね上げて瞬きをする。

「でも、今さら引き返せないと思って、それなら偽彼女でも本当の彼女と同じように、いろいろ楽しんでしまえって……連れ回した」

　類の照れたような微笑みに沙莉も釣られて笑顔になった。類の口から今の気持ちを聞きたいと思った。そしてキスの意味を教えて欲しい。

　類の長い睫毛がその頬に影を落とし、視線は沙莉の胸元に移動する。

「これ……覚えてる。俺が沙莉にあげたやつ、だよな。まだ持ってたんだ」

　沙莉の細い首にかかっている鎖を指で引っ張った先に、ダイキャストリングが下がっている。類がそれを愛しげな瞳で見つめて、沙莉はそんな彼を切ない気持ちで見上げた。

「持ってるよ。だって、類がくれたものだもん。あのときからずっと、私は類を──」

　最後まで言わせてもらえなかった。ダイキャストリングを握り締めた類が、沙莉の唇を塞いでくる。ゆっくりと沙莉の上に体を重ねてきた。

　お互いに開いた唇はパズルのピースが合わさるようにぴったりとはまり、その隙間から舌を絡ませて熱を交換し合う。類のキスは沙莉の意識と頭の中をとろとろに蕩かしてくる。気持ちがよくて何時間でもこうしていたいと思ってしまう。

「ん……っ、ぁ、ぅんっ……る、い……っ」

「偽彼女なんてさせてごめん。大好き、沙莉……。今も、昔も……ずっと好きだよ」

　彼の言葉に胸がぎゅっと締め付けられる。

　一番聞きたかった言葉をもらえた。

　偽彼女から仮が取れるように頑張ったからだろうか。

　どんな理由にしても、類と思いが通じ合い泣きそうなほどのうれしさを感じている。

「私だって、ずっと、好きだよ」

　声を震わせて涙声で答えると、この約束は守るよ、と類が指輪にキスをしたあと、再び沙莉の唇にもキスをしてくれた。







　リビングから寝室へと移動した二人は、広いベッドの中央で向かい合って座り唇を重ねていた。類の手が器用に沙莉の背中のファスナーを探り当て、それをゆっくりと下ろしていく。ぞくぞくと全身に興奮の電流が駆け抜けていった。

「んんっ……うっ」

　気持ちのいいキスは止まらない。ちゅくちゅくと音を鳴らしながら、舌を絡め捕られすべてを吸い尽くさんばかりに吸われる。

「ふ、ぁ、ぅ、んんっ」

　ファスナーがすべて下ろされ背中がオープンになり、緩んだ首元から肩が露わになる。類の手が脇腹にそっと触れると、体がピクンと反応した。

「ここ、触られるの弱い？」

「だって……触り方が、……ぁっ」

　ツツ……と爪の先で背筋をくすぐられ、沙莉は思わず背中を仰け反らせて反応してしまう。その声を聞いた類がクスッと笑い、かわいい、と掠れた声で囁いた。

　背中に回った類の手がブラジャーのホックを外し、上半身を締め付けるものがなにもなくなる。沙莉だけが肌の露出が増えると、途端に恥ずかしさが増した。

「る、類も……脱いでよ。私だけは恥ずかしい」

　消えそうな声で訴える。すると類がゆっくりと沙莉から体を離し、自分の体の前で腕を交差させてシャツの裾を掴み一気に脱いだ。

　目の前に引き締まった腹筋が現れ、沙莉の上へ覆い被さるようにして体を重ねてくる。沙莉は自然とベッドへ背中を預け、類を見上げる体勢になった。

「はい、脱いだよ。下も脱ごうか？」

　ニヤッと類が意地悪く笑う。沙莉が恥ずかしがるのを楽しんでいるようだ。腰までずり落ちたワンピースを引き上げようとすると、やんわりと類に阻止される。沙莉は顔を真っ赤にしたまま両腕で胸を隠した。

「そうやって恥ずかしがってる沙莉、いいよね」

「今日は、ちょっと意地悪だよね」

　ますます顔が熱くなり、頬から火が出そうだった。そんな様子を見ていた類が手首を掴んでくる。ゆっくりと両手をベッドに縫い止めるようにして開かれると、無防備な二つの乳丘がふるんと揺れた。その頂はこれまでの類との接触で敏感に感じ、尖っている。

「綺麗だね。沙莉の肌は、シルクみたいな手触りだ」

　色めいた瞳でそのしこりを見つめられ、類がなにか言うたびに温かな吐息が肌を焼く。それだけで乳首が硬くなるのが分かった。その先端に唇を寄せられて、沙莉は思わず息を飲んだ。

「……ひっ、あっ……あぁっ」

　左の胸先に吸い付かれて甲高い声が漏れる。強く吸われると背中が仰け反り、体がビクビク震えた。ねっとりとした舌が円を描くように乳首を舐める。上目使いで感じている顔をじっくりと観察された。

「や……ぁ、んっ、ぁっ、はっ……あっ、ん、んっ」

　次第に強くなる快楽に体が制御できず、両手首を自由にされたのも気付かなかった。右の胸を指先で遊ばれながら、沙莉はいつの間にか下着一枚にされている。やさしく右胸を包み込んで、指先でその先端をぎゅっと摘ままれた。

「あっ、あっ、んぁ、ああ……っ！」

「沙莉の声、ときどき子犬みたいで、いじめたくなる」

　まるで子供のように胸の尖りを吸っていた類が顔を上げて言う。

「な、なに、言って……ひっ、あ、んっ」

　沙莉の返事を聞かず、再び噛み付くようにきつく吸い上げられる。ぴりっとした痛みの中に混じる甘い快感は、沙莉を夢中にさせる。

　類の手が沙莉の胸をやさしく揉み、二人の熱がさらに深く濃くなった。

　沙莉の肌のなめらかさを味わうようにしながら、類の手が下へ下へと移動する。そして指先が沙莉の下着の縁に到着した。今度はその縁に沿って横に動き、その間、類はずっと沙莉の瞳から視線を外さなかった。

「これ、脱がせていい？」

「あっ……うん」

　類の指が腰骨の辺りで下着を脱がしにかかる。嫌だとは言えないし、もうこれ以上は沙莉も我慢ができそうにない。

「かわいいね。恥ずかしい？　一度、してるのに」

「いつだって、恥ずかしいよ。類は……んっ、あ……、どこも全部、き、綺麗で……ぁっ」

「沙莉だって綺麗だよ。前はこんな風に観察しながらできなかったけど」

「観察って……」

　ゆっくりと下着を下ろされると、濡れた秘所とクロッチ部分に愛液の糸が伸びる。その感覚にドキッとした。唇を噛んで羞恥をやり過ごすと、沙莉も類と同様に素っ裸にされる。

「ほら、綺麗だよ」

　沙莉は胸を両腕で隠し、膝を合わせて恥じらう。その様子を膝立ちになった類が見下ろしていた。

（前のときとぜんぜん違う。だってこんな……じっくり見られたら）

　類のスタイルはさすがアイドルという感じで完璧だ。割れた腹筋も長い手足に付いたしなやかな筋肉も。そしてなにより、多少の露出を考えてなのか、今どきの女子と変わらずムダ毛の処理にも余念がないようだった。

（すべすべの肌は類の方だって！　足とか腕とかつるつるだもん！）

　類と会うときはこういうことを想像して処理をしてきているものの、類の美しさには勝てそうにない気がした。

「そうやって恥ずかしそうにしている沙莉もいいよね」

　類が沙莉の両膝に手をかけた。そして左右にゆっくりと開かされて、僅かに抵抗をして見るものの、あっけなく濡れた秘所を覗かれてしまう。

　そのまま類が沙莉の秘所へ顔を近づけた。それはだめ、と言おうとしたが遅かった。

「ああっ！　ぁ、あ……や、やぁ……そんな、の、だめ……」

　慌てて足を閉じようとしたが無理だった。がっちりと両方の膝を固定され、濡れたその場所を凝視される。沙莉は両手で類の頭を押して引き剥がそうとするが、彼の舌先が敏感な秘珠を舐めたので抵抗する力を削がれてしまう。

「は、ぁ……ああ……、そんな、とこ、だめだよ……類、る、い……っ」

　綺麗な口が汚れるから、そう言って抗うが、彼は行為を止めない。それどころか、彼の巧みな唇が敏感な粒を包み、ちゅうっと吸い上げる。

「ひっ……ぁっ！　やああっ！」

　鋭い快感がそこからビリビリと這い上がって沙莉の体を跳ね上げた。ベッドから浮き上がるほど背中を反らし、白い喉を見せつけるようにして後頭部をシーツに擦りつける。

　目の前が真っ白になり、なにも考えられないくらいに頭の中が快楽で蕩けた。そのまま類の舌が秘裂を這い、小さな蜜穴を突く。

「すごいね。沙莉のがあふれてくる。気持ちいいの？」

「ふあ、ぁあ……すご、い……の。気持ち、い……」

　まだ類を受け入れてもいないのに息も絶え絶えになっている。あまりに気持ちがよくて、沙莉は類の問いかけに素直に答えていた。

　彼の指先が蜜園の奥を覗くようにして、沙莉の肉厚な唇を左右に開く。くちゅんと淫靡な音が聞こえ、体温がグンと上がるような感覚に打ち震える。

「みな……見ないで……」

「見なくちゃ、どうなっているか分からないよ。ちゃんと俺が入る場所、確認しないと」

　わざとらしい口調で類が言う。そして赤く熟れた果実を貪るように、再び沙莉の秘所へ舌を這わせ音を立てながら蜜を啜る。

　類の器用な舌はクレバスを上下に行ったり来たりを繰り返し、蜜が滴る小さな穴に舌先を突っ込んできた。再びビクッと腰が浮き上がる。そのせいで類の舌がより奥へと入り、恥ずかしいほどの快感に晒された。

「ひ、あ、ぁあ……んんっ、そこ……、そ、そんなに……したら」

「そんなにしたら、なに？」

　くぐもった声で問いかけられ、さらに蜜口を弄られる。

「したら……もっと、出ちゃう……う、あ、ああ……」

「出ちゃうって、なんか、えっちだなぁ沙莉」

　顔を上げた類が口元を手の甲で拭きながら、ニヤニヤと沙莉の顔を眺めてくる。かぁっと体が熱くなり、頭を上げて類を睨み付けた。しかし彼は秘裂を指先で愛撫するのを止めない。指の腹でねちゃねちゃと、まるで蜜を塗り込めるように動かしてくる。ときどきその指が敏感な肉粒を捏ねまわし、沙莉を悶えさせた。

「そんな言い方……ひど……」

「本気じゃないよ。でもそういう沙莉は、嫌いじゃない」

　ふふっと類が笑う。そしてそんな指先がゆっくりと沙莉の中へと入ってくる。

「んっ……あぁっ、んんっ」

「痛くない？」

「へ、平気……」

　沙莉の言葉を聞いた類が、さらに指を進めてくる。細やかに動く指が沙莉の肉壁を撫で、くちゅくちゅと淫らな音を響かせてなにかを探る動き方をしていた。

　──そして。

「ひあっ……！　あ、あ、あぁっ！」

「ここ、だね」

　類の指先がなにかを見つけた。そこを愛撫されると、腰が浮き上がるような快感が背中を這い上がり、沙莉の体は弓のようにしなる。声を我慢できなくて、類にすべてを見られているのも頭から飛んでいた。

「すごいね。そんなに気持ちいいの？　ここ？」

　カリカリとその場所を引っ掻かれると、蕩けるような気持ちよさが広がる。もっとずっとそこを弄っていて欲しいと、それしか考えられなくなり、沙莉は妖艶に腰をくねらせてしまう。

「いい顔してる。最高だね」

「や、ぁ……ん、あん……そこ、い、ぁ、ああっ、あ、んんっ」

　鼻から抜けるような甘えた喘ぎ声が止まらない。永遠に続きそうなその快楽にうっとりとして意識がボンヤリし始めた。だが沙莉の襞をかき分けていた指がぬぷんと抜けていく。

「……あ、なんで……」

「今度は一緒に気持ちよくなろう、ね？」

　にっこり微笑んだ彼だったが、いつもの余裕はないようだった。どこから取り出したのか類は避妊具を手にしていて、その端を口に咥えて開封している。それを見つめていた沙莉は、今までにないくらいドキドキしていた。

　自身の根元を掴んだ類が、その切っ先を熟れて開いた密口に押し当ててきた。沙莉の体がピクンと反応し、沙莉は無意識にシーツを握りしめていた。

「そんなに緊張しないで。初めてじゃないだろ？」

「でも、あの……そう、だけど」

　恥ずかしいのと少し不安なのが綯い交ぜになり、どうしていいのか分からないのだ。類とは二度目とはいえ、緊張するのに変わりはない。

「不安？」

「少し」

　類を上目使いに見る。なにも言わないのに気持ちが伝わったような返事をされた。沙莉の体の上にそっと類が重なり、指を絡ませるように両手を繋ぐ。

「こうして手を繋いでいれば、不安じゃない？」

「……ん。ありがと」

　照れくさそうに微笑むと、欲に火照った類の顔も笑いかけてきた。唇にそっとキスをされ、それと同時に、沙莉の花園を開いて類が押し入ってくる。

（あ……、入ってくる）

　無意識に体を強ばらせたが、それを和らげるように類がやさしくキスをしてくれた。舌を絡め取られて互いに愛撫しあう。そうしているうちに蜜口を拡げて狭道に楔が打ち込まれた。

「ぅんっ……んんっ、あっ……は、んっ」

　類の下でビクビクと体が跳ねる。熱く脈打つ類の硬直が、沙莉の最奥にキスをした。

「全部、入ったよ」

「……すごく熱い。お……大きい」

　熱に浮かされるような感覚の中で、素直に感じたままを口にすると、沙莉の中の肉塊がググッと体積を増した。

「えっ……な、に？」

　驚いて類を見ると、顔を真っ赤にして視線を逸らしている。

「そういうこと、言うなよ……」

「あ、だめ、だった？」

　不安げに類を見つめると、違うよ、と言いながら抱き付いてきた。そして微妙に腰を引きながら沙莉の耳元へ口を寄せてくる。

「あんまり、そういう刺激的なこと言われると、俺、すぐ終わっちゃうだろ」

　類の言葉に、沙莉は安堵して微笑んだ。ゆっくりと肉筒を出て行く彼を締め付けると、今度は少し早く押し入ってくる。

「あっ……んっ」

　思わず漏れた声に、沙莉の頬が朱に染まる。それを見た類が口元に笑みを浮かべ、かわいらしい小鳥のようなキスを沙莉の鼻の頭に落とした。

「すごく好きだなって、実感するよ」

「そう？」

　どこを好きになってくれたの？　と聞きたいけれど、徐々に類が沙莉の中で動き始めていたので、そんな余裕はなくなる。

「そうだよ。仕事に一生懸命なところも……んっ、食事のときに、細やかに気を遣ってくれるところも……はぁ、ぁっ、こうして、突くと……」

「あ、ああっ、ひ、んっ……」

「かわいく啼くところも、好き」

　沙莉の聞きたかった言葉を全部聞かせてくれる。体の力が抜けていき、体と心が幸せに満ちていくのが分かった。

「子供の頃から好きだったって沙莉が言ったとき、思い出した。あのときの俺の、気持ち……」

　ぐちゅん、と最奥を激しく突き上げられて、沙莉の視界がぶれる。快楽が全身に甘く広がっていき、全身の神経が類を好きだと騒いでいるような感覚になった。

　両手で類の顔を挟み、自ら唇を寄せる。初めて積極的に舌を絡めて類とキスをした。いつもは翻弄されてばかりだったが、彼が体で愛を叫んでくれているようでうれしかったのだ。

「好き、だよ……類。大好き」

「うん……うん。俺も、沙莉が好き」

　唇を重ね合わせながらも、類は激しく腰を使って沙莉を揺さぶってくる。体が溶け合って一つになるような感覚に気が遠くなりそうだ。

「んっ、あっ……あぁっ、ひ……ぁっ、ああっ！」

「すごい、沙莉の中、熱くて……溶けそうだ」

　類が両腕で沙莉の膝の裏へ手を入れた。大きく脚を開く格好になったが、もう羞恥など欠片もなかった。今はただ断続的に与えられる快楽に酔って浸されて満たされていたい。

「ぁ、あぁっ……も、う……だ、め……っ、もう……っ」

「そんなに締めるな」

　快楽と苦悶の狭間を行き来しているような艶めいた表情を浮かべた類が、スパートをかけるようにして抽挿する。

「や……だめ、もう、い……っ、ちゃ……あ、あぁ、あああっ！」

　最奥を激しく突かれ、呼吸をするのさえ忘れて体を仰け反らせた。目の前が真っ白になり、肉筒が快楽に痙攣しているのが分かる。そして類もそれは同じようで、脈打って果てるのを感じながら、恍惚とした気持ちで大きく息を吸った。

「る……い、……あ、あぁ……も、私、飛んじゃ……う」

　掠れた声でそう呟いた沙莉は、その言葉通り真っ白な快感の渦の中へ意識を霧散させていった。








第三章　私だけがいない









　晴れて類と本当の恋人になった沙莉は、今まで以上に仕事に精を出していた。いつも目にしている景色がすべて薔薇色に見えるのだ。その浮かれている様子を、アイリスの従業員もみんな不審な目で見てくる。店長が元気なのはいいじゃないか、と思うのだが、いささか地に足が付いていないと沙莉自身も思う。

　熱烈に抱かれたあと、類からは部屋の合い鍵をもらった。まさかこんな急展開で鍵がもらえるなんて、と驚いたのだが、それはもうありがたく大切にしますとカードキーを受け取った。

　そして瞬く間に数日が過ぎ、この週末は夜に時間があくというので類と会う約束をしていた。仕事が終わり、自宅に帰り着いてすぐ沙莉の携帯が鳴る。

「もしもし、類。どうしたの？」

　会うと約束したのは明日だが、このタイミングで電話がくるということは仕事が入ったのかもしれない。少し気落ちした声で電話に出る。

『沙莉、もう仕事は終わってる時間？』

「うん。今、自宅に帰ってきたところ」

『……そっか。ちょっと、出てこられる？』

　なんとなく類の声が沈んでいるような気がした。まさかまたあの女優が類に近づいて、トラブルを起こしているのだろうかと不安が過る。

「うん、大丈夫。どこに行けばいい？」

『いや、迎えに行くから待ってて』

「分かった」

　類との電話はそれで切れてしまった。一体なにがあったのだろうと心配になる。二十分ほどでマンションの前に着いたと連絡があり、沙莉は急いで車へ向かった。

　運転席に座る類の顔を覗き込むと、いつも見せてくれる笑顔が出ない。助手席に乗り込みシートベルトを装着したのを確認した彼は、静かに車を走らせた。

「どうしたの？　今日はなんか、いつもと違うね」

「うん……。沙莉との関係を事務所とマネージャーにちゃんと話そうと思ってるんだ」

「え……？　もう知っているんじゃなかったの？　あのスキャンダルって事務所とかマネージャーさんも承知しているのかと思ってた……」

　偽彼女を引き受けたときに、どこか類の様子が変だなとは思った。まさか事務所や彼のマネージャーも知らなかったなんて驚きである。

「じゃあ、あの記事が出たとき、事務所は大変だったんじゃ……」

「まあ、うん。うちは恋愛禁止とかじゃないけど、さすがに晴菜の件で事務所も忙しかったから、熱愛の記事が出るって分かったとき、その対応にバタバタしてた」

「今から、類の事務所へ行く……んだよね？」

　話の流れからすると、スキャンダルの相手が沙莉だと報告するつもりなのだろう。途端に緊張してくる。叱られるとは思っていないが、いろいろと聞かれるだろう。

「そんな緊張しなくていいよ。事務所の人もマネージャーもみんないい人だし。沙莉を責めたりしないさ」

　正面を向いて運転している類を、沙莉は横から見つめる。落ち着いている姿を目にして少し安心する。

（でも、緊張するなっていうのは、無理かもしれないなぁ）

　いろいろと考えているうちに、車は首都高速を降りて新宿方面に向かっていた。色とりどりのネオンが目に飛び込んでくる。真夜中でも新宿は相変わらず人通りがあった。

　繁華街を抜けてビジネス街に入り、そしてハイタワービルの地下駐車場へと車は吸い込まれて行く。類は慣れた様子で空いている駐車スペースに車を入れた。

「着いたよ」

　静かにそう言われ、うん、と沙莉も小さく返事をした。

「大丈夫、そんなに不安がらないで。別に怒られるわけでもなければ、俺の両親に結婚の報告をするわけじゃないんだから」

「そうだけど。でも、事務所っていえば類の職場になるんだし、マネージャーや会社の人は類の上司になるじゃない？　緊張するなっていうのは無理かも……」

「あはは、まぁそうだね。でもみんないい人だし、大丈夫。さ、行こう」

　類に手を握られて、平気だからと元気づけられた。車を降りた類に続いて沙莉も下車する。類を見上げて微笑んだが、頬が引き攣ってしまった。

　肩を抱かれて地下駐車場を歩き、エレベーターで上へと向かう。その間なにも会話はなかったが、強く肩を抱かれて勇気づけられた。

　アートビック芸能事務所はビルの十五階にあった。想像よりも広くて綺麗だ。グレーの絨毯に白い事務机が幾つも並んでいる。壁にはスチール書庫が並び、味気ない白黒の丸い掛け時計がかかっていた。事務所には電気が点いているが人はいないように見えた。

「こんばんは～柳浦さん、いる？」

　類が声をかければ、半透明の間仕切りの向こうからスーツ姿の男性が顔を覗かせた。

「あ、ＬＵＫＡ。待ってたよ。遅いからどうしたのかと思って、連絡しようとしてたところだよ。あ、そちらが例の……？」

「うん」

「どうも、私、ＬＵＫＡのマネージャーをしております柳浦といいます」

「あ、はい、あの……皆川沙莉、です」

　小柄で人のよさそうな三十代の男性が、スーツの内ポケットから名刺を出してくる。沙莉はそれを丁寧に両手で受け取り軽くお辞儀をした。柳浦は黒縁眼鏡をかけているせいか、とても真面目そうな雰囲気だ。

「社長もいる？」

「うん、待ってるよ。こっちね」

　柳浦に案内されて、奥の応接室へと通された。落ち着いた色の絨毯に黒革のソファとガラステーブル、ソファセットの向こうにはダークブラウンの重厚なデスクがひとつあった。白いスーツを着たショートカットの女性が、こちらに背を向けて座っている。沙莉たちが入ってきた気配に気付いて椅子ごとくるりとこちらを振り返った。

「やっと来たわね。その子が例の彼女ね？」

　女性がにっこり微笑みかけてくる。美人だが気が強そうな雰囲気で、沙莉は無意識に緊張してしまう。しかし類と手の甲が触れあうと、彼の指先が沙莉の指先と絡み合ってぎゅっと握ってきた。

「夜に来てもらって悪いわね。こんな時間しか予定が空いてなかったの。そんなところに立っていないで、まぁ座って」

　沙莉と類は隣同士でソファに座る。その後ろに柳浦が立つと、最後に社長が腰を下ろした。

「私はアートビック社長の御影です。あなたがＬＵＫＡのお相手ね」

「あ、はい。皆川沙莉、です」

　大きな黒い瞳がじっと沙莉を見据えた。すべてを見透かされているような気がして、沙莉は思わず視線を逸らした。

　御影の視線がようやく沙莉から離れ、そのまま隣に座る類に注がれる。

「さて、いろいろと説明をしてもらわないとだめなんだけど、それはＬＵＫＡの口から聞こうかしら」

「そのつもりで来たし、分かってる。その代わり、沙莉を絶対に責めたりしないって約束して欲しい」

　類の声はいつになく固い。事務所に入ってきたときとはずいぶん違って緊張しているように感じた。類に手を握られているおかげで、沙莉は想像以上に落ち着いていられた。

　類が隣でことの成り行きを説明している間、沙莉は応接テーブルに置かれたティーカップを見つめていた。

「話の成り行きは分かったわ。でも、どうしてひとこと相談してくれなかったの？」

　御影が胸の前で腕を組み、ため息交じりにそう言う。

「熱愛記事を撮らせるために一般女性を利用する、そんな情報が外に出たらＬＵＫＡは終わるだろう？　それに知っている人は少ない方がいいっていうのがセオリーかなと」

「あなた、私たちも信用できなかったって言う気？」

「そうじゃないよ。でも、用心には越したことはないから。結果的に晴菜の動きはピタッと止まったし」

　それは結果論よ、と僅かな憤りが御影の声に混じる。一番信用しているはずのマネージャーや社長に内緒だったのだ。御影の声に棘が生まれるのも分かる。

「それに、少し前からいろいろ揉めてたしね」

　類もなにか含んだような声で言い返している。ＬＵＫＡ失踪は記憶に新しい。気の進まない、やりたくないという仕事をどんどん入れていた柳浦や御影と衝突していたのは聞かされていた。なにもなかった頃と同じようにわだかまりがなくなったわけではなさそうである。

「分かってるわよ。仕事の件に関しては私たちだって強引に進めすぎたところもあるのは理解しているわ。あなたが姿を消すほど嫌だったっていうのは、さすがに予想しなかったけれど」

「俺、かなり言ってたはずだけどね。まぁそれでも一度は受けた仕事なのに、こっちの都合でキャンセルして姿を消したのは……悪いと思ってる」

　今はそんな話じゃなかったわね、と御影が話の筋を本題に戻す。類が今回の偽彼女の計画を相談しなかったのは、それが理由だと言った。

「偽彼女の件を私たちに話さないで進めたっていうのはもういいわ。理解したから。でも晴菜のことは……もしも悪い方へ行ってたらと思うと……」

　恐ろしいわ、と御影が最悪のケースを口にする。晴菜がスキャンダルを知って沙莉に嫉妬心を燃やし、今まで以上に類につきまとい、そして調べ上げて沙莉まで辿り着いたらどうなるのか。そこまで考えたのかと御影が類に問いかける。

「……実際、そこまで考えなかった。なにかしてくるなら、俺の方じゃないかと思ってたから」

「ＬＵＫＡ、それは甘いわよ。最悪のシナリオは考えなくちゃ。四六時中、皆川さんに付きっきりでいられないんだから」

　類は黙り込んでしまった。沙莉の手をぎゅっと握ってくるので、思わず隣の類を見てしまう。

「とりあえず、晴菜さんが諦めたのならいいけど。まだしばらくは様子見しないとだめだわ」

　御影が眉間に皺を寄せて、ため息交じりに言う。

　今は晴菜の動きがなくても、いつどんな行動に出るか分からない。そうなる前に事務所同士でもまた話し合う形を取るという。

「あの、晴菜さんってそんなに警戒しないとだめな感じの人なんですか？　ブログを見た感じでは熱狂的なＬＵＫＡのファンって感じで、それ以外は……」

　沙莉がずっと疑問に思っていたことを口にした。御影も類も、晴菜という女性が執着心が強いだけの女優、とは思っていないようだった。

「そうよね。皆川さんは晴菜さんの表の部分しか知らないだろうから仕方がないわよね。ただ熱狂的なだけならよかったんだけど……」

　御影が晴菜のことについて言いにくそうに話し始めた。それはとても信じられない内容で、表面しか見えないこちら側にいては知り得ないような内容だった。類を狙っていたのもそうだが、明るみに出ると捕まってしまうことにも手を染めているという噂だ。言動は多少大胆だとは思ったが、まさかの事実だった。

「まぁ、そういう事情なので、ＬＵＫＡを晴菜さんに近づけたくなかったのよ。向こうの事務所に何度か抗議をしたのだけど、晴菜さんの行動はまったく変わらなかったわね」

「そういう経緯もあって、晴菜さんとスッパ抜かれるのだけは避けたかったんです」

　御影の後ろに立って、ずっと黙っていた柳浦が口を開いた。相手が晴菜以外なら特に問題はなかったと付け加える。それほどまでに晴菜を警戒していたということなのだろう。

「社長、それで、もう一つあるんだけどさ」

「え、まだあるの？　ＬＵＫＡ……ちょっともう、勘弁してよ。私の白髪を増やす気？　もう……」

　額に手を当てた御影が頭を抱える。そうじゃないんだ、と類が御影の言葉を止めた。

「偽彼女を沙莉に頼んだんだけど、実は正式に付き合うことになって……」

　類がそう口にした途端、沙莉の顔が熱くなる。改めて当事者以外に報告するなんて友人や家族以外にはない。ましてやＬＵＫＡの所属事務所の社長とマネージャーは初対面で、その新鮮さと照れくささに思わず俯いた。

「あら、そうなの？　じゃああながちあのスキャンダルは偽造じゃなくて本当になったってことなのね？」

「まあ、そうかな」

「それなら話はそう複雑じゃないわね」

　御影と柳浦がホッとした顔を見せる。アイドルの恋愛は禁止していないが、女遊びや不倫でのスキャンダルは厳禁だ。どこの事務所も所属タレントやアイドルの色恋には敏感なところが多いという。

「彼女が偽物の方が問題だったわ。でもそうじゃないなら、今後、写真を撮られても問題ないわね。まぁ皆川さんは一般人なので顔が分からないように、今回みたいにモザイクがかかるだろうけど」

「多分、晴菜の執着はこれで終わるような気がしてる。今までも色んな人に夢中になってたみたいだけど、その相手が結婚したりしたらターゲットにしなくなってたし」

　類が楽観的な考えを口にしている。だが御影や柳浦の表情はあまり明るくない。確かにあの晴菜のブログを見れば、どれだけＬＵＫＡに執心して入れ込んでいるのかが分かる。

（このままなにもなく終わればいいけど……）

　沙莉の胸にもまだ不安はあった。晴菜が大人しくなってまだ数週間だ。今は向こうの動きを注意深く見守るしかできなさそうだと、そんな結論に至った。

　事務所に報告を終えたあと、遅くなったからと類に家まで送ってもらった。気付けばもうすぐ日付が変わりそうな時間に沙莉も驚いてしまう。

「今日はありがとう」

　沙莉はマンション前で車を降り、類は運転席から声をかけてくれる。夜中だが、周囲の目を少し気にしているようだった。

「ううん。御影さんも柳浦さんもいい人みたいでよかった。でもまさか、二人が初耳だったってことにはかなり驚いたけど」

「まあ、そうだよな。でもこれで正式な恋人だから。沙莉の周辺でなにか変わったことがあったら些細なことでもいいからちゃんと報告が欲しい。晴菜が絡んでるかもしれないし」

「うん、分かった」

　沙莉の返事を聞いて類はホッとしたような顔になった。おそらく類もずっと緊張していたのかもしれない。

「じゃあまた連絡するよ」

　おやすみ、と挨拶をして類の車は走り去っていく。沙莉は類の車が走り去って行った方をしばらく見つめていた。
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　類と一緒にアートビック事務所を訪れてから一ヶ月以上が過ぎた。未だにワイドショーではＬＵＫＡの熱愛について報道されている。特集を組んでいる局もあった。

　ＬＵＫＡが贔屓にしている店としてアイリスが取り上げられ、来店客がますます増えた。店長として取材を受けた沙莉は、初めこそ頬を引き攣らせて答えていたが、今や慣れっこになっている。

　ようやく最後の客を送り出し、クローズの札をかけた。

「ＬＵＫＡの熱愛、驚きましたよね。この店によく顔を出してはいたけど、まさかこんなに特集されるなんて思いませんでした」

　夜シフトで入ってくれている女の子が振り返りざまに言う。忙しさに拍車がかかり、従業員はみんなかなり疲労している。もちろん沙莉もだ。

「そうよね。ここにＬＵＫＡが来るっていう噂が上がった時点でもすごかったのに、今やＬＵＫＡに会える店、みたいになってるし。この状態、しばらく続くかもね」

　テーブルの上を片付けながら沙莉が答えると、繁盛していいけどさぁ、と大きなため息をつきながら手を動かしていた。

　今日も目が回るほど忙しかったし、食材が切れてメニューが二つほど完売した。ここまでになるのは初めてだったので驚いた。沙莉はあまりの忙しさにバイトの増員をオーナーに打診しようと考えている。

（このままじゃ私が倒れる～）

　そう思いながら食器をトレイに乗せ、バックヤードへ向かおうとした。そのとき、クローズの札がかかった扉の開く音が聞こえて沙莉は顔を上げる。

「最近、ますます繁盛してるね」

「オーナー、お疲れ様です」

「今日はもう食材ほとんどないですよ？　扉のクローズ、見えましたよね？」

　沙莉は少し呆れたような顔で言うと、遠山の背後にある入り口の扉を小さく指さした。

「分かってるよ。アルコールならあるだろ？　それと……ちょっとしたつまみくらいなら」

　彼はカウンターチェアに浅く腰かけた。いつもスーツできっちりとした格好なのに、今日はなんだか砕けたラフなスタイルだ。スーツはスーツでも若干ホストのような格好にも思える。

「オーナー……どうしたんですか？　いつもはもっとこう……落ち着いた大人の男って感じの服装なのに、今日はなんていうか……」

「ん？　今日はホスト崩れだって？　まぁ当たりといえば当たり。今日はうんと若い子とデートだったんで、若作りしたんだ。俺もまだまだいけるだろう？」

　雰囲気に似合わずそんな言い方をした遠山の前に、厨房で北川がささっと作ってくれたアボカドの山椒マヨネーズ和えが入った小鉢を置く。

「似合わないですよ。オーナーは大人の色気を纏ってる方が素敵です」

　沙莉は何気なくそう言って、遠山に向かってにっこり微笑みかけた。またそんなお世辞を言って……と笑うかと思ったが、意外にも遠山は驚いた顔で沙莉を見つめている。

「どうしたんですか？　私、顔になにか付いてます？」

　あまりに凝視されて、沙莉は思わず自分の頬に手を当てた。

「いや、沙莉ちゃんにそう言われると、なんかこう……急に照れくさくなったよ」

「またまた。このくらいで照れるようなオーナーじゃないでしょう？」

　沙莉は笑いながら厨房へ入ろうとして遠山に背中を向けた。しかしそれはすぐに止められてしまう。遠山が沙莉の左手を掴んだのだ。驚いて振り返り、今度は沙莉が遠山を見つめる番だった。

「オーナー？　どうしたんですか？」

「このあと、なにも用事がないなら……少し晩酌に付き合っていかないか？」

　やはり遠山は沙莉を口説くのは止めないらしい。以前、好きな人がいると伝えたはずだが、それをものともしないようだ。

　だが沙莉は、最近の店の状況の説明やバイトの件も相談したかったので、遠山の誘いを受けた。

　厨房の片付けを終えた北川は、適当に遠山のつまみを数品作り帰って行った。遠山の晩酌に付き合う沙莉の前には、ワイングラスとシャルドネのボトルが並んでいる。

「ここ最近のアイリスの繁盛振りについて、なにかご存じですか？」

　沙莉はグラスにワインを注ぎながら、遠山の横顔をちらりと見やって聞いた。彼は視線をグラスに落としており、口元はなぜか微笑んでいる。

「そうだなぁ、例えばここに有名人がよく出入りしているっていう噂以外に、なにかある感じ？」

「えっと、その噂の人が交際している女性がここに来るとか来ないとか……そういう話が流れてまして……」

「前に聞いてた話より進展してるね。それって沙莉ちゃんのこと？」

　勘の鋭い遠山のツッコミに、うっと言葉が詰まる。ここで話すか誤魔化すか考えていると、ふふっ、と遠山が笑う。彼の頬はほんのりと赤くなっていて、瞼もとろんとしている。かなり酔っているようだ。

（オーナーってお酒強い方じゃなかったっけ？　デートでかなり飲んだのかな？）

　酒に強い遠山がこんな風に酔っているのを見るのは初めてだ。

「ＹＥＳでもＮＯでもないと……なるほど」

　妙にうれしそうな口調で遠山が言い、手元にあるグラスを持った。

　沙莉は遠山の反応を見て、やはり隠しておくのはだめだと思い始めた。店は繁盛しているが、予想外のトラブルが起きないとも限らない。その原因に沙莉も入っているとなれば、話は変わってくる。

「オーナーあの、お話があるんですけど……」

「ん？　なんだろう」

　酒の席でする話ではないかもしれないが、遠山に打ち明けるタイミングはここしかないだろう。どう切り出して、どこまで話せばいいか悩んでいると、遠山が自分のグラスにワインを注ぎながら口を開いた。

「お話がありますっていうその感じ、なんだか怖いなぁ。俺は今から沙莉ちゃんを真剣に口説こうと考えてるんだけどな」

　どんな顔をしていいのか分からない。はっきり言わなくてはいけないし、オーナーには詳細を伝えておくべきである。それにまだ遠山が沙莉を諦めていないことに驚いた。

　下を向いていた沙莉は、ゆっくりと遠山の方を向く。彼は思いのほか真面目な表情で沙莉を見つめていた。目が合って、逸らしたのは沙莉の方だ。

　実は週刊誌を見たんだよね、と遠山が続ける。彼の右手のフォークがアボカドを掬い上げ、ゆっくりと口へと運ぶ。その様子を沙莉はただ見つめていた。

「あの写真、沙莉ちゃんにそっくりだったよね。特にシルエットが。いつもパンツスタイルだけどスカートも似合うじゃない」

　遠山の口ぶりはまるですべて知っているというような感じである。話があると言ったのは沙莉なのに、なにも言えずに沙莉はまた黙り込んでしまった。

　少しの沈黙の後、くくく、と遠山が肩を揺らして笑った。

「沙莉ちゃん、そこで黙ったら、ＹＥＳって言ってるようなものだよ？」

　かぁっと首まで熱くなる自分に驚いた。どうやら鎌をかけられたらしい。

「すみません。ＬＵＫＡがこの店に、私に会いに来て……それで噂が広がって毎日忙しくなってしまってるんです」

「まあ、忙しいのはいいことだよ。早いうちに話してくれてよかった。なにかあったときにオーナーの俺がなにも知りませんでした、では話にならないからね」

　さっきまでほんのりと頬を赤くして酔っていた遠山が、経営者の顔に変わっている。沙莉はすみません、と小さく頭を下げた。

「いや、謝らなくていいよ。話してくれてありがとう。じゃあこれからもこの忙しさは続くって感じか。増員も考えないとだめだな」

「できるだけお店にはご迷惑をかけないように、しますので……」

　今の所は迷惑よりも売上げ貢献って感じだけどね、と遠山が楽しそうに笑う。手にしている酒をグッと煽った遠山が、ため息交じりに沙莉を見つめた。

「もう沙莉ちゃんを本気で口説けないってことか。残念だな。相手はあの売れっ子アイドルだもんねぇ。俺に勝ち目はないな」

　それにしてもどうやって知り合ったの？　と尋ねられ、沙莉はＬＵＫＡが幼なじみで、このアイリスで偶然再会したことなどを説明した。

「じゃあ、類くんと再会する前に俺の方が先に気持ちを打ち明けていたら、ちょっとは可能性があったのかな？」

「それは……分からないです」

　沙莉が素直に言えば、驚いた顔をした遠山が、ふっと吹き出した。

「まあ、今後は沙莉ちゃんを口説かないオーナーとして頑張りますので、よろしく」

　グラスを持った遠山が、沙莉のワイングラスにカチンとぶつけて得意げに微笑みながら残りのアルコールを飲み干している。

「分かりました……。オーナー、なんだか切り替え早いですね」

　ふふふ、と今度は沙莉が笑う。もし自分ならそう簡単に気持ちを変えるのは難しいだろう。微妙な笑みを浮かべワイングラスを口元へ運んだ。

「傷付いてないとは言ってないよ。失恋したわけだからそれなりに。あ、でも……もしも沙莉ちゃんが失恋したら、そのときは弱ってる沙莉ちゃんに付け込むかも。隙があれば、俺はその手を緩めないよ」

　プレイボーイな遠山が色っぽいウインクを飛ばしてくる。こういう仕草がわざとらしくなく不自然に見えない彼をすごいなと思う。多少なりとも沙莉に気を遣ってわざとそうしているのかもしれないが。

「そのときは、よろしくお願いします」

　冗談と分かるような口調で、大仰に頭を下げると、俺にはちっとも靡かない感じだね、と遠山もわざとらしく肩を落とす。二人で軽く笑い合うと、遠山がグラスに残っていた最後の一口を飲み干した。そのとき、カウンターに置いてあった沙莉のスマホが着信する。

「あ、すみません」

　着信にビクッとして、ドキドキする心臓をなんとか抑えながらスマホを手にした。席を立って画面を見ながら厨房の方へ少し歩いて行く。

　類からかと思ったが、そこに表示されている番号は知らないものだ。普段は知らない番号からの着信は出ず、留守電にメッセージが吹き込まれるのを待つ。しかし今回はなにか変な胸騒ぎに襲われ、沙莉は受信のボタンをタップした。

「……もしもし」

　沙莉が怖々電話に出ると、知らない声が聞こえた。

『あ、皆川さん……ですよね？　この番号、皆川沙莉さんの番号で合っていますか？』

　焦ったような声の男性が、名乗りもせずに沙莉かどうかを確認するように聞いてきた。

「あ、はい……そうですけど、どちら様ですか？」

　怪訝な声で問いかけると、すみません、と男性が謝ってくる。

『私、先日アートビックの事務所でお会いした柳浦です。ＬＵＫＡのマネージャーをしています』

「ああ！　柳浦さんですか。分かります分かります。知らない番号だったので……」

『ＬＵＫＡが……』

　沙莉の声を遮った柳浦が声を震わせて類の名前を出してくるので、沙莉も思わず息を飲んだ。嫌な予感が胸の中で膨らみ、笑顔で対応していた沙莉の顔がそのまま固まる。

「あ……えっと、類が、ＬＵＫＡがどうかしましたか？」

『……ＬＵＫＡが階段から転落をして、病院に運ばれたんです。それでその、皆川さんは彼と交際されているから、連絡を……』

「えっ……類が、転落……。あの、だい、大丈夫なんですか!?　どうして、類が……っ」

　携帯を持つ手に汗が滲んだ。頭の中は真っ白で、痛いくらいに心臓が打っていた。その重苦しい鼓動が耳の中で鳴り響き、途中から柳浦の声が聞こえなくなるほどだった。

『皆川さん？　聞いていますか？　大丈夫ですか？　ＬＵＫＡは堂惠大学病院に運ばれました。もし来られるなら、いらして下さい』

「怪我は、重症では、ないんですか？」

『頭を強く打ちましたが、骨折などの怪我もなかったようで……』

「分かりました。すぐに行きます」

　柳浦がまだなにか話そうとしていたのだが、沙莉はそれだけを言うと電話を切った。今すぐに病院へ行く、それしか頭になかったのだ。

「沙莉ちゃん？　なにかあった？」

　沙莉の背後で遠山の心配そうな声がする。胸の前でスマホを握り締めた沙莉は、呼吸をするのさえ忘れてゆっくりと振り返った。

「あ……、なに、どうしたの」

　遠山が焦ったように長足の椅子から立ち上がった。沙莉の目の前までやってくると、とにかく座って、と腕を掴んで近くの椅子に座らせてくれる。

「類が、病院に……連絡が来て、か、階段から、落ちたって……それで、今から病院に、行こうと、思って……」

「類って、沙莉ちゃんの友達？」

　気遣うような顔で覗き込まれる。沙莉は唇を震わせ、目には涙をいっぱいに溜めていた。

「大事な人……私の、大切な……。行かなくちゃ。すぐ、行かなくちゃ……」

　フラフラしながら立ち上がると、よろけた沙莉を遠山が支えてくれる。

「行くって、病院に？　どこの病院にいくの？」

「い、行かなきゃ……」

「沙莉ちゃん」

　肩を捕まえられて揺すられる。その弾みで瞳から涙がポロポロとこぼれ落ちた。

「そんな状態でいけるの？　俺が車を出したいけど、アルコールを飲んでしまったし……。タクシーを呼ぶ。一緒に行こうか？」

　遠山がスマホを取り出してタクシーを呼んでくれるようだ。

「だい、大丈夫です……私、一人で行けるので……」

「本当に？　そんな状態で平気？」

　沙莉は濡れた頬を慌てて手の甲で拭い、泣いている場合ではないと自分を叱咤する。

「大丈夫、です。オーナー、ここの戸締まりだけ、お願いします」

　少し鼻声で言葉を震わせながら言うと、遠山が小さなため息をついた。

「そのくらいお安いご用だけど、沙莉ちゃんが心配だな」

　沙莉は顔を上げ遠山を見る。無理矢理に笑顔を作り、気丈に平気だと答えたが遠山の心配顔はそのままだった。

　タクシーは数分ですぐにやって来て、沙莉は遠山に促されるようにして乗り込む。

「沙莉ちゃん、店のことは心配しないでいいから。病院に着いたら状況だけ知らせて欲しい」

「……はい。すみません。分かりました」

　タクシーの後部座席に座り、涙目で遠山を見上げた。開いたドアに腕を乗せ、車内を覗き込むようにしながら声をかけてくれる遠山に感謝しつつ、アイリスから堂惠大学病院へと向かう。

　走っている車の中で、沙莉は両手の指を組んで祈っていた。危篤だとか、重症だとかＩＣＵに入っているとは言われなかった。だから絶対に大丈夫だ、と願うように考えている。

　アイリスから病院まではタクシーでおよそ三十分といったところだったが、沙莉にとってはその時間が生き地獄かというほど長く感じ、何度もスマホの時間を確認した。

（大丈夫、類は大丈夫だよね。柳浦さんもそこまで深刻な言い方はしてなかった）

　収まっていた涙がまた頬を流れた。鞄からハンカチを取り出してそれを拭う。運転手に大丈夫ですか？　と声をかけられたが、頷くのが精一杯だった。

　堂惠大学病院の救急入り口に付けてもらい、沙莉は大急ぎでタクシーを降りる。救急受付で病室を聞こうとしたが、すぐ近くに柳浦が立っているのが目に入って駆け寄った。

「柳浦さん！」

「あ、皆川さん、早かったですね」

　柳浦の表情は浮かない感じで、疲労の色も滲んでいた。沙莉の鼓動は再び早くなり、苦しいほど胸を締め付ける。

「あの、類は……どうなんですか？　怪我って頭だけですか？　他には？」

　柳浦を質問攻めにして詰め寄った。泣いて真っ赤になった沙莉の目に気付いたのか、柳浦が同情するような表情を見せる。

「皆川さんとの電話を切ったあと、容態が急変したようで……先ほど緊急手術に入りました……」

　柳浦の声が震えている。沙莉は息もできないほどの衝撃を受け、両手で自分の口を覆った。時間が経ってから症状が出たりするのだと柳浦に説明されたのだが、冷静になれない頭ではその言葉も上手く入ってこなかった。

　思わず壁に寄りかかると、荒くなる呼吸と心音に目眩が襲ってくる。その様子を見かねて、近くの長椅子に座るよう促してくれた。

「皆川さん、大丈夫ですか？」

「類は……大丈夫でしょうか。手術って、どんな……どのくらい、かかるんですか。なにがあったんですか……」

　沙莉は座ったまま上半身を屈め項垂れる。太腿にポタポタと涙が落ちて、濃い染みを作った。階段から落ちただなんて、なにがあったのだろうか。

「分からないです。初めの検査では問題なかったらしいんですけど、……なにせ頭なので、なにが起こってもおかしくないと言われました。楽観的な情報がなくてすみません」

　沙莉の隣に立っている柳浦が謝ってくる。沙莉は下を向いたまま軽く頭を振った。その勢いでまた涙が落ちる。

「すみません、少し電話をして来ます。戻ったら状況を聞きに行きましょう」

　柳浦がそう言い残して沙莉の傍を離れて行った。歩きながら電話に出た柳浦の声が、徐々に遠ざかっていく。どうやらＬＵＫＡの仕事関係の話らしい。

（そうか……ＬＵＫＡのスケジュールは全部変更になるんだ）

　こんなときに、類の仕事のスケジュールを考えている。なにか他のことを考えていないとどうにかなってしまいそうだった。

「すみません、電話が長引いて」

　駆け足で戻ってきた柳浦は息を弾ませていた。そして、移動しましょうか、と告げられる。

　沙莉は柳浦の言うがままに立ち上がり廊下を歩き始めた。

「どこに向かってるんですか？」

「ＬＵＫＡが、オペ室で頑張っているので、近くまで行きましょう」

　心臓が握りつぶされるように痛くなる。今まで友人でも身内でも、大きな病気をした人がいなかった。こんな風に親しい誰かを心配して、病院のオペ室の前で待つなんて、ドラマの中だけだと思っていた。

（類……）

　目の前に両開きの扉が見える。その上には手術中、とランプが点灯していた。見た瞬間、息が止まる。

（気持ちが通じ合ったばかりなのに、そのまま、私を置いていくなんてしないでよ？　また笑って冗談言って……強引に私を振り回して、色んなところに連れてって）

　沙莉と柳浦は手術室の手前にある椅子に座る。なにもできない自分が歯がゆかった。こんなとき、祈ることしかできないのだ。

　ただただ赤いランプを見つめ、それが消えて無事に類が出てくるようにとそれだけを願っていた。

「もうすぐ、ＬＵＫＡのご両親と、うちの事務所の社長も来ると思います」

「そうなんですね。類のご両親に会うのは久しぶりです」

　脳裏に昔の記憶が蘇った。沙莉は首から下げているダイキャストリングを、無意識に服の上から握り締める。このリングをくれたときの類の生意気な顔を思い出すと、今でも胸がきゅんとする。顔を真っ赤にしてつっけんどんにこのダイキャストリングを押しつけてきた。

「ああ、ＬＵＫＡとは幼なじみでしたね。家も近かったんですか？」

「お隣さんだったんですけど、それも中学生までで。そこからはアイドルのＬＵＫＡになっちゃいましたね。昔はすごくやんちゃで、小学生に上がってから急に大人びていった印象です」

　アイドルのＬＵＫＡはクールな印象だ。歌っているときもバラエティに出ているときもそれは変わらなかった。けれどプライベートで沙莉と一緒にいるときは違う。

（子供みたいで、ちょっと強引なところもあったりして……私だけに見せてくれてるのかなって思うとうれしかった）

　類との思い出を回想していると、込み上げるもので喉の奥が苦しくなる。まだどうなるかは分からないのに、沙莉は泣いてばかりだった。必死に涙を我慢しながら唇を噛む。

「ＬＵＫＡ……類くんは、Ａスタジオの踊り場で見つかったんです。近く新曲が出るので、番組跨ぎでスタジオ移動の最中でした。エレベーターが来なくて、階段の方が早いって言って一人で行ってしまいました……」

　隣で話す柳浦の顔は青ざめていた。その場に一緒にいたのに、自分はエレベーターで行くことを選択して、類をすぐに発見できなかったと後悔のため息を洩らしている。

「……これは聞いた話なんですが。まだ確定はしていなくて、本当かは分かりません。ＬＵＫＡが落ちた直後、女性が走って逃げる姿が目撃されています」

「えっ！」

　柳浦の言葉に、俯いて聞いていた沙莉は驚いて顔を上げた。隣に座る柳浦も、ゆっくりと顔を上げて沙莉の方を見る。事故だと勝手に思っていた。類が不注意で足を滑らせて落ちたと。

「どういう……ことですか」

「ここからは私の勝手な憶測なんですが」

　そう言い置いた柳浦が、背中を丸めて肩を落として俯いた。

「晴菜さんではないかと思ってるんです。ＬＵＫＡは晴菜さんに、突き落とされた……」

　足元から痺れるような悪寒が這い上がってきた。沙莉は口を両手で押さえ言葉を失う。そして両方の目には涙があふれ出した。

「そんな……」

　沙莉はしばらくなにも言えず、ただショックで放心していた。隣にいる柳浦も、確定ではないですから、と言っていたが、沙莉の耳には届いていなかった。

「手術は二時間ほどだと聞いています。もうそろそろ……終わるかもしれないですね」

　柳浦が自分の腕時計を確認して教えてくれた。沙莉が病院に到着したときには手術が始まっていたが、ここでもう一時間以上も焦燥に駆られていたらしい。心配の深いため息をついた。その瞬間、赤く点灯していた手術中のランプが消えた。

「……っ！」

　柳浦と沙莉は勢いよく立ち上がった。扉の向こうに人の気配と音が聞こえるが、まだ誰も出てこない。気が急いて沙莉は扉に近づいた。

　扉が開いて看護師が付き添うベッドに類が横になっているのが見える。近くで顔が見たくて駆け寄るが、そのまま左折してＩＣＵのある方へと行ってしまった。

「類っ！　……類！」

　呼びかけても類の意識が戻るはずもない。口には透明の酸素マスクを付け、両腕には点滴が繋がっている。類の瞼は開かず、頭に巻かれた白い包帯から目が離せなかった。

　類が運び出されたあとに、手術を行った外科の先生が姿を見せる。類を追いかけて関係者以外立ち入り禁止、と書かれた扉の前まで行った沙莉は、やはり中には入れてもらえなかった。

「類……」

　扉の前でしばらく見守っていたが、類の状態を聞きたくて、先ほど一緒に出てきた脳外科の先生が歩いて行った方を振り返る。しかしその場所には二人の姿はなかった。

「あの、類の……海堂類を手術した先生はどちらですか？」

　近くにいた看護師に尋ねるも、ご家族ですか？　と聞かれて言葉に困った。

「あの、家族ではなくて、幼なじみです。類のご両親もこっちに向かってるみたいなんですけど……あの……」

「ご家族の方じゃなければお話は聞けませんよ？」

「あ、でもあの……じゃあ、ここで一緒に待っていたスーツの男性はどこへ行ったか分かりますか？」

　沙莉は壁際の長椅子を指さして、焦った口調で看護師に尋ねた。看護師もその長椅子の方を見て、ああ、と気付いたようだった。

「さっき隣の説明室へ入られたと思いますよ」

「そうですか……ありがとうございます」

　沙莉は丁寧に頭を下げた。教えられた説明室の前まで来ると、一部屋だけ扉が閉まり、使用中のランプが点灯していた。勝手に入るわけにもいかず、沙莉は気を揉みながらも近くの椅子に腰を下ろした。

　そうしているうちに類の両親が姿を見せて、ＬＵＫＡの事務所の社長もやってきた。久しぶりに顔を見た類の両親はあまり変わっていなかったが、疲労の色がありありと見て取れる。

「沙莉ちゃんも来てくれていたの？　久しぶりに会うわね。元気だった？」

　誰かに気遣うどころではないはずなのに、類の母親がそう声をかけてくれる。泣き腫らしたような両目は真っ赤だった。

　二人は使用中の部屋の中に入り、代わりに柳浦が退出してくる。沙莉は椅子から立ち上がって柳浦に駆け寄った。

「あの、柳浦さん、類は……どうだったんですか？」

　縋るような思いで柳浦に問いかける。彼の表情からは、いいも悪いも読み取れなかった。

「立って話す内容ではないので、少し座りましょう」

「はい」

　促されて説明室から少し離れた場所に腰を下ろし、沙莉は体を柳浦の方に向けて言葉を待った。

「まず、手術は成功したそうです。しばらくはＩＣＵからは出られないことと、経過観察がかなり必要だと聞かされました」

「でも、手術は成功で、よくなるんですよね？」

「まだ楽観はできないそうです。脳挫傷で脳が腫れている状態で、目が離せないということでした」

「そうですか……。でも今すぐに死ぬ可能性がないのなら、それはよかったです。本当に……」

　安堵しすぎて一瞬目の前が真っ暗になり、沙莉は背もたれに背中を預けて息をついた。

「それで、類にはいつ会えるんでしょうか？」

「ＩＣＵには入れませんが、ガラス越しになら顔を見るくらいならできるようですよ」

「そうなんですか！　行きます、すぐに」

　沙莉は濡れた頬をハンカチで拭くと、勢いよく立ち上がった。さっきまで吐きそうなほど苦しかった胸のつかえが少し取れていた。

　その様子に柳浦も驚いていたが、しかし小さく微笑んで、行きましょうか、とやさしく声をかけてくれた。

　病院の中は人の気配があまりない。静かで広いホスピタルストリートを横切り、時間外で動いていないエスカレーターを上った。白いリノリウムの廊下とクリーム色の壁が続く先に、看護師が出入りしているエリアが見える。

　病院というのはとても異質だと思う。昼と夜の雰囲気はまるで正反対で、静と動という感じだ。それなのにどの空間にも緊張やいろいろな感情が満ちている。

「あの先から中を見られるそうなんですけど、カーテンが閉まっているようなので聞いてきますね」

　沙莉はカーテンの閉まったガラス窓の前に残された。この向こうに類が眠っている。そう思うとたまらなく胸が苦しくなった。沙莉は両手でガラスに手を突くと、ヒンヤリとした感覚が伝わってくる。それが取り乱す沙莉を落ち着かせていく。

　手術室から出てきた類の姿を想像して心配は膨らむ。手術は成功したと言われたが、自分の目で見るまでは安心できなかった。

　しばらくしてカーテンが動き、左右に白い布が移動していく。看護師さんが軽く会釈をしてくれたが、沙莉の視線はその向こうで眠る類の姿に釘付けになった。

「類……類……っ」

　チューブで繋がれた彼の頭は痛々しい包帯に包まれていた。いろいろな機械がベッドの周りを取り囲み、カーテンで仕切られた中に類のベッドだけがある。

　類は目を閉じたままだったが、腹部が静かに上下していた。

「今は薬で眠っているそうです。外傷はかすり傷と少し打撲があるくらいで、そっちは心配ないです。脳の腫れが治まったらここを出られるそうですよ」

「……そうなんですね。よかった……」

　今にも目を開けそうな気がして、沙莉はガラスに両手を押し付けて類の様子を凝視していた。すると複数の足音が近づいてきて、沙莉の隣で人の気配が止まる。ゆっくり振り向くと、類の両親が立っていた。

「頭の包帯がなければ、ただ眠っているように見えるわね」

　類の母親が誰に言うでもなく呟いた。その声は力なく不安げに震えている。

「類のことだから、すぐに元気になると思います。すぐにまた、笑顔を見せてくれますよ」

　沙莉は類を見つめたまま言うと、そうね、と涙交じりの返事が聞こえた。

　ずっとこの場所で類を見ていたかった。目を覚ましたとき、一番初めに顔を見て欲しいと思う。けれどしばらくは意識が戻らないだろうと柳浦も言っていた。それに今は特別にガラス越しに面会させてもらっているが、本来なら面会時間外なのだ。

「沙莉ちゃん、類は大丈夫だって言ってたから、今日は帰った方がいいわ。また明日、来られるようなら見舞ってあげてくれる？」

「……はい。明日来ます。毎日、顔を見せに来ます。後は回復するだけだって言ってましたし、おじさんとおばさんも気をしっかり持って下さいね」

　お互いの目元にはまだ涙の痕が残っている。ＩＣＵを離れる前にもう一度だけ類を目に焼き付けてから、沙莉はその場をあとにした。







　類が怪我をして病院へ運ばれてから一ヶ月が過ぎた。ＩＣＵを出て一般病棟の個室へ移ったのだが、未だに意識が戻らない。

　脳外科手術のあと、一時的に脳が腫れて薬で眠らせることがあるというのだが、類の場合は回復が早く、一週間ほどで薬の投与は終了していた。それなのに意識が戻らないのだ。

（類……どうして目を覚まさないの？）

　沙莉は店の休み時間を使って毎日病院に来ている。テレビでは類の話題で持ちきりになっていた。階段から転落したと当初は言われていたが、実は女優のＨさんが関わっていて、事件性があるのではないかと週刊誌がスッパ抜いたのだ。

　雑誌の写真が番組の中で紹介されている。そこには晴菜と分かるような写真やブログのスクリーンショットが載せられていた。記事には晴菜の裏の顔やＬＵＫＡに対して付きまとい、ストーカーと化していたなどの詳細が書かれていた。

　沙莉は類の入院している病院内にあるコンビニで、その雑誌を読んでいた。買うつもりはなかったのだが、表紙に衝撃的な見出しが目に入り思わず手に取ってしまったのだ。

（これ、晴菜さんだ……）

　雑誌コーナーの前で読みふけっていると、沙莉の後ろを店員が通った。立ち読みはあまりよくないと思いそれをレジへ持っていく。

　沙莉は購入した雑誌を手に類の病室へと向かうが、途中で空いているベンチを見つけてそこに腰を下ろした。そこで記事の続きを読む。

　誌面には直接的な言葉では書かれていない。だがこの女優Ｈが晴菜だとすぐに分かるような言い回しだ。ＬＵＫＡの事務所は怪我をさせた相手が晴菜であると名言は避けているようだった。

（もし晴菜さんだって分かったら、事件になるよね）

　そうなると事態はややこしくなるだろう。類の容態が戻ればきっと証言するだろうし、そうしたら事件になるはずだ。沙莉はＬＵＫＡの記事を最後まで読み切って息をついた。

　柳浦からは事の詳細は聞かされていない。誰が本当の犯人か、事故か事件かを判断して対処するのは事務所の方だろう。どうなるにしても、類の意識が戻らないことにはどうにもならない。

　雑誌を手持ちの鞄にしまい立ち上がった。今度こそ類のいる病室へと向かう。類が入院しているのは十六階の特別病棟だ。十六階のエレベーターを降りると受付があり、そこで柳浦からもらっている通行証を見せた。

「ご面会ですね」

「はい」

　一ヶ月、沙莉は毎日面会に通っている。シフトの関係で相手が変わっても、受付の人とはすっかり顔見知りだ。沙莉が渡したカードをバーコードで読み取り確認してくれる。

「毎日、大変じゃないですか？」

　そう話しかけられて、沙莉は口元に笑みを浮かべた。

「平気です。幼なじみですし、早く目を覚まして欲しいですから」

　返却されたカードを受け取り、沙莉はフロアの奥へと歩いて行く。

　類が眠っている病室にはテレビや作業用デスクとチェア、幅広のソファに昇降テーブルがある。他にも電子レンジに冷蔵庫、独立したトイレや風呂、応接室まで設えてある。一見すると病院の一室には見えない感じのインテリアが並んでいて、初めて入ったときは驚いた。ベージュの絨毯にクリーム色の壁紙。ナチュラルモダンな一室だ。

　ベッドと応接セットの間にある間仕切り棚の上にはテレビが置かれてあり、その脇にはお見舞いの果物が入った籠がいくつか並んでいた。

　類は点滴も呼吸を安定させるためのマスクも外されている。ただ普通に眠っているかのように、静かにゆっくりと息をしていた。頭部の包帯はそのままで、当分は外れないだろうと柳浦から聞かされている。

　沙莉はベッドの脇にある椅子に座り、掛け布団から出ている類の手を握った。音の刺激や触感の刺激を与えるのがいいと言われていたので、見舞いに来ると必ず類の手を握るのだ。

「類、今日も来たよ。外は天気がいいみたい。夜からの勤務だから今日は少し長くいられるよ。ねえ、類……起きていいんだよ？」

　眠ったままの類に話しかけながら、彼の手を撫でる。沙莉の手の中で力なく項垂れているが、その温かさがとてもうれしかった。生きている、彼の体温を感じるだけで涙が出そうになる。

「お願い……目を開けて」

　何度もそう懇願する。しかし沙莉の願いは虚しく、その日も類は目覚めなかった。本来ならすぐに目が覚めるはずの類が、一ヶ月が過ぎても意識が戻らない。日に日に頭部の傷はよくなっているのに、深い眠りから目覚めない。

　窓に近づいた沙莉は、かかっているカーテンを引いた。

「類、空が青いよ。もう夏だね」

　季節は本格的な夏に突入しようとしている。青い空にもこもこした雲が現れ始め、これから暑くなるんだぞと言わんばかりだ。

　そんな空を見上げ、やりきれない気持ちを持て余す。傷はよくなってきている。しかし検査をしても異常はないのに意識だけが戻らない。医者もその原因は見つけられないと頭を抱える始末だ。

　ただベッドで眠っているだけに見える類は、今にも瞼を動かして目覚めそうだった。けれどその願いはまだ叶えられない。

　面会時間ギリギリまで病室にいた沙莉は、柳浦と入れ違いに部屋をあとにした。

　通い慣れた道を歩く。少し前まで病院の前にはたくさんのマスコミがいたが、今はその姿もない。昼の番組ではＬＵＫＡの話題はメインではなくなったが、晴菜についてはまだ報じられている。取材は激化しているようで、様々な憶測も流れていた。

　家に帰り着いた沙莉はエアコンを付け、深いため息をついてビーズクッションに腰を下ろす。なにか音がないと落ち着かなくて、すぐにテレビのスイッチをオンにした。少し眠らないと夜のシフトに差し支えるというのに、病院から帰って来るとひどく悲観的な気持ちになって眠るどころではない。

（もしもこのまま、類が目を覚まさなかったら、どうしよう……）

　何度も考えて胸が苦しくなる。もしもそうなったら、永遠に類だけを想い続けて生きるかも知れない、と沙莉は思っていた。

　神経が高ぶって眠れそうもないので、疲れた体を少しでも休めるためにシャワーで汗を洗い流した。頭からバスタオルを被り、髪を拭きながらバスルームから出る。心なしか体はリラックスしたようだ。

　キャミソールと下着だけで戻ってくると、そのまま熱を持った体で床に座る。ヒンヤリとして気持ちよく、ようやく落ち着いてきた。

（悲観的になるのはやめよう）

　今日もまた胸の中でそう呟いて、濡れた髪を乾かすのだった。







　沙莉は類のいない、以前の生活に戻っていた。類の病院に通うというスケジュールは加わったが、毎日の病室デートは切なくも楽しい時間になっている。もっぱら話すのは沙莉だけだが、類ならこんな風に返事してくれるだろうな、なんて妄想するようになった。

「こんにちは、柳浦さん」

　今の時間はいつも沙莉か類の母親がいるのだが、病室の扉が開いて顔を見せたのは柳浦だった。

「こんにちは。ＬＵＫＡは相変わらずですね」

　二人の視線が眠っている類に留まった。規則正しい呼吸と僅かに伸びた無精髭で、彼が生きていることを確認する。今日は伸びてきた爪を切ることにした。髭を剃ったり風呂に入れたりするのはできないが、爪を切るくらいならできる。パチンパチンと病室に爪を切る音が響く。

「このまま、目が覚めないなんて……ないですよね」

　口元に薄らと笑みを浮かべて、静かに呟く。爪を切り終わった手をベッドに置き、反対側に回った沙莉は近くの椅子に腰かける。そして類の右手を布団から出し、また爪を切り始めた。

「絶対……とは言えないですけど、きっと目を覚ましますよ」

「私も、心のどこかでなんとなくそんな予感はあるんです。窓の外に視線を移して、振り返ると目を開いて私を見ているんじゃないかって」

　やさしい視線を類に注ぎ、彼の手の甲をゆっくりと撫でる。そして自分の左手首にしている時計の時間が目に入った。

「あ……もう行かなくちゃ」

　類との愛しい時間が終わってしまい、ガッカリしながら温かい彼の手を掛け布団の中へと戻した。

「柳浦さんも、類と話して下さいね」

「はい。あまり時間はないのですけど、話していきます」

　柳浦と入れ替わるように席を譲った。名残惜しく、後ろ髪を引かれる思いで病室をあとにした。

　沙莉はアイリスで夜の開店準備を進めていた。今日は大型スクリーンにＬＵＫＡのコンサート映像をエンドレスで流す予定だ。彼を応援する意味合いを込めて、ファンに貸し切り解放する。少し前からＬＵＫＡの公式ＨＰで予告していた。沙莉は店内にかかっている時計を見ながら、準備を急ピッチで進めている。

「北川くん、厨房の方はどう？　間に合うよね？」

　店内の飾り付けを直しながら声をかけると、厨房からひょっこり顔を出した。

「俺、ここ長いんですよ？　心配しなくても大丈夫です」

「あは……そうだよね。なんかこう、今まで普通にできてたのになんか心配になってるみたい」

　これは明らかに類の影響だ。店が忙しくなってくると、いつもは気にならない小さなことでも過剰に気になる。神経が過敏になっているのかもしれない。

「店長、少し痩せました？　なんだか最近、やつれてますけど」

　デシャップの向こう側から北川が声をかけてくる。

「平気平気。忙しいのはいいことよ。ほら、仕事に戻って」

　沙莉は笑顔で北川を厨房に追い立てた。

（確かに、少し体重は減った気がする……）

　いつも穿いているジーンズのウエストが、緩くなっているのには気付いていた。いつもと同じように生活しているつもりだったが、食があまり進まなくて量が減っている。味がしなくておいしくないのだ。気持ちの問題が関係しているのだろうが、こればかりは自分でどうしようもない。

（類が目覚めたら、きっと元に戻るんだろうな）

　そう思って止まっていた手を動かし始めた。

　夕方、オープンの札をかけるために外に出る。外にはかなりの人が行列を作って待っていた。今日は一段と人が多い。

「お待たせしました、お好きな席へどうぞ」

　扉を開けて客を招き入れる。あっという間に席は埋まってしまったが、それでも外にまだ行列が残っている。どのくらいの回転率で入れ替えができるか分からないのでそれを伝えたのだが、みんな待つと言う。

「どうします？　店長。整理券配った方がよかったですかね」

　夜シフトで入っている小川が耳打ちする。

「次は整理券を配ろうか。今日はもう、仕方ないね」

　見渡す店内は満席で、皆はＬＵＫＡのミュージックビデオが流れるのを待っていた。そして始まる、オーダーの嵐だ。

「すみませーん、注文いいですか？」

　そんな声があちこちから飛んでくる。ハンディターミナルを持った沙莉と小川が、その声に反応してテーブルからテーブルへと駆け回った。そして厨房も徐々に忙しくなり、ミュージックビデオが大きなスクリーンに流れ始めると、客の熱も高まっていく。忙しい中、目の端で映像の中にいるＬＵＫＡを何度も確認しながら、沙莉は懸命にオーダーを取った。

　閉店間際まで客がいたアイリスだったが、外の行列もなくなり、最後の客を送り出したのは日付が変わる頃だった。

　いつも以上に疲労困憊の沙莉は、テーブル席の椅子を引いて腰を下ろす。

（さすがに今日は……疲れた）

　いつもは途中で座り込むなんてない。テーブルの上にはまだ食器が残っているのに、ちょっと休憩、と座り込んだのだ。

「店長、大丈夫ですか？　顔色が悪いですよ。しかし今日は熱狂的なファンばかりでしたね」

「そうね。おかげで今年最高の売り上げじゃないかな。最後の方はほとんど食材なかったでしょ」

　椅子に座っていた沙莉は立ち上がろうとしたが、軽い目眩に襲われる。一瞬、目の前が暗くなり、再び椅子に腰を下ろした。

「店長、少し休んでて下さい。今日は一番動いたのは店長なんですから。あとは若い私に任せて下さい」

「だめだめ、休んでられない。私だって若いもん」

　そんな冗談を言いながら今度こそ立ち上がった。

　片付けに時間がかかったが、明日は休みなので少しは気が楽だ。ほとんど片付け終えた店内は、すっかり綺麗になっている。時間を見ればかなり深い時間になっていた。終電がなくなるまで残せないので小川と北川は家に帰し、あとは沙莉が引き受けることにした。

「ああ、疲れた。家まで帰り着けるかな」

　店から一番近いところに住んでいるのが沙莉だったが、疲労困憊で帰ったらなにもできずに寝てしまいそうな気もする。

　カウンターの上にある店の鍵を手に取って出ようとしたとき、鞄の中のスマホが着信した。こんな時間に一体誰だろう、と画面を見ると、そこには柳浦と表示されていた。

（柳浦さん？　なんで……類になにかあった!?）

　ドクンと心臓が跳ね上がる。震える指先で受話のボタンをタップした。

「もしもし……」

『あ、皆川さん。こんな遅くにごめんね。寝てたかな？』

「いえ、今仕事が終わったので帰ろうと思ってましたけど」

『そう、よかった。えっとね、ＬＵＫＡが目を覚ましたんだ。ついさっき』

「え！　る、類が!?　本当ですか！」

『うん。なんの前触れもなく目を覚まして、喉が渇いたって言ったらしいよ。面会時間じゃないけど、特別室だし少しなら話ができるらしい。もし来られそうなら……』

「今からすぐに行きます！」

『そう。それで……その……』

　柳浦がなにか言いにくそうに言葉を止めた。しかし沙莉はそれを待つ余裕もない。

「じゃあ今からタクシーで向かいます。教えて下さってありがとうございます、柳浦さん」

　慌てながらそう言うと電話を切る。沙莉は大慌てで店を飛び出して、深夜の人通りのない国道の脇でタクシーを探す。気を揉みながらようやく一台のタクシーを止めて乗り込んだ。息を切らしながら病院の名前を告げて、沙莉はようやく落ち着いた。

　後部座席で、沙莉は両手を握り締め、まず始めになんと声をかけようかと考えている。

（おはよう？　目が覚めてよかった？　ずいぶん寝てたね）

　いろいろ考えてみる。だが目覚めた類を見れば、言葉を掛ける前に泣き出してしまうかもしれない。

「運転手さん、すみません。急いで下さい」

　急かしたくはないが言わずにはいられなかった。タクシーの運転手にそんなことを言ったのは始めてだったが、とにかく一分、一秒でも早く類に会いたいのだ。

　深夜の国道はほとんど車が走っていなかった。これ以上はないというくらい急いでくれたタクシーの運転手に感謝をする。救急入り口に着けてくれたタクシーから飛び降りた。

「ありがとうございました」

　救急の受付で類の名前を伝え説明すると、看護師さんが中へ通してくれた。しかし他の患者は皆眠っている時間なので、極力静かにして下さいと注意される。

　逸る胸のうちを抑えつつ、沙莉は歩き慣れた類のいる病室へ続く廊下を急いだ。見慣れた扉の前までやってくると、大きく一つ深呼吸をして扉を引こうとしたとき、沙莉は名前を呼ばれた。

「皆川さん」

「柳浦さん？」

　沙莉を呼んだ柳浦は妙に焦っているようで、息を切らして走ってきたようにも見える。肩で息をしながら額には汗が浮いていた。

「どうしたんですか？　柳浦さん……てっきりこちらにいらっしゃると思いました」

「と、途中で皆川さんが電話を切ってしまわれたので、大急ぎで来たんです」

　そういえば、類が目覚めたと知らせてくれたとき、他になにか言おうとしていた気がする。

（私、類が目覚めたって聞いて、慌てちゃったんだ）

　その続きを言うためだけにやって来たなんて、相当大事なことなのだろうかと首を傾げた。気持ちはすぐにでも中に入りたいのだが、柳浦を無視して行くわけにはいかない。

「あの、どうされたんですか？」

「すみません、大切なことを、言えなかったので……」

「大切なこと、ですか？　分かりました。お聞きします。でも、先に類と話してからでもいいですよね？　そうじゃないと落ち着かなくて……」

　沙莉は病室の扉のノブに手をかけたそれを引いた。あっ！　と柳浦が声を発したのと同時に、沙莉は扉を開けて中へ入る。電気は点いていた。こんな時間なのにまだ類は起きているようだ。

　短い廊下を進み、壁際からベッドがある方へ顔を覗かせる。

「類？」

　ベッドに座る類と目が合う。懐かしさと切なさが、電流が走るような感覚で全身を震わせた。ずっと眠っているだけだった類が起きて座り、こちらを見ている。その奇跡だけで、抑えていた感情が一気に膨らみ、喉の奥を苦しいくらいに詰まらせた。

「やっと、起きたね。類、心配し……た、よ……」

　涙腺はあっという間に決壊し、沙莉はハラハラと涙を零しながら言葉の最後の方は喉に詰まらせた。

　沙莉はベッドサイドまで駆け寄り、類の右手を両手で挟んで愛しげに撫でた。睫毛を跳ね上げて類を見た沙莉は、彼の異変に気付いた。

（どうして、そんな顔をするの？）

　なぜか類は驚いたような、不思議そうな顔で沙莉を見つめていた。想像したような返事がなく内心ガッカリしたが、目覚めたばかりなのだから仕方がないと思った。

「沙莉？　ずいぶん久しぶり、だよな。こんな夜中に……見舞いに来てくれた？」

　少し不自然な返答だった。今度は沙莉が驚く番で、中途半端に口を開けて固まる。確かにこんな夜中に見舞いに来るのはおかしいが、恋人が目を覚ましたと聞けば飛んでくるのが普通だと思う。

「どんな時間でも、類が目を覚ましたって聞いたら、すぐに来るに決まってるでしょ？」

「……そっか。サンキュ」

　微かに口元を緩ませて微笑んだ類の表情は、どことなくぎこちなかった。目の前に見えない壁を作られているような、他人行儀な感じがするのだ。そんな違和感を覚えて、類の手をゆっくりと解放する。

「皆川さん、少し話したいのですが」

　背後から柳浦の声がする。すっかり彼の存在を忘れていた。振り向いて静かに頷く。なにかが変だと思うのに、それがなにか分からない。どことなく不安と気持ち悪さを伴いながら椅子から立ち上がった。

「類……ちょっと、柳浦さんと話してくるね。すぐ戻ってくるから」

「ああ、うん。別に夜も遅いし、そのまま帰っても大丈夫だよ」

「え……あ、ううん。ちゃんと戻ってくるよ」

　ぎこちない笑みを浮かべて返事をしたが、類はそのまま沙莉から視線を外してしまった。ズキンと胸が痛んだ。だが気付かないふりをして、沙莉は柳浦と一緒に廊下へ出る。少し離れたところにある談話スペースにやってきた。

「すみません、皆川さん。ＬＵＫＡに会う前にお伝えしたかったのですが……」

　恐縮して俯いてしまった柳浦を、怪訝な顔で見つめた。類に会う前に一体なにを伝えたかったのだろうか。目覚めればもうあとは問題ないものだと思っていた。もしかしたらなにか後遺症が残っているのだろうか。そう考えると柳浦のこの態度は頷ける。

「なんですか？　類になにか起きてるんですか？」

　小声で柳浦に詰め寄ると、彼はバツが悪そうな顔をして廊下の長椅子に腰かけた。沙莉も彼に倣ってそっと隣に座る。心配顔で柳浦を見つめていると、彼はゆっくりと話し始めた。

「目覚めてすぐ診察をしてもらって分かりました。手術は成功しましたが、頭を打った後遺症で記憶の一部が欠損しているらしいんです」

「え？　記憶の一部……ですか？　それって、記憶喪失ってことですか？」

　嫌な予感が沙莉の胸の中に広がった。ついさっきの類の態度が、その記憶喪失と関係あるなら、その予感は当たりだ。

「ええ、まぁ……。逆行性健忘症ですね。記憶といっても、日常生活は普通に送れますし、今後の芸能活動にも問題ないそうです。一時的なのかそうでないのかも、経過観察をしないと分からないらしいと」

「どのくらい前まで、類は……覚えてるんですか？」

「断片的な部分が抜け落ちていたりするみたいですが、本人が認識しているのは今からおよそ一年前の記憶のようです」

　柳浦は類の担当医からそう聞かされたと話してくれた。

　最初はたいした傷もなく楽観視していたのに、目が覚めたら記憶が一年前まで戻っている。そんなことがあるのだろうか。

　一年前は、まだ沙莉は類と再会していない時期だ。目覚めた類に話しかけたときの違和感はこれだった。

（類の記憶が、私と再会する前に戻ってしまってる……？）

　ドライな反応も頷ける。そして沙莉を襲ったのは不安と絶望だった。再会して気持ちを通じ合わせたあの瞬間も、スキャンダルを作るためのデートも、すべて覚えていないのだ。

　沙莉の知っている類がいなくなった。そう考えると途端に胸が苦しくなる。いきなり目の前にシャッターを下ろされたような感覚だ。

「あの、ちょっと……」

　呼吸をしているはずなのに息が苦しくて、思わず自分の胸を手で押さえた。

「皆川さん、大丈夫ですか？」

「少し……外の空気を……吸ってきます」

　ふらつきながら立ち上がり、沙莉は救急外来の自動ドアを潜って外に出る。生暖かい空気が全身を包む。息苦しさはさらに増した。けれど病院独特の臭いから逃れたくて、近くのベンチへゆっくりと座る。隣の座面に両手を突いて、頭を垂れた。

（類は、私を思い出すのかな？　このままずっと、あんな……）

　病室で沙莉を見た瞬間、ずいぶん久しぶりだよなと言った類を思い出す。再会してからの半年が全部消えてしまった。そう思うとひどい虚無感に襲われる。

　遅れてやって来た悲しみが沙莉の瞳の中に溜まりだす。

「皆川さん」

　肩を震わせている沙莉の背後から、柳浦が声をかけてくる。今は一人になりたかった。一人にして欲しかった。それなのに柳浦は少し離れて沙莉の近くに座ってしまう。

「もう一つ、伝えないといけないことがあるんです」

　言いにくそうにしながら、柳浦が静かにそう言った。類の記憶がないと伝えたときと同じような、そんな嫌な雰囲気を感じている。沙莉はゆっくりと頭を上げ、濡れた頬を手の平で拭う。けれど柳浦の顔を見るのは無理だった。

「ＬＵＫＡは、皆川さんと会ってからの記憶がありません。だから、皆川さんと交際をしている事実も覚えてないんです」

　念を押すように言われなくても分かっていた。沙莉の胸を抉るような痛みが走る。動揺と混乱で、柳浦がなにを言いたいのか沙莉には読めなかった。

「……ＬＵＫＡと交際している事実を伝えないで欲しいんです。それを伝えてＬＵＫＡが混乱してしまうのは困ります。事故が事件になるかもしれなくて、その犯人が晴菜さんかもしれない。それだけでも十分ショックを受けると思うんです」

　だから一度にたくさんの事実を伝えるのは今は避けたいのです、と柳浦が続けた。

　ストーカー行為がひどくなり始めたのはちょうど一年前で、今の記憶では晴菜は熱烈なファンに留まっているはずだ。それがいきなり自分に危害を加えるような行動をした、と伝えれば混乱するのは目に見えている。

　その上、沙莉と再会して偽彼女から本命に彼女になり、事務所も公認だという情報まで知れば情報過多でどうなるか分からない。しかし晴菜との決着が付けば事実を言えるのだろうか。このまま沙莉の恋愛は自然消滅してしまうのでは、と不安に駆られた。

「記憶がないことは、すぐに公にはしないつもりです。ＬＵＫＡには復帰に集中してもらいたい」

　世間ではＬＵＫＡの怪我の内容や状況に関して注目が集まっている。だからこのままＬＵＫＡが芸能界に復帰するまで、会いに来ないで欲しい、というのが柳浦の……事務所の意向だと伝えられた。

「勝手なことを言っているのは分かっています。ですが、今はＬＵＫＡがアイドルとして復帰できるかが、かかっているんです」

　沙莉はそれを理解するまで、たっぷり数分はかかった。思わぬ再会でドキドキしていた自分を思い出した。あんな偶然は、この先の人生にはないだろうとさえ思ったのだ。

　それからの沙莉の時間は幸せしかなく、好きだった類と気持ち通わせ合えて本当にうれしかった。それなのに、その全部を言えないなんて……。

「皆川さんには、申し訳ないと思う。うちの事務所はアイドルの恋愛は禁止ではない。しかし、だからといって自由に許しているわけでもないんです。好きな人ができたなら仕方がないと、それを応援するスタンスです」

　柳浦の言わんとすることがよく分からない。沙莉は眉間に皺を作り、隣に座っている柳浦の方へ顔を向ける。

「どういう意味ですか？　柳浦さん」

「ＬＵＫＡが自分から皆川さんとの関係を思い出すまで、なにも言わないで欲しいとお願いしているんです」

　ＬＵＫＡのアイドル復帰がかかっている、衝撃が強すぎると柳浦はいろいろ言ったが、きっと一番言いたかったのはそれだったのだ。

　沙莉は膝の上で握り締めた自分の手の甲を見つめた。湧き上がってくる怒りに震えている。熱愛記事が出たとき、それで晴菜が諦めたならよかったと言ったくせに、類が沙莉を忘れてしまえばそのままにして欲しいなんて都合がよすぎる。

「類が……類がもし私を、私との時間を自ら思い出したら、どうすればいいんですか？　そのときはまた元に戻っていいと言うんですか？」

　沙莉は柳浦の言葉を遮って、捲し立てるようにして言い放つ。自然と瞳には涙があふれ出し、類を失うかもしれない状況に怒りさえ覚えている。

　思い出さなければ、沙莉は類の中でまだ再会していない幼なじみ、という存在で終わっていく。

「そんな都合のいいこと……よくも」

「もしＬＵＫＡが自分で思い出したら、そのときはＬＵＫＡ自身に決めさせようと思います。社長や私に対して、皆川さんの憤りは当然だと思います。でもＬＵＫＡのアイドルとしての未来を考えてやって欲しいんです」

　絶対に嫌だと言いたかった。けれどＬＵＫＡの未来を盾にされてはなにも言えなくなる。卑怯だし自分勝手だと思ったが、彼らのＬＵＫＡを思う気持ちは理解できた。

「すぐに、返事はできないです。今日、類が目覚めたばかりなのに、そんなすぐには決められません」

「気持ちは、分かります」

「分かるんですか？　私の気持ちが、分かるっていうんですか？　冗談ですよね？」

　柳浦を責めるような口調で言った沙莉は、分かるわけがないですよ、と小さく呟いてベンチから立ち上がった。

「病室に戻ります」

　静かにそう言うと、背後で慌てた様子の柳浦が立ち上がった。

「……帰るって伝えるだけですよ。余計なことは言いませんから」

「……すみません」

　沙莉は柳浦を振り返らず、廊下を進みながら濡れた目元を何度か拭う。泣いていたことをどうか気付かれませんようにと思いながら、病室の扉の前にやってくる。

　静かに扉をノックして、中から類の声が聞こえて胸が引き絞られるような気持ちになった。小さく深呼吸をした沙莉は、ぎゅっと唇を噛み締めたあと扉を引いた。

「柳浦さんとも知り合いだった？　ずいぶん話してたけど……あれ、目が赤い。どうかした？」

　ベッドで横になっている類が、少し離れた場所に立つ沙莉を見てそう言ってくる。

「ううん。コ、コンタクトがずれちゃって痛くて。それで洗面所にいたんだ」

　沙莉の異変にすぐ気付いてくれたのがうれしかった。ベッドサイドまで近づいて類を見下ろす。椅子に座るのは躊躇われた。座ってしまうと立ち上がれなくなる気がしたのだ。

　だがこうして一緒にいれば、もしかしたらすぐにでも記憶は戻るのではないかと、期待してしまう。しかし現実は非情だった。

「沙莉とはもう十年以上も会ってないだろ？　だから驚いたよ。母さんから聞いたの？　俺と沙莉の母さん、まだ連絡を取ってたのかな？　それにしても、まさか沙莉が来るなんて……柳浦さんもよくＯＫしたなぁ」

「そ、そうだよ。だって私の母と類のお母さんは仲がよかったでしょう？　それで今回の話を聞いて慌てて来ちゃった。久しぶり……だよね」

　声が震えてしまわないかと怖かった。微笑む頬はぎこちなくなったけれど、どうにか本当っぽく言えたと思う。沙莉の母と類の母の仲がいいのは本当だ。

「そっかぁ。懐かしいなぁ」

　なにかを思い出すようにして類が病室の天井を見上げる。そうしてすべてを思い出してくれたらいいのにと心から願ったがだめだった。

「こんな夜中に来させて悪かったな。俺はもう平気って言いたいところだけど、頭の中は少し混乱してる。記憶は巻き戻ったけど、ＬＵＫＡとしての活動とか生活には支障がないみたいだからよかったよ」

「そっか。しばらくは活動を休止して体を治すんでしょう？　また元気な姿でテレビやコンサート頑張ってね」

「うん、ありがとう。でもスケジュールもかなり狂ったし、柳浦さんとか事務所にも迷惑かけたから、早く復帰しないとな」

「そうだね。……じゃあ、今日は帰るね。話ができてよかった。本当によかったよ」

「俺も。また来てよ。しばらくしたらきっと暇になるから、話し相手が欲しくなると思うし」

　類が屈託のない笑顔を見せてくる。記憶がなくなる前と何ら変わりないそれに、つらい気持ちが胸を圧迫した。

　病室で泣き出さずになんとか笑顔のままで廊下に出た。その途端、ぼろぼろと涙があふれ出す。右手で口を押さえて嗚咽を我慢する。少し離れた場所で柳浦がこちらを見ていた。歩き出した沙莉は柳浦にはなにも言わずに横を通り過ぎ、そのまま病院をあとにする。

　タクシーには乗らず夜の道を歩いた。脳裏に過るのは類と再会してからの日々だった。車の助手席に座って話し、こっそりと裏から店に入って食事をした。アイリスが閉店したタイミングで類は現れて、沙莉をドキドキさせたりした。いきなり沙莉の部屋にやって来た類にも驚かされた。たった半年だったけれど、いろいろなでき事があった。

　沙莉の中には類と過ごした時間が確かに存在しているのに、そのすべてを類は覚えていない。これほどつらい現実はなかった。

　病院から自宅まで、どうやって帰ったのかは覚えていなかった。ただ足の踵にひどい靴擦れができていて、疲労感と喪失感が沙莉を支配している。

　ベッドへ倒れ込むようにして体を横たえると、目尻からまた一筋の涙が伝った。





◆　　　◆　　　◆






　類の意識が戻り、退院してから一ヶ月が過ぎていた。沙莉の生活は類と出会わなかった頃の日々に戻っている。類が入院したときからそれは続いていたけれど、今は完全に沙莉の生活から類が消えた。

　類のスマホには沙莉の連絡先や写真、やりとりしたメッセージが残っているはずだ。それなのに類からの連絡はまったくない。

　類の意識が戻った日から、沙莉は病院へお見舞いに行っていない。そしてテレビでは衝撃的なニュースが流れている。ＬＵＫＡを突き落として怪我をさせた犯人がつかまったというのだ。世間でも騒がれていた通り、女優の晴菜だった。

　現場から立ち去るのを見たという目撃証言から、監視カメラの映像が決定打になった。聴取で晴菜はＬＵＫＡの熱愛が許せなかったと供述しているらしい。沙莉はそれをニュース速報で知った。

　一日の仕事を終えた沙莉は今日も最後まで残り、店内の明かりを落とした。大きなスクリーンにＬＵＫＡのミュージックビデオを流す。ささっとまかないを作り、それを食べながら見るのが日課になっていた。

「お、今日もＬＵＫＡなのか？」

　ドアベルにも気付かなかった沙莉は、突然声をかけられてビクンと肩を揺らす。ポンと跳ね上がった心臓に自分自身驚きながら振り返る。

「もう、オーナー……驚くじゃないですか」

「ドアベルの音も気付かなくて、施錠もされてなかったぞ？　不用心だな～俺が強盗だったらどうしてたんだ？」

　ニヤニヤしながら沙莉の座っているテーブルの空いた席に腰を下ろした。沙莉の交際相手がＬＵＫＡだと知って、もう口説かないと言っていたオーナーが閉店後頻繁に顔を見せにくるようになった。甘いコロンの香りが沙莉の鼻孔を掠める。そういえば類もコロンの香りがしたけれど、こんな甘ったるいものではなかったな、とふと思う。

「すみません。ちょっとぼんやりしてたんです。次からはちゃんと施錠します」

「そうだねぇ……でもそうしたら今度は俺が入って来られないから考えものだな」

「オーナー、ここの所、毎日お店に顔を見せてますけど、どうしたんです？　どうせなら開店中に来て下さいよ」

　テーブルの上には豚キムチとガーリックトースト、じゃがいものベーコン挟み焼きが並んでいる。食のバランスとしては微妙だが、あり合わせでまかないを作ったので夕食には豪華だ。

　遠山の指がガーリックトーストに伸び、サクッといい音をさせて食べ始めた。沙莉はそれを見ながら呆れたようにため息を漏らす。

「夕食、食べてないんですか？　なにか作ります？」

「いや、ここにあるのでいいよ。酒は、自分で持ってくる」

　にっこり微笑んで席を立った遠山は厨房へと入って行った。

「私の夕飯なのに」

　沙莉はぽそっと呟いたが、全部食べられそうになかったのでまあいいか、と微笑んだ。

　少ししてから遠山がワインのボトルとワイングラスの二つを持って戻ってくる。そして当然のように沙莉の前にグラスを置き、赤ワインを注ぎ始めた。

「オーナー、私そんなにアルコールは……」

「飲めなくはないだろう？　少しだけ付き合ってよ」

　仕方ないな、と沙莉はワイングラスを手にすると、遠山がカチンとグラスを合わせてきた。なにをするにもキザだなと思い、僅かに驚いた顔をしつつ口元に笑みを浮かべる。

　ワインを一口含んで飲み込むと、ほろ苦さの中にほのかにフルーティな香りが広がった。胃に流れ込んだアルコールが、じわりと胸の辺りで広がりホッとする。

「ここのとこ、ずっとこの映像ばっかりだな。本物に会う時間がないのか？」

　遠山がグラスを口元へ持って行きながら、画面を見つめて聞いてくる。沙莉も同じようにスクリーンを見つめながら、何度か瞬きをした。

「というか……もう会えない、って言った方がいいのかもしれないですね」

「え？　つい最近、こう……付き合うような話をしてなかった？」

「そうなんですけどね。いろいろあって今はもう……」

「ああ、なんかワイドショーで騒いでたな。階段から転落したって言ってたかな？　あまりちゃんと見てなかったから知らなかった」

「そうなんです。今は会わない方がいいかもと思って、病院にも行ってないんです」

「そんなに重症なのか？」

「いえ、外傷の方はほとんどなかったんですけど、頭を強く打ったらしく、逆行性健忘症を発症したみたいで」

「それで沙莉ちゃんを忘れた、って感じ？」

　遠山の的を射た言葉にグッと胸が詰まる。だが否定はできない事実なので、沙莉は小刻みに頷いた。

「そうか……それは辛いな。でも顔を見せて話すのを続けたら、なにかのきっかけで思い出したりしないのかな？　忘れたからって、そこで諦めるなんて沙莉ちゃんらしくないよ。君はもっと……」

「その方が！　その方がＬＵＫＡのためにはいいって、そう言われたんです。私の存在を思い出さない方が、ＬＵＫＡのアイドル活動が滞りなく進むって……」

「誰に言われたの？　本人？」

　予想外の返事に、沙莉は思わず遠山の方を振り向く。思いのほか真剣な眼差しでこちらを見つめていたのでドキッとする。

（オーナー……どうして詳細に聞きたがるんだろう）

　どこまで話していいのか分からなかったが、けれどもうここまで話したのだからいいかと思い沙莉は口を開く。

「ここで話したことは誰にも言わないって、約束してもらえますか？」

「もちろん。口は硬い方だから」

　なんとなく遠山のキャラクターからはあまり信用がならなかったが、彼も大人だし大丈夫だろうと考えて沙莉はすべてを話す。彼は黙って沙莉の説明を聞いていた。

「なるほど……それで転落事故によってここ一年の記憶が……なくなったのか」

「……はい」

　目を伏せた沙莉は、皿の上の冷めたベーコンをフォークでいじる。まるですべてがドラマのような展開だと、ふとそんな風に考えた。これがドラマなら結末はハッピーエンドがいい。沙莉が眠ったままの王子様にキスをしてすべての記憶を取り戻し、忘れててごめんと言いながら抱きしめてくれるような結末を望む。

「そんな結末なんてないよね……」

　つい声になって出てしまった。遠山もしっかり聞こえているはずなのに、これといって反応を見せなかった。

「沙莉ちゃんは彼とどうなりたいの？」

「どうって……それは、私を思い出して欲しいですよ」

「そうだろうけど、現状それはすぐに無理でしょ？　だとしたら、記憶がなくなっている前提で、会うなって事務所の人に言われて、沙莉ちゃんはそれでいいって思ってる？」

「思いません。けど、でも……私はＬＵＫＡの活動を邪魔したくないんです」

「そっか。そうだよな。だからこうして毎晩、彼の映像を切なげな顔で見てるんだ」

　そう言う遠山の表情がスッと変わる。視線の熱量が増えた気がするし、彼の纏うオーラのようなものが甘くなった気がしたのだ。

「そんな風に見えますか？」

　苦笑いで誤魔化しながら、僅かに俯いて視線をワイングラスのベースに向ける。両手の指先をそっと乗せ、手持ち無沙汰を解消するように指を動かした。

「見えるよ。どうしようもなく行き詰まって身動きが取れなくなって、もうダメだって倒れそうになってるなら、俺が支え棒になってあげてもいいよ。沙莉ちゃん一人くらい、難なく支えてあげられる」

　沙莉は睫毛を跳ね上げて遠山を見る。しかもぽかんと馬鹿みたいに口が半開きになっていた。話ながら飲み進めたワインのせいもあって、ほんのりと頬も熱い気がしている。

「やだ……オーナー。なに言ってるんですか？　まさかまた私を口説いてるんですか？」

　本気にしていない沙莉は半分笑い混じりに言い返したが、遠山の目は真剣そのもので沙莉を凝視していた。それを確認した途端、信じられないくらい心臓が跳ね上がる。

「彼を忘れる手助けをしてあげる。俺を利用していい。言っただろう？　付け込む隙があればその手を緩めないって」

「オー……ナー」

「今すぐにとは言わないよ。忘れようって決めたなら、俺を活用してくれたらいい。返事を待ってるから」

　ふっと笑みを浮かべた遠山が、ワイングラスを持って視線をスクリーンへ向ける。彼の整った横顔を見ながら、そう言ってくれる彼にどこか安堵を覚えていた。








第四章　さようならと言うしかなくて









　ＬＵＫＡに記憶障害があるという噂が広がった。ワイドショーや雑誌が大々的に取り上げ、そんな騒ぎが一ヶ月以上続いている。類の記憶は相変わらず戻っていないらしい。

　今では病院を退院し、自宅で休養をしているらしく、仕事復帰も近いと言われていた。

　類から連絡が一切ないまま、沙莉は再会する前と変わらない日常を過ごしている。

　変化があるとしたら、オーナーから好意を示され交際を申し込まれたくらいだろうか。

　類と想いが通い合って半年、あれは夢だったのだと最近では自分を納得させるようになっていた。

　お気に入りのバッグを家のクローゼットから出したとき、その内ポケットに類のマンションの合鍵が入っているのに気付いた。こんなところに入れて忘れているなんて思わず、見つけたときは自分に呆れて笑ってしまった。

　いつまでも持っているのは、きっとケジメがつかない。類の記憶は戻らないままだし、柳浦からの連絡もない。復帰すればＬＵＫＡは今まで通りに仕事を続けていくのだろう。

（……返さなくちゃ）

　衝動的にそう思った。沙莉はカードキーをもう一度バッグへ入れ、類のマンションへ行く準備を始める。黒地に大きなピンクの牡丹の花が散りばめられたスカート。類とのデートで着ていったものだ。この服を着て胸を弾ませていたのを思い出す。

「かわいいって、言ってくれたのも……覚えてないんだよね」

　姿見の前で自分を見つめる。じわじわと込み上げてきたものが、しっとりと睫毛を濡らす。何度か瞬きをすると、ひと滴の涙が頬を伝った。あんなに泣いたのに、まだ涙が出てしまう。

　今からアポなしで類のマンションへ行く。目を真っ赤にさせていては心配させてしまうだろう。せっかくメイクもしたのに、と沙莉はティッシュでそっと目元を抑えた。

　時間は夕方の十六時だ。土曜日のこの時間に類が自宅にいるとは思えなかったが、休養中というなら可能性はある。もしもいなかったら、日付が変わるまで待とうと決めていた。

（あんまり長い時間待ってたって知ったら、変に思われるかな）

　つらつらと考えながら沙莉は自宅を出た。

　もう会わないで欲しいと言われてから、一度も類を訪ねていないし、柳浦にも電話はしていない。なにもかもを諦めるには、あまりにも自分から行動していない。

　──会うなって事務所の人に言われて、沙莉ちゃんはそれでいいって思ってる？

　遠山の言葉がずっと頭の中を回っていた。いいとは思っていない。思っていないけれど、ＬＵＫＡのためだと言われたら、自分の気持ち一つで壊すなんてできない。

　本当は柳浦や事務所の約束などすべてを無視して、強引に詰め寄って類に真実をぶちまけたかった。それで思い出さなくても、続けていればいつかは記憶が戻るかもしれない。再び沙莉を想ってくれる可能性だってありうるかもしれない。

　そうも考えた。

　けれど、逆に嫌われるかもという悲観的な感情も拭い去れなかった。それは病室で再会したときの、類の沙莉に対する態度からそう感じたのだ。だから強引に押していくのも怖くて挫けそうになる。

　類のマンションまでの道すがら、何度も繰り返し考えた。ほんの少しの奇跡について。小さな可能性について。もしも今日、類の態度に変化がなければ……と、諦めのような気持ちが膨らんでいく。

　記憶が戻っても戻らなくても、類の世界は変わらない。なら彼にとっては同じことだ。

　首から下げたダイキャストリングを服の上から握り締める。これを見せて、すべてを話して、それでもダメなら……。

　類の自宅がある最寄り駅から歩き始めると、徐々に緊張が増しているのが分かる。急がなくてもいいのに早足になるし、会いたい気持ちがさらに膨らんでいく。

　類のマンションの前には路上駐車のバンが一台止まっている。窓ガラスにはカーフィルムが貼られていて、中に人がいるのかは確認できない。もしかしたらどこかの記者が、類を見張っているのかもしれない。立ち止まった沙莉は建物の中へ入るか悩む。この洋服は雑誌に掲載されたときに着ていたものだからだ。

（見られたらすぐに私だってバレるかな？　でも、一般人だし、平気……かな）

　会いたいのに会いたくない。相反する気持ちが胸の中で交差した。

　類がマンションにいるかいないか、とりあえずエントランスの手前にあるインターフォンを押すことにした。いなければ帰って来るまで待つだけだ。

　一度もこのカードキーを使ったことはないが、これで入ろうかとも思った。けれどこんな気持ちで初めて合鍵を使うのは、どうしても嫌だった。

　沙莉は緊張しつつ呼び出しボタンを押す。しかし応答はなく、留守のようである。残念な気持ちもするし、安堵するような複雑な気持ちになった。

　沙莉はマンションのエントランスから少し離れた場所にある、敷地内の小さな公園のベンチに座った。大人がめかし込んで公園にいるのは目立つが、スマホを操作しながら人を待っている雰囲気を出す。

（ここならもしも記者が見張っていても、見つかりにくいよね）

　マンション脇にある小さな公園は、夕方色に染められている。もちろん沙莉も同じ色だ。ベンチに座りしばらく経った頃、ずっとマンションの前に停まっていた車が走り去っていくのが見えた。

　どのくらい待てば類は帰って来るのだろうか。何度もスマホの画面に類の番号を表示させる。本当は電話をして、どこにいるのかを聞いて、会いに行くと言いたい。

（でも、会いたくないって言われたら、なにも始まらないまま終わってしまう）

　それだけは嫌だ、とバッグに入っているダイキャストリングを取り出した。何度も触っている部分は塗装がはげている。それでも無くさずに大事に大事にしてきた。そのリングにキスをして、最後の奇跡を祈る。

　そしてふと顔を上げたとき、見慣れた背格好の男性が横切っていった。沙莉には気付いていないようだ。

（類！）

　間違いないと思った。キャップに黒縁の眼鏡をかけてマスクをしているが、歩き方ですぐに分かる。弾かれたようにしてベンチから立ち上がり、マンションに入る前に追いつく為に走った。

「類っ」

　控えめな声で呼びかけると、ビクッと肩を揺らした類が歩みを止めた。ゆっくりとこちらを振り返り、まん丸に見開いた瞳で見下ろされた。

「え、沙莉？　あ、えっと……なんでここに？」

　焦った類が辺りをきょろきょろと見回している。人目を気にしているのは、こんなところを見られたくないからだろう。

「うん、ちょっと……話があって、来ちゃった」

「なんか……すごく驚いた。えっと、じゃあこっち。ここだと目立つから」

　類が沙莉の手を掴み、足早に歩き始めた。沙莉は引っ張られながら駆け足気味でついていく。

　二人でいるところを見られたくない、そう感じている類を見ていると悲しくなった。沙莉の着ているワンピースにも、類は興味を示さない。

（やっぱり、もう無理なのかな）

　くじけそうな気持ちになった。喉の奥が絞られるように苦しくなるが、まだ最後に見せたいものが残っている。

　マンションの中に連れ込まれ、あっという間に類の住んでいる自宅の扉前まで連れて来られた。

　エレベーターの中でも類は無言で、しかし沙莉の手は離さないでいてくれた。だから小さな希望に縋っている。

「はぁ、びっくりした。マンションの前で沙莉が待ってるなんて思わなかった」

　類が部屋の扉を閉めた途端に、大きなため息と共にそう言う。心底、安堵した……とそんな印象だった。迷惑そうにされなかっただけよかったと思う。

「ごめん。突然、来ちゃって……驚いたよね」

「うん、すごく驚いた。ちょっと飲み物を買いに出てたんだ。ここで話しててもアレだし、中に入って」

　類が靴を脱いでさっさと中へと入って行く。沙莉はそんな彼を呆然と見送り、のろのろと靴を脱いだ。玄関から一歩中へ入り足が止まった。

　この部屋に初めて入ったときの高揚感と、胸がはち切れんばかりにときめいたのを思い出す。キスをされて嬉しくて、好きだと言われて心を通じ合わせた場所だ。それなのに今は、あのときとは違う空気に息が詰まりそうだった。

　思い出せば思い出すほど辛くなり、沙莉は無意識にバッグへ手を入れてリングに触れた。バッグから取り出し、それを見つめていると涙があふれる。メイクだってバッチリにして来たのに台無しだ。止めたくても涙は止まってくれなかった。

（どうしよう……こんなところで泣いたら変に思われる。でも、涙……止まらない）

　指先で何度も涙を拭うが、後から後からあふれてくる。

「あっ」

　バッグの中に入っているハンカチを取り出そうとして、手の中にあったダイキャスリングを落としてしまった。それはコロコロと転がって、類の足元に落ちる。彼は気付いていないようだ。

「沙莉？　なんでそんなところに……」

　先にリビングへ行ってしまった類が、なかなか部屋に入ってこない沙莉に気付いて玄関の方へと戻ってくる。だが、俯いてその場に立ち尽くす姿を見て足を止めた。

「どうした？　気分でも悪くなった？」

　顔を覗き込んできた類が、ぎょっとしたように驚く。一瞬でパニックになっているようだった。

「なんで、泣いてるの？　え？　なにか、あった……？」

　沙莉に触ろうと手を出すのに、でもどうやって触れたらいいのか分からないというように彼の両手が戸惑っている。もし記憶を失っていない類だったら、驚きはするだろうが、なにも聞かないで抱きしめてくれただろう。

「ううん、あ、えっと……あったといえば、あったんだけど、でもその……ごめんね」

　今の類には心配をかけるだけだと思った沙莉は、零れる涙を慌てて拭う。そして目元を赤くしながら微笑んだ。

　類は困ったような顔でこちらを見つめていて、リビングへ行こう、と部屋の中に入るよう促された。沙莉は類に気付かれないように、落ちて転がったリングを拾い上げる。

　ソファに座ると、傍にあったティッシュの箱を類に渡された。メイクが崩れないように気を使いつつ涙を拭いていると、リビングテーブルにコーヒーの入ったカップが置かれる。

「沙莉……本当はなにかあったんじゃないのか？　それに、俺のマンションを知ってるのって、柳浦さんから聞いたから？」

　思わぬ類の言葉に、俯いていた沙莉は顔を上げた。さっきと変わらない心配そうな顔だ。その中に疑念の気持ちも混じっているように思える。沙莉の服装を見ても、涙を見ても、類との間にある距離は近くならない。あの頃の彼とは違うと突きつけられているような気がした。

「私のこの服……覚えてる？」

　類の質問には答えず、沙莉は瞬きもせず類を見つめながら問いかける。拭いたはずの涙がまた瞳に溜まり始めるが、零れないようにするのに必死だった。

「沙莉の、服？　今着てる、それ？」

「……うん」

　類の視線が沙莉の体に向けられる。形や柄を注意深く見ているようだが、その表情は変わらない。

「う～ん……ごめん。その服には見覚えがないよ……。だって沙莉とは病院で再会したのが久しぶりだろ？」

「……そっか。そうだよね。やっぱり、思い出せないんだ」

　じゃあ、とさっき落としてしまったダイキャスリングを見せて、これは？　と問いかけた。

「あ、これって……あれじゃん。俺が子供のときに沙莉にあげたやつだ。そうだよな？　懐かしいなぁ。まだ持ってたんだ」

　リングを手にした類の表情が明るくなった。昔を懐かしむような目で少し照れくさそうな顔をしている。リングの存在は忘れていなかった。一年以上前のでき事だから当たり前なのだが、それでも嬉しかった。

「でもこんなの、どうして俺に見せるんだ？　もしかしてあのときの言葉を覚えてるか試してる？」

「……あ、あの」

「子供の頃、沙莉にこれを渡したのは覚えてるよ。記憶がないのはここ一年前後のものだけだし」

「それ以外で、なにか……なにか思い出さない？」

　沙莉が必死に類の目を見つめる。その勢いに押されたように見えた類だったが、手にしてリングを返してきた。

「ごめん。それ以外は、思い出せないかも。小学生のときに、アイドルになるって沙莉の前で宣言したのとかは、思い出すと恥ずかしいよな」

　確かにそんなこともあった。沙莉もそれは覚えている。宣言して実現させた類は本当にすごいと思う。

「これから徐々に記憶は戻るかもだけど、今でも生活に支障はないから大丈夫だと思うんだよね」

「私と類の記憶はなにも、思い出せないんだね」

「あ、でもここ最近、俺すっぱ抜かれたらしい。一般女性と熱愛だって雑誌を見せられた。でも相手が誰かは覚えてないしさ。柳浦さんに聞いたらストーカーよけだとか言われたんだ」

「え……その雑誌、見た？」

「見たよ。付きまとってた相手の名前を聞いたら思い当たるし、エスカレートしたのかも。だからって熱愛記事を撮らせるなんて、どうなのって思ったよ」

「それ……私だよ」

　沙莉はソファから立ち上がった。なにもかも類は覚えていない。それがどうしようもなくつらかった。偽彼女は類にお願いされて引き受けたけれど、都合よくすべてをリセットされるのは悲しすぎる。

「え？　それって……どれ？　まさかあの記事の……？　あれが沙莉？」

　類は怪訝な顔を見せる。その表情一つで類の中にいるのは、子供の頃の沙莉の記憶だけだと思い知らされる。まるで胸を打ち抜かれたような痛みを覚えた。

「偽彼女、お願いされたの。そのストーカーをＬＵＫＡから引き離すために。わざと週刊誌に撮らせたんだよっ。いっぱいデートもしたよ。この服も、かわいいねって言ってくれた」

　堰を切ったように沙莉はすべてをぶつける。柳浦との約束を破った。けれどもうなりふり構っていられない。全部真実を打ち明けて、類が思い出してくれるならなんでもいい。

「え、ちょ、ちょっと待って……なんで、沙莉が？　偽彼女？　え？　……な」

　類が額に手を当てる。苦しそうな顔でぎゅっと目を閉じた。必死に思い出そうとしているのだろうか。

　沙莉の心臓はドクドクと早鐘を打っている。お願いお願い、と何度も心の中で繰り返し、類の返事を待つ。だが類は混乱しているようだった。

「悪い……全然、覚えてない。ごめん……ちょっと頭痛い」

　類が手に持っていたリングをテーブルの上へ置いた。その手で顔を覆うようにして俯いている姿を、沙莉は心憂い気持ちで見つめた。

（思い出そうとして、類が……苦しんでる）

　時間が経てば、これがきっかけで思い出すだろうか。それともこうして苦痛に頭を抱え続けるのか、それは誰にも分からない。

「ごめん。たまにあるんだ……。思い出そうとしたら、酷い頭痛を起こす。無理に思い出さないで欲しいと医者にも言われてて、頭痛がでたら、しばらく治まらなくて……」

　俯いていた類が顔を上げる。さっきとは違い顔色が悪く、額には汗が滲んでいた。思い出して欲しくてしていることが、逆に類を苦しめていると気付いた。

（これ以上、言えない……頭痛の原因は私だ）

　今はだめでも、何度も類と話せば記憶が戻るかもしれないと期待していた。だが、そのたびに類はこうして苦しむのだろう。

　こんな姿を見たいわけじゃなかった。

　ただ思い出して欲しいだけだった。

　元気になって、早くＬＵＫＡとして復帰して欲しいとも思っていた。

　沙莉はテーブルの上のリングを手に取った。再び自分の元に戻ってきたそれを両手で握りしめる。

「ごめんね、なんか一度にいろいろ言って……。待ち伏せして押しかけて、どっちがストーカーなのって感じだよね」

　沙莉は努めて明るく笑顔を見せる。そして手の中のリングを類の前に差し出した。

「これ、類が持っていてくれる？」

「え？　でもこれ、俺が沙莉にあげたやつなのに？」

「うん、でも私、持っていられないから。ごめん」

　沙莉の言葉に類が不思議そうな顔を見せる。子供の頃とはいえ、自分があげたものを返すと言われたのだから当たり前の反応だろう。

「いらなかったら、捨てて……。類からもらったものなのにごめんね。捨ててなんて言ったら、正直、気分が悪いよね。でも私にはそれだけはできないから……」

　また泣きそうになるのを必死に我慢しながら、再び笑顔を作る。バッグからカードキーを取り出してテーブルの上にそっと置いた。それを類が驚いたように見つめている。沙莉がカードキーを持っているのが信じられない、というような困惑した顔だった。

　もうこの部屋に来ることはないだろう。そう思うと胸が締め付けられる思いだった。

「沙莉？」

「もう帰るよ。ごめんね、類。……バイバイ」

「え？」

　最後は泣かないで笑顔を作れた。背中を向けて玄関に向かって歩き始めても、類は追いかけては来なかった。きっと混乱しているのだろう。

（思い出さない方が、私がいない生活の方がきっと、類の人生にとっては、いいんだ──）

　玄関を出てのろのろと廊下を歩く。これでいいと思いながらも未練がましく、引き留められるのを待っている自分がいた。

　だがその願いはむなしく、エレベーターは下に到着してしまう。マンションを出たところで立ち止まり振り返っても、そこには誰の姿もなかった。

「本当に、終わっちゃった」

　喉の奥になにかが詰まるような感覚に苦しくなった。思わず口元を手で押さえる。

　奥歯を噛み締めて、もう泣いてはだめだと自分に言い聞かせながら帰路についた。





◆　　　◆　　　◆






　類は頭の中がパニックになっていた。目が覚めると病院にいるし、直前の記憶がすっぽりとなくなっている。頭痛がして、それを訴えると看護師に鎮痛剤を点滴された。部屋に入ってきたマネージャーの柳浦は、目が覚めてよかったと泣いていた。彼のそんな姿を見るのは初めてだったから本当に驚いた。

「俺、どうなったの？　交通事故にでも、遭った？」

　掠れた声で柳浦に問いかけると、彼は驚いた顔を見せた。そんなに変な質問はしていないはずだし、掠れ声だけどちゃんと話せているはずだ。

「ＬＵＫＡ、もしかして覚えてない？　スタジオ移動で階段を使ってて、一番上から転げ落ちたんだ。そのとき、頭を打った。脳の外科手術を受けてからは眠ったままだった。目が覚めたばかりだから、少し混乱してるのかもしれないな」

「俺、階段から……落ちた……？　全然、覚えてない。ねえ今日って、いつ？　何日？」

　柳浦に問いかけると、困惑したような顔を見せた。すぐに答えてくれないので、類は自分で思い出そうとした。しかし鎮痛剤のせいか頭の中がぼんやりしていてなにも浮かんでこなかった。

（だめだ……全然、思い出せない）

　柳浦に覚えていないと伝えると、主治医を連れて来てくれた。頭部の傷は眠っている間にほとんど完治しているので、記憶の一部が欠損しているのは時間と共に戻るだろうとのことだった。明日にでも精密検査を受け、異常がなければ退院も許可された。

　目が覚めてしばらくして、懐かしい人が顔を見せた。幼なじみの皆川沙莉だ。彼女はとても綺麗になっていて、ずっと交流がなかったのにどうして病室に来たのだろう、と不思議に思った。

　そして今、類は沙莉が帰ったあとのリビングで立ち尽くしている。コンビニから帰ってくると、マンションの前で沙莉が待っていた。なんだかすごく思い詰めたような顔だったので心配になった。

　洋服とかリングの話をされて、急に泣き出した沙莉にどうしていいのか分からなかった。偽彼女やストーカー、熱愛の話を聞かされたがまったく覚えがない。思い出そうとしても、考え始めると頭の奥がズキズキと痛んでどうしようもなかった。

「なんだ？　どういうことだ……さよならって？　なんだよ……」

　諦めにも似たような顔で、目の周りを真っ赤にした沙莉がこのリングを渡してきた。訳が分からなくて立ち尽くしているが、時間が経過してもどういう状況なのか飲み込めなかった。

（久しぶりに病室で会ったはずで、それで……俺のマンションを知ってるのって、柳浦さんが教えた？　でも、カードキー……持ってたんだよな？）

　そんな風に考えていると、急にこめかみを突き刺すような痛みが走った。奥歯を噛んで目を閉じた類は、その痛みに耐える。瞼の裏にぼやけた映像が過った。

　正確には記憶なのだろうが、それがなんなのかは認識できないくらいボンヤリとしていた。なにかを思い出せそうでもう一歩足りない、そんな感じだ。

「これ、どうすればいいんだ……捨てろって言っても、できないだろ」

　手の平で光るダイキャストリングを見つめた類は、おもむろに自分の首から下がっているシルバーのネックレスを外した。そしてリングに通して再び首に付ける。

　捨てていいと言われて、素直に捨てるなんてできない。子供の頃とはいえ、自分が沙莉にあげたものだ。たとえそうでなくても、沙莉のあんな態度や言葉を聞いてなにも感じないほど鈍感ではない。

　リビングテーブルの上に置いてあるスマホを手に取った。沙莉が言うのだから、もしかしたらこの中に二人で撮った写真があるかもと思った。

　アドレス帳、アルバム、アプリのメッセージ。どれを確認しても沙莉の痕跡を見つけられなかった。

「……どういうことなんだ？」

　沙莉が嘘を言いにここまで来たとも考えにくい。考えれば考えるほど分からなくなり、類は難しい顔をしたままソファに座る。

　類は沙莉が出て行った玄関を見つめた。今から追いかけても、きっと見つけられないだろう。かといって、彼女がどこに住んでいて今なにをしているのかを類は知らない。

　もどかしいような感情に歯噛みして、胸の真ん中で揺れるリングをシャツの上から握りしめた。







　療養期間を終えた類は、ようやく仕事に復帰した。最初の仕事場へ柳浦が運転する車の後部座席に座りながら、沙莉のことを考えていた。

「ＬＵＫＡ、気分が乗らない？」

　運転している柳浦が声をかけてくる。短いトンネルに入ると、窓ガラスが鏡のように類の顔を映し出した。どこか上の空で、それでいて不安げな自分の顔にハッとする。

「あ、ううん。大丈夫。あ～でもないかな。久しぶりの仕事だし、ちょっと緊張してる」

「そりゃそうだろうね。でも大丈夫。ちゃんと俺がサポートするよ」

「頼りにしてるよ。柳浦さん」

　バックミラー越しに柳浦と目を合わせて笑い合う。そしてずっと聞きたかった件について口にした。

「あのさ、柳浦さんは俺と沙莉になにがあったか知ってる？　ほら、見せてくれた雑誌、一緒に写ってた女性って……沙莉？　柳浦さんは知ってるんだよね？」

　誤魔化しても意味がないと思い、直球で聞いてみた。柳浦は運転席にいるので表情は分からないが、少し長めの沈黙が落ちる。

「あの雑誌の記事の人とは、たまたま撮られたんだよ。私も誰か知らないんだ。まぁそれが偶然、例のストーカーを遠ざける結果になったけどね」

　柳浦には雑誌を見せてもらったときにも聞いた。そのときと同じ内容を教えられた。しかし沙莉からあの記事の女性が自分だと主張された今、柳浦の言葉の信憑性が揺らぐ。

「沙莉は偽彼女をお願いされたって言ってた。俺からストーカーを引き離すためだって。わざと週刊誌に写真を撮らせて、俺と沙莉はデートもしたらしい。これ全部、沙莉の嘘？　あいつ、俺のマンションのカードキーまで持ってた」

「え、それ、沙莉ちゃんから聞いたの？」

「沙莉がマンションの前で待っててさ、本人から聞いた」

「そう、か……」

　そのまま柳浦は黙ってしまった。肯定と取っていいのだろうか。だが類には記憶がない。嘘か本当か判断できる材料がなにひとつなかった。

「柳浦さん？　聞いてる？」

「ああ、聞いてるよ。沙莉ちゃんからいろいろ聞いたのだろうけど、どれも本当じゃないよ。カードキーは類のご両親にひとつ預けた。今回の件でかなり心配していらしたからね。沙莉ちゃんのご両親と類のご家族は仲がいいだろう？　もしかしたらご両親経由でカードキーを手に入れてマンションに行ったのかもしれない。ほら、様子を見てきて欲しいって頼まれたんじゃないかな」

　なんとなく柳浦の声が上ずっている。それにこんなにおしゃべりな柳浦は初めてだ。まるで言い訳でもするかのようにペラペラと喋る。

「柳浦さん、今日はやけにおしゃべりなんだね」

「そうかな。まぁ今はとにかく、仕事復帰初日だし、こっちに集中しよう。ね」

「あ、うん……」

　沙莉の言葉を信じるのか、柳浦の言葉を信じるのか、類には決められなかった。

　もう一度、沙莉が病室に来たときの様子を思い出す。あれが久しぶりに会った幼なじみの顔だろうか。

　──私のこの服……覚えてる？

　類の部屋にやってきた沙莉はそう言っていた。週刊誌で見た以外で、自分は知っているのだろうか。あの女性が沙莉じゃなければ、全くおなじスタイルの人と写真を撮られたことになる。だが沙莉は、あれは自分だと言っていた。何度も思い出そうとするが、その度に頭痛が襲ってくる。

「じゃあ、俺と沙莉はあの病室で会ったのが、引っ越し以来ってこと？」

「……まあ、そうかな」

　歯切れの悪い柳浦の返答に焦燥する。なにかを隠されているような気がして仕方がない。柳浦には最終的に、詳しくはよく知らない、と言われてしまった。

　マンションの場所を教えたのもカードキーも恐らく類の母だろう。母ならば沙莉の連絡先を知っているはずだ。聞いてみようとスマホを手にしたとき、車はスタジオの駐車場に到着してしまった。

「着いたよ、ＬＵＫＡ」

　類は手にしていたスマホの電源を切ってバッグにそれを仕舞う。

　復帰後、最初の仕事はトーク番組のゲストだ。収録は長くなるので体力が必要だが、十分休養をした。勘が戻るまでに少しかかるだろうが、乗り切る自信はある。

　車を降りて柳浦と一緒に建物の中へと入った。エレベーターで六階まで上がり、控え室へと向かう。

　部屋に入りソファに座った類は、ふう、とため息をついた。スタジオ入りまで待機なので、その間に母に連絡を取り、カードキーを預けたかどうか聞こうと思った。しかしそのとき、控え室の扉がノックされる。

「はい」

　類の向かいでタブレットを操作していた柳浦が代わりに応答し、扉まで行き開けてくれる。

「お疲れ様です。ＬＵＫＡいます？」

　聞こえてきた声は男のものだった。聞き覚えがある。類はスマホをテーブルに置いて振り返った。

「あ、翔悟さん。お疲れ様です」

　類は立ち上がり笑顔を見せた。同じ事務所で先輩でもある翔悟は、なにかと心配してくれて面倒を見てくれた。デビュー前の研修生のときからだ。

　類が意識不明で入院している間、翔悟は何度も見舞いに来てくれていたのを柳浦から聞いていた。もちろん目が覚めてからも退院までの間に顔を見せてくれた。

「お、いたいた、お疲れ。今日がスタジオ復帰一日目だろ？　どうよ」

　翔悟に肩を組まれ、そのまま一緒にソファへ腰を下ろした。事務所に電話をするのと関係者に挨拶をしてくると言って、翔悟と入れ替わりに柳浦が控え室を出て行った。

「なんか、すごく久しぶりの収録って感じなんで、ちょっと緊張してますね」

「そうだよなぁ。意識不明から目覚めて体力面やらの回復も含めたら、半年は軽く休んでたもんな。まぁ、その間、俺がばっちり頑張って事務所を支えてたぜ」

　類の隣で足を組んだ翔悟が、どや顔でこちらを見てくる。実際、そう大きくない事務所なので、翔悟の言っていることはあながち嘘ではない。

「まあ、犯人が捕まってよかったよ。黒い噂がありすぎだったけど、まさかそこまでするとはな」

「そうですね。ストーカー行為が激しくなっていたって柳浦さんから聞かされてたんですけど、俺はその記憶がないので、あまり……実感がないんです。俺の知ってる晴菜さんは、少し強引だったけど普通に会話の通じる女性だったのにな」

「ＬＵＫＡの事故がきっかけで、晴菜の薬物疑惑やら黒い噂が真実だと証明された上に、芋づる式に色んな人の疑惑が持ち上がってる。多分、ＬＵＫＡの前では隠すのが上手かったんだと思う」

　翔悟の言う通り、晴菜が取り調べでいろいろと暴露しているため、晴菜と関係している人物の名前が次々と表に出てきていた。

　実際のところ、晴菜の素行の悪さは芸能界でも噂になっていたし、週刊誌にもなんどか疑惑は書かれていた。そんなとき、ＬＵＫＡに興味を持った晴菜が病的なほどに心酔し始めた。

　類が覚えているのは去年の春頃の記憶だ。コンサートが終わり控え室に戻ってくると、そこに晴菜の姿があった。今まで交流などなかったのに突然で驚いた記憶がある。

「俺が思い出してたら、捕まるまでに時間はかからなかったんですけどね……」

「まぁ、捕まったんだからよかった。それに記憶も徐々に戻るんじゃないか？　そうじゃなきゃ沙莉ちゃんもかわいそうだしね」

　翔悟の口から沙莉の名前が出て、類は思わず隣を振り向いた。彼もこちらを見ていたのでバッチリ目が合う。どことなく探るようなその瞳に、足元がそわそわと落ち着かなくなった。

「沙莉の記憶は学生時代で止まってますよ。再会したのは……病院でしたけど。翔悟さん、沙莉と俺って、あの事故以前に会ってたんですか？　沙莉がかわいそうってどういう意味ですか……？」

　そう言いながら、首から提げた素肌に触れるリングを無意識に握る。

「まあ、記憶がもどってないなら、その辺だって知らなくて当然だよな」

　そう言ったきり、翔悟は黙り込んだ。逡巡するように視線を彷徨わせたあと、類の目を見て視線を止めた。

「柳浦さんや社長から、口止めされてるんだよ。記憶が戻らなければそれでいい。戻ったら戻ったときに対処すればいいって」

「は？　なんです、それっ！」

　類は思わず翔悟の服を掴んで詰め寄ってしまった。やはり柳浦も社長もなにか知っている。沙莉との関係が類の思っているようなものではないようだ。

「おいおい、俺を責めないでくれよ。決めたのは社長と柳浦さんなんだから」

「すみません……声を荒げて。……でも、全部知りたいんです。教えてください。翔悟さん」

　類は服を掴んでいた手を離し、座り直して真剣な顔で翔悟を見据えた。

「ん～どうするかな。教えたら俺が怒られるだろうし、お前はまた思い出そうとして頭痛に苦しむかもしれない。せっかく仕事復帰できたのに、いいのか？」

　胸の前で腕を組んだ翔悟が、難しい顔をしながらなにやら呟いている。悩む必要があるのだろうか。こちらは真剣だというのに。

「翔悟さん、からかうのはやめてください。俺はずっと悩んでるんですよ？　すごく大事ななにかを忘れている……って」

「ああ、大事だと思う。俺は思い出せないくらいの記憶なら、もういっそ一生思い出さなくていいんじゃないかって、そう思うけどね」

　茶化したような物言いから、あまり耳にしない真面目な翔悟の声に、周囲の空気がピリッとした緊張感に包まれた。

「翔悟さん、教えてください。お願いします」

「言葉で言うより、見た方が早いだろうな」

「え？」

　翔悟の言葉に怪訝な顔を見せた類だったが、手早くスマホを操作した彼がこちらに画面を向けてくる。そこには類と沙莉、そして他にも顔見知りのスタッフと楽しそうに写っている写真が現れた。

「え、これって……打ち上げの写真？　沙莉と俺と……なんで打ち上げに沙莉がいるんですか？」

「ＬＵＫＡのコンサート終わりでの打ち上げだ。そこに沙莉ちゃんがいる。この意味が分かるか？」

　スマホを渡されて、類はその画面をまじまじと見つめた。そこに映っているのはもちろん自分だ。そして隣には沙莉の姿があって、友達以上の関係を思わせるほどの近さで肩を組んでいる。楽しそうに笑う沙莉は、前に見たあの泣き顔とはまったく違っていた。

「……沙莉」

　ドクンと強く心臓の鼓動が体の中に響く。なにか思い出せそうで出てこない。このコンサートは事故が起きる少し前のでき事だ。この打ち上げに沙莉がいて親しげにしている様子をみれば、類はもっと前から沙莉と知り合っていたことになる。

「これ、覚えてないよな。思い出せない、か……」

「コンサートの記憶も、ないんですよ。お、覚えてるわけ、ないでしょう。……思い出せそうで、はっきりしなくて……俺、沙莉と、本当に……」

　思い出そうとするとこめかみに痛みが走る。それが酷くなって目を開けていられなくなった。

　沙莉がマンションを尋ねて来た日、彼女の言葉を聞いてもあのワンピースを目の前で見ても、こんな反応はしなかった。沙莉とマンションで別れてから、ずっと違和感があり、頭から沙莉のことが離れなかった。それがゆっくりと繋がっていく気がしていた。

　激しい胸騒ぎと共に、胃の奥の方から熱いなにかが沸いてくるような感覚が消えない。それと同時に頭の中を攪拌され、揺さぶられているようで目眩がしていた。

　類は頭を押さえ、手に持っていたスマホを落とす。

「……うっ、ぁ……」

「ＬＵＫＡ？　どうした？　頭が痛いのか？」

「沙莉と……会ったのは、いつ……。あの日……俺は……」

　耳鳴りが酷くなる。まるで鼓膜を破るかのような勢いで音が大きくなり、類は両手で耳を塞ぐ。それでも音は止まらない。頭痛とつんざくような耳鳴りに背中を丸め、ソファに座っていられなくなった。

「ちょ、マジかおい、大丈夫か？　ＬＵＫＡっ！」

　脳裏にいろいろな映像が駆け巡る。知っているのか知らないのか、それがいつのでき事なのかさえ分からない。ものすごいスピードで駆け抜けていく映像の波にのまれ、頭を押さえた類はソファの座面に額を擦る。

　翔悟の声が近くなったり遠くなったりしていた。助けを呼ぶ翔悟の声は瞬く間に遠くなっていく。

（な、んだこれ……知ってるのに、知ってるのに……っ！）

　知っていると感じるのに頭の中で情報が纏まらず、あふれ出した記憶が対処できなくなった。その途端、電源を落としたテレビのように真っ暗になって、類は意識を失った。







　目が覚めると、見慣れた天井があった。病院だと気付くのに時間はかからなかった。控え室で倒れたのは覚えていて、そしてなによりも沙莉と過ごした時間を断片的に思い出していた。

（全部じゃないけど、思い出した。沙莉と過ごした……時間）

　胸に切なさがあふれ出した。右手で服の上から心臓の辺りを撫でる。指先に硬い感触が当たり、それを引っ張り出した。

「あ……」

　沙莉が類に返したリングだ。泣かせたのを申し訳ないと思った。楽しい時間を忘れて、酷い態度を取ったと苦い後悔が押し寄せてくる。

「俺、なにやって……んだ」

　情けなくて仕方がない。それが涙になってあふれ出て、慌てて手の甲でそれを拭う。こんなところで横になって泣いている場合ではない。

　思い出せた安堵と沙莉への申し訳なさ、そして社長や柳浦への怒りがない交ぜになった。気持ちの整理をするのに少し時間がかかるかもしれない。そしてふと気付いた。

「うあ、収録っ！」

　勢いよく起き上がろうとした類だったが、途端に目眩に襲われて頭を押さえる。まるで貧血のような症状だ。そのままゆっくりと体を起こしてベッドに座る。

「あ、ＬＵＫＡ、目が覚めた？」

　病室に柳浦が入ってきた。なんだか疲れたような顔をしている。

（そうだよな。仕事に穴を開けたし）

　ベッド脇の椅子に腰を下ろした柳浦が、目を潤ませて顔を見つめてくる。相当心配をかけたようだ。だがそれと同時に、柳浦の顔をみると考えてしまう。沙莉のことを隠し嘘までついたと。

「調子はどう？　苦しいとか痛いとか、ない？」

　気遣われる言葉をかけられ、類の気持ちは複雑になる。

「あ、とりあえず……大丈夫。仕事復帰の一発目だったのに、収録に穴を開けて、ごめん……」

「大丈夫だよ。収録は翔悟が代役で行ってくれたから。今回はなんとかね。でも正直、仕事の面は翔悟に助けられたかも」

「え、翔悟さんが？」

　類が救急車で運ばれると同時に、翔悟が代役に手を上げてくれたらしい。そうなった原因を作ったのは自分だと、そんな罪悪感があったのかもしれない。

「そう、翔悟さんが。あとでお礼を言っておかないとだめだね」

「……ああ、そうだな。それで、翔悟から聞いたんだけど、少し思い出したって？」

　柳浦の顔を見れば、なんとなく探りながらの問いかけだと分かる。詳しくは知らないと言い、詳細を隠したことを申し訳なく思っているのだろうか。

「ねえ柳浦さん、俺は事故のずっと前から沙莉と会ってたんだよね？　週刊誌の写真も、……沙莉だった。柳浦さん、どうして嘘をついたの？」

　言葉を失ったような顔をした柳浦が、半ば諦めたため息をつく。類は、もう嘘は止めて欲しい、と訴えるような目で柳浦を見ると、彼は重い口を開いた。

　柳浦の知っている沙莉と類の関係は、今の類が思い出した記憶の一部と一致した。だが彼もすべてを知っているわけではないし、類の気持ちは類にしか分からない。それでも柳浦が知っている事実を打ち明けてくれたのは嬉しかった。

（俺の芸能活動のために、嘘をついた？　それで沙莉を泣かせたのか──）

　柳浦には何度も謝られた。社長と二人で話し合い、ＬＵＫＡが仕事に集中できるようにと考えた末だと言われる。さらに沙莉との関係を勘付かれないよう、スマホに入っている連絡先や写真、メッセージも削除したらしい。

　偽彼女の提案は、類が独断で考えついて沙莉に頼んでいたと聞かされた。最悪だ。そして事故で記憶がなくなったのをいいことに、柳浦たちが沙莉に口止めを頼んだというのだ。

「勝手すぎるよ──。俺のスマホのデータまで弄るなんて、どうかしてる」

　あの日マンションにやって来た沙莉の気持ちを考える。類に思い出して欲しくて必死に打ち明け、目を真っ赤にして泣いていた。一体どんな気持ちでさよならを告げたのか。沙莉の気持ちを思うと胸が張り裂けそうになる。

「申し訳ない……。社長と二人でＬＵＫＡの未来を考えてのことだったんだ。もうＬＵＫＡの記憶が戻らないなら、その方がいいと思った。熱愛の相手が皆川さんだと知ったら、余計に混乱するんじゃないかって、社長も同じ意見だった……」

「柳浦さんも社長も、類じゃなくてＬＵＫＡを選んだのか。ＬＵＫＡの未来を……」

　あのスキャンダルの写真を撮らせるために、あの頃の自分も二人と同じようにＬＵＫＡの未来を選んだ。沙莉に偽彼女になるように頼み、自分のストーカーを追い払おうとしたらしい。今の自分には信じられなかった。

「俺に嘘をついたり、スマホを勝手に弄ったり。そういうのは決して許せない。──けど、自分のストーカーを追い払うために沙莉を利用した自分が、一番許せない」

「……そうだね。あのときは晴菜さんのストーカーがひどくて、それしかないって結論したんだろう」

「はあ……俺、沙莉を酷く傷付けた。たぶん……いや、これは確実に、俺は沙莉を……」

　霞がかったような記憶が、じんわりと脳裏に広がった。手を繋いだときの感触が、右手に蘇る。自分の手の平を見つめて、何度か開閉した。

「柳浦さん、俺、全部思い出したい。それと沙莉に連絡を取りたいので、連絡先を教えて欲しい」

　一瞬ためらいを見せた柳浦だったが、類の決意した顔を見て諦めたようだった。スマホから沙莉の連絡先を送ってくれた。それを自分のスマホに登録する。

　アドレス帳に皆川沙莉、と入力して、その文字をしばらく見つめていた。








第五章　君まち公園で









　休日、沙莉はずっと類のことを考えていた。あの日、類のマンションから帰ってきた沙莉は、人生でこれほど泣けるのか、というくらいに泣いた。涙は果てしなくあふれてきて、どうしようもない時間を過ごした。

　そして翌日、沙莉は泣き腫らした顔のまま、近くの携帯ショップに足を運んだ。新しいスマホを契約し、なにもかもを新しくしたのだ。そうしないと立っていられる自信がなかった。

「もう、鳴らないね」

　類と繋がっていたスマホの電源を落とした。新しいスマホには、類以外の番号が登録されて、類と繋がる前の状態に戻っていた。

　だが頭の中は類でいっぱいだ。鳴らないと分かっていても、古いスマホを手放せないでいる。あのリングは捨てられてしまっただろうか、とつい考えてしまう。

　部屋のベッドで寝っ転がり、新しいスマホを弄る。すると画面がパッと着信の画面に変わりビクッとした。

（あ、オーナーだ）

　すっかり忘れていたが、遠山には返事を待ってもらっている。類との件でいっぱいいっぱいになっていたのですっかり忘れていた。

　しかしオーナーにもよい返事はできないだろう。類とだめになったからといって、気持ちもないのに甘えるだけなんていけない。

「もしもし」

『沙莉ちゃん。連絡もらって驚いたよ。番号を変えたの？』

　遠山の声が電話越しにやさしく響く。

「そうなんです。ちょっと、新しくしたいと思って……」

『沙莉ちゃん、泣いてた？』

　言い当てられてドキッとする。さすがに鼻声なのは気付かれてしまったらしい。なんだか恥ずかしくなって、咄嗟にいい訳が出てこなかった。

「あ、やっぱり、分かりますか？」

『そうだね。かなり鼻声だし。なんだか声も元気がないよ。……なにかあった？』

　スマホを新しくしただけで、気持ちはなにも変わっていない。だから今やさしい言葉をかけられたらまずい。類との時間を忘れられるほど気持ちは冷めていないし、リングを返した日から、まだ数日しか経っていない。

　仕事には出ても、みんなに元気がないと言われる。忙しくすればするほど類を忘れられるのでよかったが、気が緩むとだめだった。

　──最近、ＬＵＫＡのライブ映像を流さないんですね。

　佐伯にそれとなく言われドキッとした。それもそのはずで、あれほどＬＵＫＡのコンサート映像やミュージックビデオなどを流していたのに、最近はスポーツ関係の映像ばかりだ。

　佐伯には「ずっとＬＵＫＡばかり流してたからね」とそんないい訳をしてみたが、なんとなく納得していない、という顔で首を傾げられた。

　久しぶりの失恋の痛手に、沙莉自身もどう対処していいのか分からなかった。仕事が終わって帰ってくると、類を思い涙腺が緩む。そんな毎日の繰り返しで、夜もあまり眠れていなかった。

　そのタイミングで遠山からの電話だ。必死に自分を奮い立たせようとしている沙莉に、やさしく手を差し伸べられたような感じだった。

「あ、あの……、私、……べつに、なにも──」

　なにもないですよ、といつものように元気には言えなかった。言葉の最後の方は涙に滲み、ギュッと唇を噛んでしまう。なにかひと言でも話そうものなら、堰を切ったように大泣きしてしまう気がする。

『沙莉ちゃん？　大丈夫？』

　やさしく声をかけないで欲しい。もうこのまま電話を切ってしまいたい。けれどそれもできなくて、沙莉は黙ったままだ。

『何回か、夜に店を覗いたんだ。忙しそうにしていたから中には入らなかったよ。元気そうに見えたんだけど、違ってたね』

　遠山が返事もしない沙莉に対して、一人で話し始める。

『裏口から入った方がいいかと思って回ってみたら、休憩中の沙莉ちゃんを見かけた』

　声をかけようと思ったが、今にも泣きそうな顔をしていたのでできなかったという。それでなにかあったのかなと察したらしいのだ。

　以前、遠山には類との件を話している。なのでそんな状況の沙莉を見て、彼はピンときたらしい。

『失恋は悲しいね。どんなに想っても、その人に届かない。同じだけの愛情をもらえない。切なくて苦しくて、やるせなくて泣くしかない』

　でもね、と遠山は続ける。

『失恋は沙莉ちゃんを強くするよ。恐がりな心を、少しだけ強くしてくれる』

　次もまた素敵な恋をしようと、そう思える日が絶対に来る。今はつらくて、抜け出せないトンネルの中にいたとしても、そのトンネルには出口があるのだと話してくれた。

「オーナー……」

『あ～余計泣かせちゃった？　声がガラガラだ。ごめんね』

　まるで本気で謝っていない口ぶりだった。でも遠山の言葉は沙莉の心を少し軽くしてくれたと思う。

『それで、次の恋愛になんて興味ない？　早すぎ？』

　冗談ぽい口調でそんな言葉が聞こえて、沙莉は思わず吹き出してしまった。ほんの数秒前までグズグズと泣いていたというのに。

「オーナー、本当はそれが目的で電話してきたんじゃないですか？」

『あ、バレてた？　だって沙莉ちゃんが携帯の番号もアドレスも新調するなんて、なにかあったとしか思えなかったからね』

　さすがに鋭い、と沙莉は思う。それまでに店で働く沙莉を見ていたのだから気付くと言えばそうだが。

（オーナーは大人だ。私だったら気付けるかな……）

　ベッドサイドからティッシュを何枚か抜き、グズる鼻を慰める。そうしてようやく遠山とまともに会話ができたのだった。







　遠山と電話をして数日が過ぎた。あの日を境に少し元気になった沙莉は、日本橋にあるパーラーで類との成り行きをようやく紅緒に報告していた。

「──は？　っていうか、なんでもっと早く連絡してこないの？」

　彼女はものすごく怒っていた。今まで一番に相談していたはずなのに、それが急展開したと報告もないまま、遠山からの電話で立ち直りつつある。紅緒にしてみたらきっとものすごく蔑ろにされたと思ったのだろう。

「ご……ごめん、紅緒っ。頭がパニックになっちゃって」

　類が記憶をなくし、ＬＵＫＡに関係を清算されたと伝えれば、類に文句の一つでも言わせろと怒った。

「で、沙莉はそのオーナーの遠山さんから慰められて、立ち直りつつあるって？　パフェだけじゃ無理かも」

「うん、分かってる。……紅緒さまのお好きなのをなんでもどうぞ」

　そんな彼女にパフェ以外もご馳走し、食べ終わるまでずっと呪詛のように文句を言われてしまった。

（ここまで怒る紅緒は初めて見たな。でも当然か）

　そうして遠山から好意を寄せられているところまで話した上で、紅緒の意見を聞いてみた。

「う～ん、類くんがそうなったからって、すぐに違う男に行くのって違うよね。というか、沙莉の気持ち的にはどうなの？　って話じゃない？」

　そう問われて沙莉も考えていた。類との関係はもうどうにもならない。それは分かっている。だからといって好意を持ってくれている遠山に流されていいわけはない。

「返事はしなくちゃだめなんだよね」

「それは当然。大人としてケジメは付けなくちゃ」

　紅緒が最後に取っておいたであろうパフェの苺をパクッと口に入れ、わざとらしく頷いていた。

　遠山は大人でやさしくて、沙莉の感情に敏感で気遣ってくれる。一緒にいて話せば、確かに癒やされる。だからといってすぐにそういう気持ちにはなれない。でも返事をずっと保留にして、まるで保険をかけるようなまねもしたくない。

（答えはひとつ、だよね）

　遠山の気持ちに甘えてはいけない。子供ではないのだから、自分自身の足で立って歩かなければ立ち直れないだろう。そう考えた沙莉は心を決めた。







　その日、店じまいの準備を終えた沙莉は、遠山に電話をしようとスマホをバッグから取り出した。会って話がしたい、と呼び出すためだ。

　控え室のデスクの上にスマホを置いて、緊張する自分を落ち着かせるために深呼吸をする。そしてスマホを手にしようとしたとき、店舗の方で音がするのに気付いて動きを止めた。

（あれ？　鍵をかけたはず……なんだけど）

　店舗はもうすでにライトを落として正面入り口も施錠したはずだ。外が見える大きな窓もブラインドを下ろした。誰かが入ってくるとしたら……。

（泥棒……？）

　まさか、と思いながら椅子から立ち上がった。妙な緊張感に心臓が早鐘を打つ。スマホを手にし、いつでも一一〇番できるよう画面を切り替えた。

　従業員控え室の扉を開け、姿勢を低くして店舗内に入っていく。薄暗い店内に人の気配はない。もしかして気のせいだったのか、と思ったとき、店の前を車が通過する。そのヘッドライトの白い光が店内に入ってきた。それが入り口付近に立つ人の影を浮かび上がらせて、沙莉を硬直させる。

（だ、誰かいるっ）

　スマホの画面にはすぐに通報できるよう準備はしているのに、それをタップすらできなかった。恐怖でその場に座り込んで、カウンターの影に身を潜めるしかできない。

（怖い……っ、どうしよう、どうしたらっ）

　ドクドクと体の中で自分の心音が響き渡る。座り込んだ沙莉は腰が抜けていた。

「あれ？　沙莉ちゃん？　帰っちゃった？」

　入り口付近から間延びしたような遠山の声が聞こえた。息を詰めていた沙莉は、細く息を吐くと、カウンターの影から姿を見せる。

「うわっ、沙莉ちゃん、そんなところでなにしてるの？」

「オーナーこそ、入るなら裏からお願いしますよ～。そこ施錠したはずなんですけど」

「え？　開いてたよ？　一応、確認の為にと思って扉を引いたら開いたんだよね」

　遠山がカウンターの明かりを点けた。顔が見えてホッとした沙莉はゆっくりと立ち上がる。

「え、嘘……、本当に鍵、かかってませんでしたか？」

「うん」

　かけたはずなのに……と呟くと、気を付けなくちゃだめだよとまた注意された。最終的に裏口近くにあるセキュリティロックで確認はできる。どこかが施錠されていなければ、エラーになるのだ。

「この間の電話から、少し元気になったように思うけど、でも鍵のかけ忘れがあるようじゃ、まだまだなのかな？」

　同情するような顔で笑みを浮かべる遠山を見て、心配されているのだと分かった。この店を任せてくれて、信頼もしてもらっている。なのにプライベートが原因で仕事に支障が出るなんてあってはいけない。

「すみません……。もう大丈夫だと思ったんですけど、まだどこか抜けてるみたいで……」

　笑って誤魔化しながらカウンターの中に入った。なにか飲み物くらいでも出さなくてはと思ったが、なぜか遠山もカウンターの内側に入ってくる。

「オーナー、なにか飲みますよね？」

　沙莉も緊張から喉が渇いていたので、水を飲もうと思っていた。グラスに手を伸ばしたとき、その手を遠山に止められた。彼が沙莉の手の甲に触れたのだ。

「あ、の……？」

「沙莉ちゃんのそんな顔を見るのは辛いよ。本当にね」

「オーナー？」

　薄明かりの中で沙莉は遠山を見つめていた。やさしげな言葉と声。しかし彼の表情は真剣そのもので、遠山がなにを言おうとしているのかが察せられた。

「俺が言っている意味、わかるよね？」

「わ、分かりません……。でも私、頑張って、プライベートの問題を振り切って、仕事します。オーナーにも心配かけないようにちゃんと、笑顔で……」

　手の甲に触れていた遠山の指先が動く。左手を掴まれて、少し強引な力加減で引っ張られた。不意を突かれた沙莉は、遠山の腕の中に抱き込まれてしまう。すぐに押し返せばよかったのに、驚きすぎてそれもできない。

「あ、あの……オーナー……？」

「今は、オーナーじゃなくて、名前で呼んで欲しいな」

　名前で呼ぶ。それはこの店のオーナーとしてではなく、一人の男として認識して欲しい、そう言っているのだろう。それに流されてオーナーを名前で呼べば、なし崩しになりそうで怖くなる。

「お、オーナー、離してください」

「…………」

　しばらく沙莉の体を抱いていた腕は、名残惜しそうに力が緩み離れて行く。至近距離で感じる遠山の甘いコロンの香りが、沙莉をクラクラさせる。甘えてしまえば楽だけれど、それはいけない。

「すみません、オーナー。鍵はちゃんと二重チェックしますから……」

「沙莉ちゃん」

　遠山の切なげな声が降ってくる。沙莉は俯けたまま顔を上げなかった。遠山がどんな目で見下ろしているか、なんとなく想像できたからだ。

（甘えられない……）

　沙莉はきゅっと唇を噛んだ。ちゃんと言わなくてはいけないと思った。

　遠山の胸に手を当てて、ゆっくりと押し返す。彼は沙莉のそんな抵抗を拒まなかった。二人の間に距離ができる。そして沙莉は顔を上げて遠山を見た。

「オーナーはたぶん、すごく、心配してくれていて、それはとても嬉しいんです。でも、やっぱり私はまだ類を忘れられないので、オーナーの気持ちには……答えられない、です……」

　言葉を選びながら告げた沙莉を、遠山が少し驚いたような顔で見下ろしていた。そんな彼の口元に笑みが浮かんだ。沙莉の腕を掴んでいた遠山の手が、ポンと細い肩に乗せられた。

「もしかして悩んでた？」

「あ……、えっと、少しだけです」

「少しかぁ。そうかぁ。類くんとのことは食が細くなるほど悩むけど、俺は少しだけ、ってことか。タイミングが早すぎたかな」

　軽口を叩くように言っているが、遠山の顔は残念そうに眉尻を下げていた。彼が遊び半分で沙莉に近づいたとは思っていない。けれど、まだ胸の中にいるのは類で、好きな気持ちは簡単には消えない。

「すみません。オーナーの期待に答えられなく……」

　謝罪する沙莉の唇を遠山の指が止めた。唇に触れられてドキッとしたが、それはすぐに離れて行く。

「謝る必要はないんだよ。ちゃんと返事をしなくちゃって、そう思ってくれたんだからうれしい。でもまあ、フラれるかな、とはちょっと思ってたんだ」

　やんわりと微笑んだ遠山が沙莉から離れていく。カウンターの外に出て足長のカウンターチェアに腰掛けた。

「それじゃ、今までと変わりなく、オーナーとして接するよ。でも、沙莉ちゃんと彼の動向次第では、また口説きにかかるかもね」

「えっ、オーナー……」

「あはは。だって、沙莉ちゃん俺のこと嫌いじゃないだろ？」

「そういう聞き方はずるいです」

「ずるい大人なんで」

　遠山が悪戯っぽくウィンクする。本当に彼は大人だと思う。恋の駆け引きを分かっているし、相手の気持ちを察する能力が高い。冗談ぽく言っている遠山だが、きっと類が沙莉の中から消えて行くのを感じたら、今度は本気で口説いてくるだろうと思う。

（オーナーは嫌いじゃない。心の中から類がいなくなったら、そうしたら私は……）

　遠山の差し出した手を取る瞬間が、可能性としてはあるかもしれない。そうなるまでに遠山の気持ちが他へ向くか、沙莉の気持ちが違う方向へ向くか、それは誰にも分からない。

　ただ、傷心で行き場のない気持ちを整理するには、ベストなタイミングで遠山が答えを出させてくれた。

　悩み事は少ない方がいい。そういう面で遠山は、慣れた大人だった。

　カウンター席に座った遠山に酒を出す。気まずくなるかと思ったが、そうさせなかったのはもちろん遠山だ。

　もしも類との再会がなければ、先に遠山と出会っていたら、迷いなく彼の手を取っていただろう。





◆　　　◆　　　◆






　遠山のおかげで少し元気になった沙莉は、徐々に日常を取り戻していた。しかし仕事がオフの日でも、まだ外に出かける気にはなれない。

　類のマンションを訪れた日から、店でも家でもＬＵＫＡのミュージックビデオは見ていなかった。しかし今日は、なんとなく見られる気がして、テレビの横にあるラックからディスクの入ったケースを取り出す。

「……」

　店内の大型テレビより、自宅の小さいテレビの方が見られる気がしたのだ。デッキを開きディスクを載せた。やはり緊張しているようで、いつもより心拍数が早い。覚悟を決めた沙莉はそっと自分の胸を押さえ、深く深呼吸をする。

　画面が真っ暗になり『ＬＵＫＡ』と金色の文字が浮かび上がった。廃墟のような建物が映し出され、辺りは薄い霧に覆われている。その中をカメラが進んでいき、イントロが始まった。

（一番好きな、ＬＵＫＡの曲……）

　タイトルは「For love」だ。シンプルなタイトルだがＬＵＫＡの思いが詰まった一曲である。

　廃墟の中にたたずむＬＵＫＡはとても寂しそうで、切なげな声で歌う。そして次の瞬間、彼の頭上から白い光が差し込み、それを浴びたＬＵＫＡの背中から真っ白い大きな羽が生える。彼は羽ばたいてキラキラと金色の光を放ちながら空へと舞い上がるのだ。

　そんなＬＵＫＡのミュージックビデオを見ながら、沙莉は込み上げる気持ちを抑えられなくなっていた。

（好き、好きだよ……）

　もう望みはないのに、それでも彼を好きな気持ちが消えてくれない。息ができなくなりそうなほどの苦しみに、両手で胸を押さえて嗚咽した。

　この痛みは本当に消えてくれるのだろうか。もしかしたらこのままずっと、痛みを抱えたままで過ごすのだろうかと、そんな不安が一気に押し寄せる。

　沙莉が一人で痛みに耐えていたとき、リビングテーブルの上に置いたスマホが着信した。こんな状態ではとてもじゃないが出られない。沙莉は着信を無視して画面に視線を戻した。

　しかし再度、着信。

　さっきは画面を見ていなかったので誰だか分からなかった。少し躊躇ったが、伏せてあるスマホを手に取った。類からの電話かも、と心のどこかで期待したが……。

（新しい番号、知ってるはずがないもんね）

　自分にそう言い聞かせて、スマホの画面を見た。そこに表示されていたのは紅緒の名前だ。手の中で着信が切れる。しかし間髪入れずにまたかかってくる。よほど緊急なのだと沙莉は思い、慌てて着信ボタンをタップした。

「もしもし？　紅緒、なにかあった？」

『沙莉、沙莉っ！　いるなら出てよ！　ちょっと大変なことになってるんだよっ』

　紅緒の声はいつにも増して早口でキンキンと沙莉の鼓膜を刺激した。

「なにごと？」

　沙莉は慌てて近くにあったティッシュの箱を引き寄せる。泣いているのを気付かれないよう、濡れた頬を拭いた。

『い、今どこにいるの？　側にテレビある？　あったら即行で点けて！』

「あ、ああぁ、うん」

　紅緒の勢いに押されて、沙莉は画面の中で歌っているＬＵＫＡのミュージックビデオを消した。そしてリモコンで入力切り替えをして地上波にチャンネルを合わせる。

「点けたよ」

『じゃあ、太陽ＴＶに合わせて』

　言われるままにチャンネルを切り替える。なんと画面に現れたのはＬＵＫＡだ。生放送の音楽番組らしいのだが、なぜかマイクを持ってＬＵＫＡがカメラに向かって黙って立っていた。周囲のスタッフも慌てているのを見ると、予定されていなかったのだろう。

『ＬＵＫＡがね、今日は歌う前に話したいことがあるって言ったあと、ずっと黙って立ってるの』

「え？　どういうこと？」

『分からない。でもなにかが起こる予感だよ！』

　紅緒の興奮はあのコンサートのときのようだった。沙莉はスマホを耳に当てたまま大画面に映るＬＵＫＡを見つめる。

『今日は新曲を歌う前に、少し話をさせてください。今日まで半年以上、頭の怪我でしばらく仕事を休んでいました。それで──』

　ＬＵＫＡは心配をかけたファンに謝罪し、仕事関係の人に向けても謝罪をしている。そして噂にはなっていたが事務所側は明確にしていなかった、記憶の欠損について話し始めた。

　画面はそのままＬＵＫＡをアップで抜き始めた。上層部は視聴率が取れると判断したのだろう。

『思い出したのは断片的です。でも今の気持ちを大切な人に、本当の思いを届けたい。君を好きな気持ちは思い出せた。会いたい。今すぐに──』

　途中からは誰かに向けて歌っているようにも聞こえた。沙莉は画面を見つめたまま、スマホを耳に当てることすら忘れて呆然としている。

『酷い言葉で傷つけた。一生懸命な君を拒絶した。帰って行く君を追いかけもしなかった。──ごめん。俺はバカだった』

　沙莉は両手で自分の口を押さえて、瞬きもせずに画面を見つめている。ＬＵＫＡは話し続けていて、胸元から鎖を引っ張り上げ、その先に付いているリングを取り出した。

　テレビカメラがＬＵＫＡの手元をアップで映す。口元に持ってきたそのリングへ愛しげな表情で口付けて──。

『これを渡したとき、君に言った言葉は嘘じゃない。今でもそれは変わらない。アイドルになった姿を見たいと君は言った。俺はそれで、ＬＵＫＡになった。もしもこれを見ていたら、思い出のあの公園で待っていて。あのときの言葉を、……また君に贈るよ』

　スポットライトの下で、まるで歌詞の一部のような言葉で伝えてくる。それが誰に宛てたメッセージなのか、分かるのはただ一人だ。

「類……っ」

　腰が抜けたように、沙莉はその場にへたり込んだ。呼吸ができなくなるほどの嗚咽を漏らしながら、肩を震わせて泣いていた。

　画面が滲み、頬が濡れる。

　ようやく新曲の伴奏が流れ始め、ＬＵＫＡが歌い出した。

　ひとしきり泣いた沙莉は、スマホで紅緒と話していたのを思い出して、テーブルの上のスマホを耳に当てた。

「……紅緒」

『やっと出た。もう、途中で応答がなくなるから焦ったよ。で、聞いた？』

「うん……聞いた」

『あれ、沙莉に宛ててのメッセージだよね？』

「だと思う……」

『ねえ、あの公園って沙莉は知ってるの？』

「知ってる。子供のときに、あのリング、公園で、類からもらった……」

『そっか。じゃあ行くしかないね』

　電話の向こうで紅緒がなぜか涙声になっていた。それに釣られて、せっかく泣き止んでいた沙莉までぶり返す。最後は二人で笑い合って、紅緒に励まされて、ようやく電話を切った。

　テレビでは、今は違うアイドルグループが歌を披露している。沙莉はリモコンで画面の電源を落とした。







　私用で店を休むのは初めてだったが、沙莉はテレビの電源をきってすぐ、遠山に連絡をした。ついこの間、遠山との可能性を切ったばかりで気まずさはあったがそれを差し引いても沙莉にとっては緊急事態だった。

　──オーナー、初めての我が儘を言わせてください。

　挨拶もそこそこにそんな言い出しで電話をかけた。なにについてなのか明確に言わず、とにかく今すぐに行かなければ後悔すると告げる。だが遠山はすぐに察したようで、それを許してくれた。

　──沙莉ちゃんは真面目すぎるよ。たまにはこういう我が儘を言ってくれないとね。じゃないとオーナーも暇を持て余す。

　そんな冗談を交えて許してもらい、沙莉は一度家に戻りワンピースに着替えた。

（今度こそ、これを見て思い出して欲しい。あ……もう、記憶が戻ってるかもしれないんだ）

　あのメッセージを聞いて、そんな期待が胸の中で膨らんだ。

　部屋の姿見に映る自分の顔が、疲れて泣き腫らしているのに気付く。こんな顔で類の前に出たくない。かといって、メイクで隠せるのも限界だ。

「こんな顔で店に出てたの、私」

　アイリスのみんなや、遠山や紅緒が心配するはずである。平気だと強がったところで無駄だった。毎朝ちゃんと鏡は見てきたはずなのに、鏡に映る自分の状態すら把握できていなかったらしい。

　できるだけナチュラルメイクを意識して目の下の隈を隠す。そうして数分で準備を終えた沙莉は家を出た。心臓の鼓動がトクトクと早鐘を打っている。期待と不安と逸る気持ちだ。

　大通りでタクシーを捕まえた。十四時を過ぎたこの時間は、多少車の流れが落ち着いている。後部座席に座り、類と待ち合わせをしている公園の住所を伝えた。

　沙莉の家からだとかなりかかるが、電車よりは早く到着するだろう。不特定多数の人間がいる交通手段より、ゆっくりと気持ちを落ち着けられるタクシーを選んだ。

　車の後部座席に座り、沙莉はスマホにイヤホンジャックを差した。音楽プレイヤーのプレイリストからＬＵＫＡの曲をタップする。

　静かに流れ始めた伴奏。そしてＬＵＫＡの透明感のある声が聞こえてきた。

　沙莉は目を閉じてその曲に集中する。ＬＵＫＡの歌声はいつも沙莉を勇気づけてくれた。恋の歌もいいけれど、誰かを応援する歌の歌詞は今の沙莉にピッタリだ。緊張や焦りがゆっくりと消えていくようだった。

　もうすぐ類に会える。そう考えるだけで叫び出しそうな気持ちだ。そんな舞い上がった沙莉の心を、ＬＵＫＡの歌声が静めてくれる。

「類……」

　口元で呟いた。瞼の裏に類の顔が浮かぶ。そしてその映像はいろいろなシーンへと繋がり、今から行こうとしている君まち公園で遊ぶ類と自分が現れた。

　あの頃は子供で無邪気で、小さな世界で生きていた。初恋の相手は類で、そんな彼からもらったあのリングはお守りのようにずっと持ち歩いていた。飾りの一部分の色が剥がれても、沙莉の記憶の中であのリングはいつも輝いていた。

（夢じゃありませんように……）

　後部座席で何度もそう願う。沙莉は目的地に到着するまで、類との思い出に浸りながら幸せな時間を過ごした。

　着きましたよ、という運転手の声に気付くまで数秒かかった。やさしく懐かしい昔の記憶との邂逅にどっぷり浸っていたらしい。

「あ、はい……」

　ぼんやりした返事をしながら、怪訝な顔の運転手にお金を払う。そして車から降りて外の風に当たると、落ち着いていた気持ちが僅かに騒ぎ出した。

　目の前には車道と公園を区切る花壇が目に入る。その向こうには背の高い大きな木々が聳え、周囲はマンションや団地、住宅が多い中、この一角だけが緑に包まれていた。

　その木々の隙間から公園遊具が見える。最近塗り替えられたのか、鮮やかな赤い屋根の光の城が見えた。

「懐かしい」

　思わず口を突いて出た。沙莉の足は公園入り口に向かっている。次第に早足になり、公園が近づくに連れて沙莉の足は駆け足になっていた。

　この公園の近くに沙莉と類の住んでいたマンションがあった。類は中学に上がった年に引っ越していき、沙莉の家族は沙莉が高校に上がる年にここを離れた。なのでこの辺りの景色はとても懐かしかった。変わった部分も多いが、この公園は変わっていないようだ。

（ここ、何年ぶりに来たんだろう）

　公園内にはまだ子供たちが数名ほど遊んでいる。小学生くらいの男女だ。サッカーをしている子や、光の城に登っていく子。様々である。

　その邪魔をしないように、沙莉は少し離れた場所にあるベンチに腰掛けた。どの遊具も昔と変わらない。遊んでいる子供たちの笑顔は、きっとあの頃の沙莉たちと似ている。

　誰かが城の上まで登り、小さな小窓から外を覗いている。沙莉もああして外の景色を見ていた。

　日が傾き初めて、オレンジの光が城を照らし始める。青い屋根と白い壁がまた違った色に染められていく。そんな様子を眺めていると、十七時のチャイムが辺りに響き渡った。それと同時に、子供は帰りましょう、とアナウンスが流れる。

　それを聞いた子供たちが次々に城から出てくると、友達に帰ろう、と声をかけて公園を出て行く。それはあっという間で、騒がしかった公園に子供の声がなくなってしまった。

　今時の子供はもっと遅くまで遊んでいるのかなと思ったが、そうでもないらしい。公園にいた保護者らしい大人も一緒に帰っていくと、沙莉一人だけになる。

　ベンチから立ち上がり、誰もいなくなった光の城に向かう。中央にある螺旋階段を昇るが、なんだか狭く感じた。

（ああ、私が大きくなったんだ）

　少し窮屈になった塔の展望台に上り辺りを見渡すと、昔とほとんど変わらない景色が広がっていた。鼻の奥がツンとなるような懐かしさに、思わず目頭が熱くなる。

　夕日は公園の遊具や木々、マンションや団地、そして沙莉にもオレンジのやわらかい光を降り注ぐ。空が濃い青と紫に染められていき、もうすぐ日が沈む。

　沙莉は携帯の画面で光を拾い螺旋階段の中央にある鏡に反射させる。しかし昼ほどの光量がないので、光の道は最後まで続かず途中で途切れた。

　そうしている間に日が沈み、辺りはぐっと暗さを増した。沙莉はスマホを持ったままその場に座り込んだ。時刻は十七時半になっていた。

　類は本当にここへ来るのだろうか、そんな不安が頭の片隅で揺らめく。

　そしてもう一度、店のスクリーンで見たＬＵＫＡの言葉を思い出す。

　──思い出のあの公園で待ってて。

　今日のいつなのか、時間は言っていなかった。けれど沙莉はすぐに行かなくては、と逸る気持ちを押さえられなかった。

「類……早く来て」

　辺りが暗くなり、夜の気配が濃くなった。この場所に座ってどのくらいなのか。沙莉は前のスマホから移行させたＬＵＫＡの写真を眺めている。

　偽彼女をしていたときに撮った数少ない写真だ。小さなフレームの中で沙莉も類も楽しそうに笑っている。写真は新しいスマホに移さないつもりだったのだが、未練に負けてしまったのだ。

　ほんの数カ月前のでき事なのに、すごく昔に思えた。

　はぁ、とため息をついたとき、螺旋階段の下の方で気配がする。それが徐々に上がってきて、目の前に黒い影が見えた。薄闇の中でもはっきりと分かる。狭い螺旋階段を上ってきたのは類だった。

「類……」

「よ、待たせたな」

　まるで近くに買い物に行っていたような、気安さを含んだ一言だった。本当に来てくれた。それが嬉しくて、声もなく感動する。

「なんか狭いな。あ、俺が大きくなったのか」

　そう言いながら類が沙莉の隣に腰を下ろした。

「類……ありがとう。来てくれてありがとう」

「それ、俺が言うセリフじゃないかな。だって、あの放送を沙莉が見てない可能性だってあったんだし。……来てくれてありがとう」

　やわらかくやさしく類の声が鼓膜を揺さぶる。

　今の一瞬一瞬が夢なのではないかと思ってしまう。

　あの放送も、本当はなにかのパフォーマンスの一環ではないのか、そこまで考えた。

　けれど今、隣に類が座っている。

　彼から香る甘くて懐かしいようなコロンの香りは覚えている。

　感動と安堵で泣きそうになるのを、沙莉は必死に我慢していた。

「ごめんな、沙莉。まだ全部は思い出せてないけど、でもすごく大事な気持ちは思い出したんだ。だからこれ……」

　類は首から下げたリングを引っ張り出してくる。しかしこの薄暗い中ではよく見えなかった。

「ここ暗いよな。そうなるかも……と思って、これ」

　コートのポケットから類が取り出したのは手の平サイズのＬＥＤ電灯だった。得意げな顔で細い胴体部分をぎゅっと捻る。白く細い光が伸びて、その光を螺旋階段の真ん中に着いている鏡に当てた。

　細く白い光は塔の中で瞬間的に反射して空間をほんのりと明るくする。子供のときは夜にこの光を当てたことはなかった。こんなにも綺麗なのか、と沙莉はすごく驚いている。

「うわぁ……なんだか幻想的。これってこんな仕掛けだったのかな？」

「そうだな。これなら沙莉の顔が見える。子供の頃は夜に公園なんて来なかったし、気付かなかったんだよ」

「そうだね」

　類はその懐中電灯を、壁に空いた四角い小窓に横向きに置く。その高さはちょうど鏡と同じだ。陽の光がここから入れば、乱反射するように仕掛けられているようだ。

「ねえ、類。その衣装……」

　少し明るくなった城の中で、コートの隙間から見えた類の衣装に気付く。まるで王子様のような格好だ。白地に金の装飾の施されたそれは、数時間前にテレビで見た衣装そのものである。

「ああ、うん。生放送が終わって楽屋に戻ったんだけど、我慢できなくてコートだけ掴んで出てきた」

「えっ、でもそれ……」

「……たぶん、怒られる」

　無邪気に笑っている類を見て、沙莉も笑顔になる。恐らく本当に柳浦さんたちには叱られるのだろう。

「この公園、懐かしいな」

「そうだね」

「沙莉が俺のマンションを知ってたのも、俺たち付き合ってたからなんだよな」

　偽彼女だけど、と類が付け加えた。彼が断片的に記憶が戻ったと言うが、どの辺まで戻ったのか分からない。けれど偽彼女やリングのことを思い出したのならもうそれだけでよかった。

「このリング、子供のときに沙莉にあげたけど……」

　類が首からネックレスを外す。鎖に通されたリングが目の前で揺れた。

「もう一回、これを沙莉に贈っていいかな？」

「え？」

　類が隣で立ち上がる。手を差し伸べられたので、沙莉も慌てて立ち上がった。光の中でふわりとワンピースの裾が揺れた。

「それ、この間、俺のマンションに来たときも着てたね。もしかして、デートのときもそれだった？　それで聞いたのかな……」

「うん、そうだよ。思い出して欲しくて、それで……。でも柳浦さんには記憶を無理矢理戻させようとしないで欲しいって言われてたの。だけど……」

　言い淀むと、類が両手で沙莉の左手を掴んでくる。丁寧に壊れ物を扱うように。俯きそうになった沙莉は類と視線を交わらせる。

「なにもしないで類を諦めるのは嫌だった。私のわがままかもしれないけど、でも、私にできる全部をしたかった──。それで、マンションへ行ったの」

「今なら分かるよ。あのとき、沙莉がどうして泣いたのか、なぜこのリングを見せたのか。でも俺は冷たくしたね」

　掴まれた左手はゆっくりと類の口へと運ばれる。指先にキスをされて、沙莉の心臓はありえないくらいに高鳴っていた。

（どうしよう、緊張して死んじゃいそう……っ）

　類のやさしい眼差しがこちらを見つめている。自分は彼の目にどんな風に映っているのだろう。

「まだ記憶は完全じゃないけど、沙莉を他の誰にも取られないように、ここで捕まえる」

「え？」

　どういう意味なのか分からないできょとんとしていると、類がその場でコートを脱ぎ捨てた。手にしたリングを鎖から抜くと、沙莉の目の前で跪いた。

「る、類……っ!?」

「俺の、最愛の人になって欲しい。今度こそ本物を贈るから、俺と結婚して、沙莉」

　左手を再び取った類が、沙莉の薬指にリングを通す。それは大きすぎてぶかぶかで、所々色の落ちたリングだったが、なによりも愛情がたくさんこもっていた。

　沙莉は唇を噛み締める。なにか言おうものなら号泣しそうで怖くなった。

　でも言いたい。けれど──。

「返事は？」

「は、い……」

　涙声で返事をする。一気に盛り上がった涙は止められなくて、両目からボロボロと零れ落ちた。

「相変わらず沙莉は泣き虫だな」

　立ち上がった類が親指でやさしく涙を拭ってくれる。それなのに後から後から流れてくるのできりがない。

　左の薬指に通されたリングを見つめ、胸の前でぎゅっと握りしめた。濡れた頬のまま類を見上げると、思いのほか真面目な面持ちで沙莉を見下ろしていて、ドキンと心臓が跳ね上がった。

　類の右手が濡れた頬に触れる。近づいてくる綺麗な顔にキスをされるとすぐに察した。

　目を閉じる。

　触れた唇は温かかった。

　左腕で腰を抱き寄せられて、類の体と密着する。

　一度だけ触れた唇は離れていくが、至近距離に類の顔があった。

「いっぱいキスしたいね」

「なんか、類……今日は私が照れるような言葉ばっかり言うよね」

　沙莉が予想外な反応を見せたので、驚いた類がフッと笑う。

「照れる？　そうかな？　前の俺と違う感じ？　あ、これのせいじゃない？」

　おもむろに類が自分の着ている衣装を指差した。王子様だ。

「きっとこの衣装のせい」

「本当に？」

「うん、本当」

　だからもう一回、キスしていい？　と問われて、沙莉は静かに頷いた。光が乱反射する城の塔の上で、二人はまた唇を重ねる。

　もう忘れないで、と心の中で沙莉は何度も呟いていた。







　君まち公園からタクシーに乗り込んだ二人は、類のマンションに移動していた。タクシーの中で柳浦へ連絡した類は、電話口で何度も謝っていた。柳浦の制止を振り切って、コート一枚を羽織ってスタジオを出てきたのだから怒られるのは当たり前だ。

　タクシーの中でも類は沙莉と手を繋いだまま離さず、運転手がバックミラーで後ろの様子を窺っていたが、声をかけてはこなかった。

　マンションに入るときは、ロングコートの中に沙莉をすっぽりと隠し、外からは姿が見えないよう配慮してくれた。もしも記者がいたらだめだし、という彼なりの気遣いを嬉しく思う。

　再び類の部屋に来られた。まるで夢のようだ。今度は類に手を引かれて部屋に入る。明かりが灯ると、あのときと同じ光景が広がった。絶望と悲しみの中でこの部屋をあとにしたが、今は真逆の思いだ。

　あまり生活感のない部屋だったが、今は冷たい感じはない。気持ちのあり方で見え方も変わるのだなと、沙莉は不思議な体験をしていた。

「さて、やっと落ち着いて話せる」

　沙莉をソファに座らせた類が、マグカップにコーヒーを入れて持ってきてくれた。陽が落ちた外はさすがに肌寒く、温かいコーヒーがとてもホッとさせてくれる。

「ありがとう」

「沙莉がそれ飲んでる間に、俺は着替えるね。さすがにこのままだと汚しそうで怖いや」

　衣装については柳浦に散々怒られていたのを、沙莉はタクシーの中で聞いていた。だが脱いでしまうにはもったいないと思うほど、類にぴったり合う王子の衣装だった。

（もう少し見ていたいけど……）

　わがままはだめだなと自分に言い聞かせていたが、そんな雰囲気を察したのか、隣の部屋へ入ろうとした類が足を止めたのが見えた。

「ねえ……沙莉」

「ん、なぁに？」

　マグカップの縁に唇を付けた状態で視線だけを類へ向ける。胸元が少しだけ開はだけた状態で壁に肘を突き、まるで写真集の中に出てきそうなポーズを取ってこちらを見つめていた。様になったその姿を目にして、思わずコーヒーを吹き出しそうになる。

「な、な、なに……？」

　瞬間湯沸かし器のように顔が熱くなるのが分かった。マグカップで口元を隠していなければ、にやけた笑いを見られていただろう。

（なに？　急に、ど、どうしたのっ）

　流し目で誘うような視線は、沙莉の心拍数を否応なく上げていく。

「この服、脱がせたいって思わない？」

「……へ？」

　まさかそんな提案をされるとは思わなかったので、突拍子もない申し出に声が裏返った。類の部屋に来ればどうなるかは予想していた。それほど子供ではない。

（でもだからって、そんな……私が脱がすなんて）

　どう答えようかと逡巡していると、嫌ならいいよ、と類は背を向けてしまった。

「は、はい！　や、やります！」

「ぷっ……なんで丁寧語なの？」

　類が吹き出したので沙莉はますます顔が熱くなった。思わずやると言ってしまった自分にも驚きだが、正直、もう少し類の王子様を見ていたい。

「今日はどうしてそんな、……ことばっかり言うの？」

「そんなことって？」

「なんかこう……前の類は言わなかったような、台詞みたいな……」

「だって俺、今は王子様だから」

　わざとらしくウインクして見せる類に、再び沙莉の胸はときめく。わざとやっていると分かっていても、あの綺麗な顔と色っぽい仕草でどうしようもなく翻弄されてしまう。

「で、どうするの？　脱がせる？　脱がせない？」

「あ、……えっと、脱がせ、る」

　マグカップをテーブルに置いた沙莉は立ち上がった。類に続いて隣の部屋へと入る。大きなベッドがある寝室は空気が冷たい。熱くなっていた頬を冷ますには丁度よかった。

「はい、じゃあお願い」

　くるりと反転して沙莉と向かい合った類がニコニコと機嫌のよさそうな笑顔を浮かべ、まるで子供のように両手を広げる。

「類は……どこまで思い出したの？」

　分厚い生地の白いジャケットの両肩には肩章が揺れ、そこから金の飾緒がいくつか下がっている。それは胸のボタンで留められており、外すときに手間取ってしまった。

　胸には金色の豪奢な刺繍が施され、この衣装の心配をする柳浦の気持ちが分かる。恐らく結構なお値段がするのだろう。

「断片的だよ。沙莉と二人で行ったお店とか、楽屋に来てくれたこととか……時系列があんまり繋がってないけど」

　類が思い出すように話し始めた。

「でも一番大事な気持ちには気付けた」

　ジャケットのボタンを全部外して脱がせ、丁寧にハンガーに掛ける。

「……一番大事な、気持ち……」

「そ、沙莉が好きだって気持ち。そう思ってたら、沙莉と再会できた。あ～はやく全部思い出したいよ」

　その下に着ている白いシャツと紺のネクタイを解きにかかると、類が沙莉の手を掴んできた。

「俺も、沙莉の服を脱がせていい？」

「え？」

「だってこれ、俺だけ裸になるのって恥ずかしいじゃん？」

　その言葉には裏の意味があるのを知っている。類も恐らく分かって言っているのだろう。寝室で男性の服を脱がせる、その意味を。

「し、仕方ないなぁ」

　わざと強がったような砕けた口調で返答する。

「その言い方、なんだか懐かしいな」

「私は、変わってないもん」

「……うん。そうだよな。変わったのは、俺だ」

　ネクタイを抜きシャツの前ボタンはすべて外れた。ウエストからシャツを引っ張り出したのは類だ。その手が沙莉の手首を掴んだ。

「不安にさせてごめん」

　掴まれた両手が引っ張られる。抱きすくめられ、沙莉の頬にはなんの隔たりもなく、類の肌が触れた。温かく、その向こうから彼の鼓動が聞こえる。

「……ううん。もういいよ。だから謝らないで」

　類の手が沙莉の背中に回る。その指先がなにを探しているのかは分かった。背骨をなぞるように這い上がってくると、ゾクンと背中が震える。類がワンピースのファスナーを見つけた。

（私、すごく緊張してる……口から心臓が飛び出そう）

　類に抱かれるのは初めてではないのに、とんでもなく緊張している。体中に自分の心音がこれでもかと響いて、それが余計に沙莉を高揚させていた。

「心臓の音、すごいな」

「えっ！」

　驚いて思わず類を見上げた。沙莉は心音を聞かれてしまったのかとドキッとして、ぶわわっと頬が熱くなる。

「俺の心臓。すごくない？」

「え？　あ……そう？」

　沙莉は類の胸に耳を押し当てる。先ほどよりも明確に彼の鼓動が聞こえてきた。言う通りに類の心臓は早鐘を打っているようだ。

（類もドキドキしてる……私だけじゃないんだ）

　そう思うとさっきまでの緊張が僅かに緩んだ。再会した当初はこんなにもぎこちなく、お互いを意識し合えなかった。なのに急にそうなったのは、失いかけたと思ったものが、戻ってきたからだ。

　沙莉だけがそう思っていたわけじゃない。それが嬉しくて、類の胸に耳を当てたまま涙ぐんでしまった。しかし次の瞬間、さくっとワンピースのファスナーを下ろされ、抵抗を失った服が力なく足元に落とされる。

「あ……」

「恥ずかしい？」

「す、少しだけ……」

　寝室はリビングの光が差し込んでいるだけで薄暗い。それでも沙莉は恥ずかしいのには変わりなかった。

「じゃあこっちに行こう」

　ベッドに誘導され、沙莉の膝裏にベッドが当たる。自然に腰かけようとしたとき──。

「きゃっ」

　バランスを崩して背中から倒れ込んだ。同時に類も沙莉の上へ被さるようにして体を重ねてくる。

　綺麗で欲情した彼の目が沙莉を捉えた。目が離せなくて瞬きさえも惜しいと思う。

　近づいてくる類の唇が触れる瞬間にそっと目を閉じる。やわらかく熱い類のキスは、沙莉に火を付けた。

「んっ……」

　唇を開くとすぐに類の舌が中へと入ってくる。舌を攫われてやんわりと吸われた。まるで凪のようなやさしいキスに沙莉は気持ちよくなる。

　静かな部屋に唾液の混じり合う淫靡な音が響く。それと同時に衣擦れの音がして、類がベッドに乗り上がったのが分かる。

「キス、好き？」

　唇を離した類が聞いてくる。瞼を開き少し潤んだ瞳で彼を見上げた。そして小さく、うん、と頷くと、再び口を塞がれた。

　類の手が首筋を撫でる。ゾクンと軽い電気が走ったように痺れた。もっと触れて欲しいと思う。けれどそれを言葉にはできなくて、膝頭を合わせた沙莉は、もじもじと動かした。

「沙莉、かわいい。ふふ……なんか期待してる？」

　散々沙莉の唇を堪能した類がそんな風に聞いてくる。

　していない訳がない。下着姿でベッドに押し倒されているのだ。類はあえて言わせようとしているようだった。でもさすがに口にできず、きゅっと下唇を噛んだ。

「言ってくれないんだ？　でも、期待してるのはすごく分かってる。俺も……期待してるから」

　唇に軽く口付けた類が、そのまま首筋に沿って舌を這わせてきた。すべてが敏感になっている沙莉の体は、唇が触れるたび小刻みに震える。その反応を楽しむかのように類のキスが下へと移動していく。

「あ、ぁ……ぅんっ」

　衣擦れだけが響く部屋に、沙莉の甘い喘ぎが混じる。類の指先がブラの肩ひもに触れた。ゆっくりと下ろされる。その手が沙莉の背中へ回ると、片手で器用にホックも外された。

「俺、なんでこんなにドキドキしてんのかな」

「……え？」

「ほら、すごい」

　沙莉の手を取った類が、自分の胸に触れさせてくる。指先から早鐘の鼓動が響いてきた。

「ほんとだ……すごいね。私も、すごいよ？」

　同じように言えば、類が沙莉の鳩尾に手を当てる。その手がそのまま下着を取り払った。外気に触れたその先端は、硬くしこっている。

「あんまり、見ないで……」

「どうして？　すごくかわいい、ここ……」

「んっ、あっ……」

　胸の先を口に含まれた。上半身が跳ね、沙莉は両手でベッドシーツを握り締めた。温かな口腔に包まれ、類の舌が執拗にその尖りを舐め回してくる。上に下に、ときには強く吸い上げてきた。

「あっ、ん、はぁ、あぁ……っ、や、ぁっ……」

　沙莉は体を不規則に震わせる。右の胸に吸い付いていた類が、今度は左に移動する。空いた方の右は指先できゅっと抓み上げてきた。痛いのが気持ちよく感じて、引き攣るように息を吸う。手の平で白い乳丘を揉まれ、その動きは激しくなっていく。

　体が熱い。類の触れるところすべてから、微かな電気が流れ込んでくるような感覚だった。

「沙莉……、沙莉」

「あっ、ぅ、んんっ」

　興奮気味に名前を呼ばれると鼓膜がジンと痺れて感じてしまう。類のキスが胸から下へと移動を始めた。窪んだ臍をくすぐられ、その下の布に辿り着いた。

　彼の手がゆっくりと下着を脱がせていく。肌にかかる類の吐息に、沙莉の熱も否応なく上がっていった。

（脱がされる……ああ、やだ、見られちゃう）

　恥ずかしいのに感じてしまう。下着の中がどうなっているのか沙莉が一番よく分かっていた。

　キスをされたときから、いや、類に手を握られたときから、沙莉の体は反応していた。

「ま、待って……や、だ、あっ……」

「隠さないで、沙莉」

　条件反射のように、沙莉は自分の秘所を右手で隠す。羞恥と欲望のせめぎ合いにおかしくなってしまいそうだった。

「なんで？　ねえ、沙莉、ここ……してもいい？」

　類が手の甲にいやらしく舌を這わせてくる。それだけで熟れた秘所がズクンと疼く。肉筒がヒクッと収縮して、また愛液で濡れたのが分かる。

　沙莉はのろのろと手を退かせた。外気に触れたそこが冷たく感じる。どれほど濡れているのかと、恥ずかしさに顔が熱くなった。

「沙莉の匂いがする」

　そんな卑猥な言葉を口にした類が、充血して勃起した肉粒に吸い付いた。

「ぅああっ！　ひ、あぁっ！」

　強烈な快感に体が跳ねる。思わず腰を浮かせてしまい、余計に類の口に秘所を押し付ける格好になった。器用な舌先が敏感な粒を何度も舐め回し、じゅっと強く吸い上げられる。目眩がするような愉悦に沙莉の呼吸が荒くなった。

「あぁ……っ、あ、あ、はぁん、ああ、や、やだ、あぁ……っ！」

　突き刺すような鋭い刺激と、体の奥から膨れ上がる快楽を抑えられない。気持ちよくて頭の中が溶けてしまいそうだ。じゅるじゅると沙莉の愛液を啜る音がたまらなく恥ずかしい。

（類の口が……あの形のいい綺麗な口が、私の……吸ってる）

　気持ちよくて喘ぐ声が止められなくなる。それを聞かれるのは照れくさい。沙莉は両手で自分の口を覆った。くぐもった声が手の平に吸い込まれていくと、急に類の動きが止まった。

「沙莉、なんで声を抑えるの？　さっきまで聞かせてくれてたのに」

　類の指が秘所を撫でる。濡れたその部分を探り、指先が沙莉の小さな入り口を見つけた。

「あ、んっ！」

「少し、ほぐすよ？」

　撫でるような動きを見せていた中指が、肉筒に這い入ってくる。そしてなにかを探すようにゆっくりと抜き差しされた。

「は……ぁ、あ、んっ、ふ、はあっ……はっ」

「沙莉の気持ちいいところ、どこかな？　ここ？」

　類の指が中で鍵のように曲げられた。腹側の壁をグッと押される。そこから甘く痺れるような、深い快感が広がった。

「ああっ！　そこ、ああ……っ、気持ちいい……っ」

「見つけた」

　たまらなく気持ちがよかった。下半身が溶けてしまいそうな感覚はあまりにも刺激が強く、無意識に力が入りうねうねと腰が動いてしまう。それでも類の指は執拗に沙莉の敏感な部分を擦り続ける。

「あ、んんっ、や、やだぁ……っ、それ、そこぉ……ああぁっ」

　ぐちゅぐちゅと水音が激しく鳴り、類の指の動きも速くなっていく。沙莉は快楽しか追えなくなっていた。つま先をベッドに突き、腰を浮かせて肩で体重を受ける格好だ。両手はベッドシーツを握り締めて、快楽に歪んだ顔を類に見られている。

　だがもうどうでもよかった。体の奥から湧き上がる愉悦は止められない。

「あ、あっ……だめ、ああぁっ……もうイっちゃ、う……もうだめっ」

「いいよ、イくところ見せて」

　体内でなにかが爆発する。媚肉が類の指をぎゅうっと喰い締めた。

「ああ、あ────っ！」

　脳髄を痺れるような刺激が突き抜けた。白い喉を仰け反らせ、後頭部でベッドを擦る。肉筒がヒクヒクと痙攣し、そのたびに快感の波が襲う。手の甲が白くなるほど強くベッドシーツを握り締め、大きく開いた沙莉の口は「あ」の形を保ったままだ。

　頭がクラクラして頬が熱くなる。力の入った体は硬直したあと、ゆっくりと腰をベッドに下ろし沙莉は肩で息をする。

「すごかったね、沙莉」

「あ、はあ、はあ……もう、なに、これ……」

　ベッドの上で弛緩した沙莉は、肩で息をしながら静かに目を開いた。意識がぼんやりとした中で、類がこちらを見ているのに気付く。

「ねえ、沙莉」

「……ぁ、なに？」

　気だるげで掠れた声で問うて類の方を見る。得意げな笑みを浮かべて、類はびっしょりと濡れた手を見せてきた。

「こんなに濡れてる。見える？」

「あ……、もう、やだ……見せないでよ」

　類は嬉しそうに笑いながら、近くにあったティッシュでそれを拭き取った。沙莉は両手で顔を覆う。

「どうしたの？　なんで顔を隠すんだ？」

「だ、って……私、変な声、出てたし、それに、すごく……」

　肩で息をしながら言えば、やんわりと手を外された。そしてそのまま上半身を引っ張られる。

「すごく、なに？　恥ずかしい？」

「うん……」

「俺の手で感じてる沙莉を見るのは嬉しいよ。声だってもっといっぱい聞きたいのに」

　ベッドで膝立ちになった類が、ベルトを外し始める。パンツの下に見えた類の下着は、股上の浅い黒のボクサーパンツだ。そこは力強く盛り上がっており、沙莉は目が離せなくなってしまう。

「そんなじっと見て、エッチだなぁ、沙莉は」

「あ、いや、そうじゃなくてっ、その……違うってば」

　指摘された沙莉は思わず顔を逸らし、類からじりっと離れる。

「ふふ……別にいいけど。で、どうしようか？　これ」

　類の綺麗な指が自分の欲望をこれ見よがしに撫でている。どうしようか、なんて分かっているのに、なんだすごく意地悪だ。見下ろしてくる類の視線は誘っている。

（なんだか以前の類と、違う気がする……）

　少し違和感を覚えた。けれどなにより、そう言われてゾクッと背中が快感で震えた自分に驚いてしまう。沙莉にはできないと思っているのかも知れない。

「類の……ばか」

　ベッドに座っている沙莉が類を睨み上げると、彼の口元がニヤリと笑った。沙莉は類のウエストに手を伸ばす。パンツを下ろし黒のボクサーパンツに手をかける。

「沙莉……してくれるの？」

「類が煽ったくせに」

　ゆっくりと下着を下ろしていくと、収納されていた凶器が顔を見せる。布の支えを失ったというのに、腹に付くくらいに反り返ったそれはあまりにも淫靡だった。

　沙莉は迷いなくその熱塊に手を添え、自らの口に近づける。硬く熱い雄は沙莉の手の中でビクンと反応し、先端からは透明な蜜が溢れていた。

　ゆっくりと口を開いて、それを含んでいく。小さな沙莉の口にはあまりにも大きすぎる肉棒だ。口腔でさらに膨張し、類が感じているのだと分かると嬉しかった。

「んっ……ぅんんっ、んっ、んっ」

　喉の奥で籠もったような声を発しながら、沙莉は懸命に舌で愛撫する。視線を上へ向けると、類の引き締まった腹筋が見えた。その上にはこちらを見下ろす欲情した顔があり、僅かに寄った眉間の皺が色っぽい。

「ああ……沙莉、すごくいいよ。気持ちいい」

　少し弾んだような彼の声に、沙莉は下腹部の奥がきゅうっと締まるような感覚になった。類の声に感じているのは明白で、その痺れるような快感がたまらない。

　類の腰が、沙莉の愛撫に合わせて前後に揺れ始める。唇で幹が激しく擦れて、亀頭が上顎を何度も撫でた。苦しいけれど嬉しくて、瞬きをすると涙が零れた。

「待って、それ以上は……だめ」

　類がそう言って大きく腰を引く。勢いよく口から類の熱塊が引き抜かれた。それと同時に銀糸がツツ……と伸びて沙莉の唇と繋がる。

「……類？」

「もうだめ、今度は俺がする番」

　そう言って、中途半端に履いたままのパンツと下着を脱ぎ去った。お互いに生まれたままの姿になり、沙莉はベッドの中央にゆっくりと押し倒された。

　ベッドサイドの引き出しから避妊具を取り出して自ら装着している。どんなに気が急いていても、類は欲望に押し流されたりしない。

「なに見てんの？」

「……ううん。なんでもない」

　ニヤッと類が笑い、装着し終えた手が、今度は沙莉の両膝の裏に差し込まれた。ぐぐっと腹の方へと押しあげられると秘所が開き、類を待ち望むように愛液が滴った。

「入れるよ」

　沙莉の目を見つめたまま、類の熱塊の先が押し当てられた。何度か亀頭がそのクレバスを上下する。熱棒は敏感に膨れ上がった沙莉の肉粒を擦った。

「あ……、んんっ、る、い……」

　声が震える。擦られるとビリッと電気が走ったような快感が生まれた。何度か焦らすようにしてそこをなぞられる。くちゅくちゅといやらしい音が聞こえて、どれほど期待して濡れているのかと恥ずかしくなった。

「は、やく……」

「……うん」

　ぐっとテンションがかかる。沙莉の小さなそこを押し広げるようにして熱塊が入ってくる。痛くはないが徐々に下腹部が重くなった。

「あ、あっ、ぅんっ……はぁ、あぁ……っ！」

　ゆっくりゆっくり、沙莉の様子を見ながら挿入される。膨張が中を擦り、沙莉はぎゅっと目を閉じた。眉間に皺を寄せて沙莉は快楽に耐えていた。まるで熱された鉄の棒を入れられているような感覚だ。

「ぁ……っ、すごっ、沙莉の中、熱いよ」

「や、だ……うそ、類の方が、熱い……っ」

　お互いにそう言い合ってクスッと笑う。沙莉の上に類がゆっくりと体を重ねてきた。欲情した顔が近づいて、唇にやんわりとキスをされる。口を開いて舌を絡め合い、類の体温を肌で感じ、全身で幸せを感じていた。

「沙莉、動く……」

　掠れた小さな声でそう言うと同時に、類が腰を引いた。沙莉の中で存在感の大きな熱がずるっと動く。

「あっ！　ぁ、あぁっ、ぅんっ、んんっ、はっ、ああっ！」

　腰を引いてすぐに突き入れられる。類の切っ先が沙莉の中を細やかに擦った。その度にビリビリと快感の電流が背中を這い上がり、頭の先から抜けて行く。声は抑えられなかった。

　体を揺すられて、中を擦られて、沙莉は無意識に肉筒を収縮して類のくれる快感をすべて拾い上げていく。

「は……ぁっ、あっ、あ、あ、ぅんっ……ん、んっ、ひぁっ……」

　声が上擦って腰がガクガクと震えた。類の腰が沙莉のやわらかな太腿の肉を叩き、ぐちゅぐちゅと沙莉の愛液が淫靡な音を出し続ける。

「気持ちいい？　ねえ、沙莉」

「あっ、あっ……い、いいっ、よ……す、ごくっ」

　類の律動は徐々に激しくなっていき、さっき類の手で一度達したのにまた体の奥に快楽の火種が燻る。それが徐々に大きくなり身もだえた。

「は、ひ、ぅっ……あ、んっ、あっ、あっ……だめ、や、はぁ──っ！」

　類が上半身を起こしベッドの上で膝を折って座ると、沙莉の腰を自身の太腿の上へと引き上げた。角度が変わり、類の先端がさっき指で弄られた場所を擦った。

「類、類……っ！　イっちゃう、また……また、私──っ」

「いいよ、いっぱい気持ちよくなって。沙莉、大好き……沙莉」

　お互いに快楽のしもべとなる。沙莉は目を閉じて深い喜悦に包まれ、類に乱されながら絶頂へと駆け上がっていく。

　気が遠くなるような快感に、声を出したのかさえも分からない状態だった。

　瞼の裏に白い花火を見たと思ったが、次の瞬間には愉悦の渦に飲まれて意識を飛ばしてしまった。








エピローグ









　ソファに寝転がった沙莉は左手を天井に向かって伸ばし、夢ではないそれを何度も確かめていた。真剣な眼差しで指を眺めては、へらっと頬を緩ませる。それをもう何度くりかえしたか分からない。沙莉の左薬指には、小さなかわいらしいピンクダイヤの付いた婚約指輪が光っていた。

「うふふふふふふ……。えへへへへへ」

　誰も見ていないからといって、あまりにも緩んだ顔である。

　沙莉は類の自宅に遊びに来ていた。彼は隣の部屋で仕事の電話をしているので、一人リビングのソファで横になっている。広々としたソファは、ともすればベッドくらいの広さはあるかもしれない。

　類の記憶はかなり戻ってきた。細かい部分の時系列はたまに前後するのだが、重要な記憶はちゃんと取り戻した。それを機会に、類からはちゃんとした指輪を贈ってもらったのだ。

　子供の頃、大人になったら本物をあげると言われてもらったダイキャストリングが、本物に姿を変え、沙莉の左手薬指に光っている。どの指輪を贈られても沙莉は嬉しかった。類の気持ちがちゃんとそこにあるからだ。

「沙莉、さっきからすごくニヤニヤしてるけど、どうした？」

「あ！　ううん！　なんでもない」

　類の声が聞こえて、驚いた沙莉はスカートの裾を引っ張って起き上がった。慌てふためいた沙莉の隣に、類が腰を下ろした。

「で、なんで笑ってた？」

　じりじりと迫ってくる類は、沙莉の体を組み敷くようにしてソファに押し倒してきた。真上から顔を覗き込まれて、じわっと頬が熱くなる。

（知ってるくせに、わざと言ってくるのはずるいなぁ）

　ぷいっとそっぽを向くように顔を背けた。照れくささからだ。

「これ、嬉しくて……見てたの」

　左手を胸の前で広げる。右の指先でリングを撫でて、もじもじしながら羞恥に耐えた。

「そんなにこの指輪が嬉しかった？」

「嬉しいに決まってるよ。だって、ずっと好きだった類からもらったものだもん」

　どこかの素敵なレストランや、思い出になりそうな景色のいい場所ではなく、この部屋でプロポーズしてくれた。

　──俺と結婚しよう、沙莉。

　光の城でも言ってくれた言葉だ。場所なんてどこでもよかった。その言葉があれば、それを忘れないでいてくれさえすれば、それでいいと思った。

「じゃあ、その指輪と俺と、どっちがいいの？」

　この部屋で受けたプロポーズのシーンを思い出していると、類がそんなおかしな質問をしてきた。

「え？　これと……類？」

　左薬指のリングと類を交互に見る。彼の顔は真剣で、真面目に聞いているようだった。

（もしかして、自分でリングを贈っておいてそれに嫉妬してる!?）

　ものすごくかわいい類の嫉妬に、沙莉の胸はきゅうんとなった。両手を伸ばして類の頬に触れる。そして親指と人差し指でむにっとほっぺを摘まんだ。

「そんなの、決まってるじゃない。──類だよ」

　真面目な面持ちの顔がふにゃぁっと緩んだ。沙莉が手を放すと、類が左手を掴んでくる。そのまま自分の頬にぎゅっと押し当てた。

「だったら、いいけど」

「なんかかわいいね……」

「……」

　沙莉の言葉に類の頬がほんのりとピンクに染まる。照れている姿もまた格好いいと思う。その恥ずかしさを誤魔化すように、類が唇を重ねてくる。自然に類の首に両腕を回し、愛する人の重みを幸せだと感じていた。







　事務所がＬＵＫＡの婚約発表をした。スキャンダラスな見出しが踊ったのは、その年のクリスマスイブだった。

　──ＬＵＫＡの婚約者は一般女性！　日本中から悲痛な声が！

　日本中のＬＵＫＡファンの悲鳴が響き渡り、しばらくの間は世間を騒がせるところとなった。








人気アイドルの溺愛宣言


幼なじみと再会したら恋人役を頼まれました
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